
































空戦魔導士候補生の教官14








諸星 悠





富士見ファンタジア文庫









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　CONTENTS









第一章　本当のニューレコード

第二章　赤裸々なアノニマスライター

第三章　仲良し揃いのペットコンテスト

第四章　桁外れのニューパーソナリティー

第五章　恐怖のヴィズィティングデイ




終章　始まりのミートアゲイン







　あとがき











　　　第一章　本当のニューレコード







　学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》。そこは大空に浮うかぶ人工の大地であり、空くう戦せん魔ま導どう士しを育成するために特化された都市でもある。

　そこの空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンに所属する学生たちは仲間同士で小隊を組み、人類の敵から浮遊都市を護まもるために日夜努力することが求められるのだが、

「リコ、そっちに行ったわよっ！」

　艶つややかな長く紅あかい髪かみの少女──ミソラ・ホイットテールが魔ま砲ほう剣けんを携たずさえながら叫さけぶ。彼女の視線の先には、掌てのひら大のボールに羽が生えた、飛翔標的ダミーバードが存在していた。

「むっ、わたしに指図するな」

　女め神がみの如ごとき美び貌ぼうを持つ少女──リコ・フラメルが反発するように答えながら、スナイパーライフル型の魔ま銃じゆうを片手に飛翔標的ダミーバードへと接近した。

「こ、こここ、こっちに来ましたっ！　わ、わたしがやりますっ！」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな体たい軀くの少女──レクティ・アイゼナッハがおどおどと告げる。魔ま双そう剣けんを八双に構える彼女へと飛翔標的ダミーバードが向かう。

　試験からおよそ百二十秒経過。縦じゆう横おう無む尽じんに空中を駆かけ巡めぐる彼女たちは、これまで十体中五体の飛翔標的ダミーバードを撃げき破はしていた。残り時間はあと百八十秒。

　飛翔する三人の軌き道どうが交こう錯さくする。

　だが、ここぞというタイミングで飛翔標的ダミーバードが急きゆう上じよう昇しようをかけ、それを追つい跡せきしていたミソラたち三人がはっと貌かおを見合わせることになる。

　獲え物ものを追うことばかりに捉とらわれ、周辺への注意が疎おろそかになっていたのだ。そして気づいたときにはもう勢いのつき過ぎた加速を止めることができず、彼女らはお互たがいに額からぶつかってしまった。




　その日、長身瘦そう軀くの少年──カナタ・エイジは空中に浮かぶ漆しつ黒こくのサーフボード〈ホウキ〉の上からその光景を眺ながめていた。

　中間試験のウィングシューターにおいて、まさかの途と中ちゆう脱だつ落らくという未いまだ嘗かつてなかった不ふ名めい誉よな記録を叩たたき出した《ミストガン》最弱の小隊──Ｆランク小隊とまで揶や揄ゆされるミソラたち。そんな彼女らのことを周りの学生たちが腹を抱かかえて笑う中で、カナタはひとり何かしら考えているかのような表情を浮かべていた。

　今年十七歳になる彼の役割は空戦魔導士教官エキスパート。とある事情からミソラたちのＥ６０１小隊の教官をしており、ミソラたちを強くすることが彼の使命なのだ。







　その後、小隊室にて出撃後反省会デブリーフイング。

「そんな気落ちするんじゃねーよ。……ま、この程度だと思ってたしな」

　しんみり鬱うつ々うつとしたミソラたちに対し、どこか他ひ人と事ごとのようにあっさりとカナタが声をかけてしまうものだから、先さき程ほどまで落ち込んでいた、一応Ｅ６０１小隊の小隊長であるミソラがぐぬぬぬと唸うなった。

「な、なにが『この程度だ』よっ！　さっきのは皆みんなでたまたま一体の標的を追いかけたからじゃないっ！」

「仲間三人で正面衝しよう突とつしてもか？」

「あんなのは偶ぐう然ぜんよっ！」

　歴代ワースト記録を更こう新しんしてしまったミソラが心外そうに訴うつたえる。

「偶然なんかじゃねーよ。ありゃお前らのチームワークのなさが原因だ。仲間と呼吸が合ってないから、ああやって正面衝突しちまうんだ」

「うぅ……」

「それにあと三分も残ってたんだから、もっとゆっくりやればよかったじゃねーか」

　ウィングシューターは、翼つばさを生やした飛翔標的ダミーバード十体を素す早ばやく撃げき墜ついする試験だ。

　合格したＥランク小隊の平均タイムは三分四十四秒。先程ミソラたちは二分経過したところで残り五体だったことを鑑かんがみれば、平均よりやや遅おくれているといったところだろうか。

　もっともいまのミソラたちの実力なら、丁てい寧ねいにやれば決して合格できないわけではないはずなのだが。

「でも、ゆっくりやったら記録レコードを塗ぬり替かえられないじゃないの……」

「？　なんでＦランク小隊お前らがいきなり新記録出す必要があるんだよ？　ってかウィングシューターに記録なんてあったか？」

「ちょっと古いけど、ちゃんとあるのよ。どの小隊がやったのか定さだかじゃないけど、二分三十三秒っていう最速記録がね」

「ふーん……、二分三十三秒ね」

　何やらぼそりと呟つぶやいたあと、カナタはさり気なくミソラたちに探さぐりを入れる。

「でも、さっきのって本試験なんだぞ。明日あしたの再試験落ちたら、お前ら相当まずいことになるってわかってるか？」

「落ちたらもう後がないことぐらいわかってるわよっ！　でも、あたしたちにも事情があって……」

「んっ？　事情ってなんだよ？」

「……あんたは知らなくていいことよ。そんなことより、どうにかしてとっととあの記録を破ることはできないかしら……」

　何やら一いち途ずに考え込んでいるミソラに対し、リコが腕うでを組み眼を瞑つぶった澄すまし貌で告げる。

「ふむ、ミソラが足を引っ張らなければまだ可能性があったのだがな」

「なによそれリコあんたが悪いんじゃないっ！　あたしが最初に追い詰つめてたんだから、サポートするべきだったじゃないのよっ！」

「それはこちらの台詞せりふだ。わたしの獲物を横取りしようとするな」

「あ、あのぅ……あの飛翔標的ダミーバードって、わ、わたしが倒たおすはずだったんじゃ……」

　そうしていつものように言い争いを始めるミソラたち。

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの小隊制は、空の戦いでは単独戦せん闘とうより味方と連れん携けいする方が確実に生存確率が上がるという統計の上で導入されている制度であり、仲間との連携は必ひつ須すだ。

　そんな仲間同士でありながら、Ｅ６０１小隊の面々は反発したり、ぶつかり合うことが多い。しかし一応は記録を更新しようと前向きな姿勢を取る教え子たちへ、カナタは問う。

「お前らさ、どうしてもその記録を塗り替えたいのか？」

　ミソラたちの視線が、Ｓ１２８特務小隊ロイヤルガードから派は遣けんされたカナタへ集まる。

「そのためならどんな特訓にでも耐たえる覚かく悟ごってあるかよ？」

　ミソラたち全員がこくりと頷うなずく。覚悟の深さは定かでないとしても、どうやら全員試験に合格したいという想おもいはあるらしい。

　こうしてミソラたちの特訓が始まった。







「……こんなことして一体何の意味があるのよ」

　埃ほこりが積もりに積もったアルテミア寮りようの一室でミソラがぼやいた。今は使われていない女子寮の一室をカナタが寮りよう監かんに頼たのみ込んで貸たい与よしてもらったらしいが、到とう底てい人が住めたものではない。

　あいつの特訓とやらを本当に信じていいのだろうか？　ミソラはふと疑問を抱いだく。小隊長のミソラとしては自分の小隊が強くなれるならそれは望ましいことなのだが……

　何でも今回の特訓では、ミソラたちはここで共同生活を送らなければならないらしい。といっても長期というわけではなく、たった半日程度同じ時間を過ごすだけらしいが……

「こほっ、こほっ……。な、なんでこんなに埃塗まみれの環かん境きようなのよ。もしかしてあいつ、あたしたちにこの薄うす汚よごれた部屋を体ていよく掃そう除じさせようとしてるだけなんじゃないでしょうね」

　あまりにかび臭くさくて乾かわいた嫌いやな空気に、真っ先に窓を開けたミソラが軽く咳せき込んだあと、新しん鮮せんな外の空気を吸う。

「ミソラさん、管理人さんから掃除道具を借りてきました。あとこれも使ってください」

「ありがと。レクティ」

　気を利きかせて使い捨てのマスクまでもらってきたことに感謝しつつ、ミソラとレクティの二人は嫌々ながらも、叩はたきをかけたり雑ぞう巾きんがけをしたりしながら掃除をしていく。

　そこでふとミソラが気づいた。先程から一人だけ入り口の近くで澄ました態度のまま腕を組んでいる存在がいることを。彼女はドアより先には一歩たりとも足を踏ふみ入れてはいなかった。

「ちょっとリコ、あんたそんなところでつっ立ってないでちゃんと掃除しなさいよっ！」

「断る。なぜ女神なわたしがこんな汚お物ぶつに塗れた空間を掃除しなければならないんだ」

「あのねー、汚きたないところを綺き麗れいにするのが掃除なんじゃないのっ！」

「ふっ、女神なわたしがこのような醜しゆう悪あくな環境に足を踏み入れるなど考えられない行こう為いだ。ミソラたちだけでやれ」

「あ、あんたね～～～～っ！」

「お、落ち着いてくださいミソラさん。リコさんの分もわたしががんばりますからっ！」

　ぐぬぬぬと今にもリコに摑つかみかかろうとするミソラのことを、レクティが必死に宥なだめようとする。

「で、でもねレクティっ！」

「ミソラさん。あ、あのぅ……わ、わたしっ、次の再試験、新記録で合格したいですっ！」

　ここでリコにつっかかりすぎれば、傲ごう慢まんな彼女の性格ならこの場で特訓を止やめると言い出しかねない。

　それはまずい。非常にまずい。

　ミソラとしては今回ばかりはどうしても新記録で合格したいという目標があるのだ。訓練嫌ぎらいなリコでさえも、その考えを話したらどうにか協力してもらえるところまで漕こぎつけたのだ。ここで彼女の機き嫌げんを損そこねすぎるわけにはいかない。

「………………しょうがないわね」

　若じやつ干かん険悪なムードを残しながらも、どうにか堪こらえることに成功したミソラは再び拭ふき掃除に取り掛かかる。仲間二人が掃除する光景を、リコは当然のように眺めていた。







「そういえばカナタの教え子さんたちの小隊、ウィングシューター不合格だったんだって？」

「んっ、よく知ってるな？」

「まあね。なかなか印象的な不合格の仕方らしかったから、結構噂うわさになってるよ」

　アルテミア寮の談話室。何やらお喋しやべりを愉たのしむ学生たちとは対照的に、嫌われ者のカナタがいるソファーの空間だけは、ひっそりと静まり返っている。そんな彼のもとへ、紫むらさき色いろのリボンで髪かみを結ゆわえてポニーテールにした幼なじみの少女──クロエ・セヴェニーが歩み寄ってきた。

「今日カナタはずっと教室にいたみたいだけど、教え子さんたちは何やってるの？」

「ああ、あいつらのことか」

　自分が所属する特務小隊ロイヤルガードの隊長に尋たずねられ、カナタは適当に相あい槌づちを打つ。

「あいつらはいま女子寮で共同生活してるよ」

「えっ？　あのＦランク小隊の子たちってそんなに仲良かったっけ……？　この前のランキング戦でも試合中に喧けん嘩かが勃ぼつ発ぱつして、十一連敗目を記録したような……」

「ま、きっと今いま頃ごろ喧嘩の真っ最中だろうな」

　ぬけぬけと口にするカナタ。常人なら、ああ、こいつきっとやる気がない無能な教官だと見切りをつけるのだが、クロエはいささか対応が異なった。

「それなのにそんなにケロッとしていられるのは、なにか考えがあるんでしょ？」

　肯こう定てい的な思考。カナタのことを信しん頼らいしているのだ。なにせカナタを教官に推すい薦せんしたのは他ならぬ彼女自身だ。

　そんな信頼が寄せられたカナタはというと……午後五時半を回っている談話室の壁かべ時計を見やり、

「さーな」

　と言って、何やら自信ありげに口の端はをつり上げてみせた。







「はあー、やっと掃除が終わった」

　ミソラとレクティが掃除を終えた頃にはすでに夕ゆう陽ひが沈しずみかけており、近くの通りでは下校する学生たちの姿が垣かい間ま見みえる。

　掃除中ずっと同じ姿勢でいたために硬かたくなった肩かたや腰こしをとんとん叩たたきつつ、ミソラとレクティがソファーで一休みしようとした。

　だが、

「わたしはお腹なかが減ったぞ。ミソラ、ご飯を作れ」

　綺麗になった室内で一人だけ掃除に参加せず、当然のように優ゆう雅がに足を組みながら読書していたリコが堂々と口にする。

「自分で作りなさいよっ！　なんであたしがリコの分まで作らなきゃならないのよ……っ！」

「なんだ、キミは料理もできないのか？」

「で、できなくはないけど、そ、その……。っていうか、あ、あんたはどうなのよっ！」

「ふっ、料理か」

　不意にソファーから立ち上がったリコが、自信満々とでもいうかのように長い髪をさっと搔かき上げはっきり宣言する。

「女神なわたしが料理などするわけがないだろう」

　ずてーん。思わずミソラは何もない床ゆかにすっ転ころんでしまった。

　ぜんぜんダメじゃないのよっ！　と思いながら彼女は起き上がるのだが、じつはミソラも料理の経験は全くなかったりする。

　はてさてどうしたものかと考えようとするのだが、打開案を出すより先に不意にお腹がぐーっと鳴ってしまった。

　リコは食事は外で済ませるのが流りゆう儀ぎであり、ミソラは父親が料理を作ってくれる。お互たがいに料理した経験など皆かい無むだ。でも、空腹は襲おそってくる。誰だれかが料理を作らなければこの問題は解決することができないのだが……ちょうどそんなとき、二人におどおどとした声がかかった。

「あのぅ、ミソラさん、リコさん。……わ、わたしが料理しましょうか？」

「レクティ、あんた料理できるのっっっ！」

　ミソラは驚きよう嘆たんといった様子で、リコは少しだけほうっと認める様子で、そそくさとエプロンを身に纏まといキッチンに立とうとするレクティの後ろ姿を見つめた。

　普ふ段だんより若干たどたどしい足取りでキッチンへと向かうレクティはやはり疲つかれているようで、それはミソラと同じ疲ひ労ろう具合のはずで──

「あ、あたしも手伝うわ……っ！」

　料理経験ゼロのミソラが慌あわててフォローへと向かう。

　それから二人してキッチンに立ち役割分担。冷蔵庫にある食材をぱっと見み渡わたしたレクティがパスタ料理を作るつもりということで、ミソラはサイドディッシュにサラダを作ってみることにした。

「そういえばレクティ、かなり慣れた手つきね」

「わたし、お手伝いしてましたから……。皆みなさん、お腹が空すいてるようなので手早く済ませますね」

　大きな鍋なべに湯を張りパスタを茹ゆでる一方で、空いた時間を有効に使い、まな板の上で野菜をとんとんとカットしていく。

　ミソラもその隣となりで一いつ緒しよに似たような作業をするのだが、不慣れな手つきで違ちがいが一いち目もく瞭りよう然ぜんの結果となった。

　そもそもミソラの父親は喫きつ茶さ店てんを営んでおり、料理はいつも父親任せだったのだ。うぅ、それならばこの腕うで前まえでも仕方ないだろう、と内心でミソラが自分を慰なぐさめようとしたとき、気まぐれを起こしたリコがキッチンへ様子を覗のぞきにやってきた。

「ふむ、これもあの男の手の平で踊おどらされているということか」

「？　一体何の話よ？」

「まあいい。暇ひま潰つぶし程度にはなるだろう」

　先さき程ほどまで埃を被かぶっていたはずの寮の空き部屋に、なぜか新鮮な食材があることの不自然さにリコだけが何やら勘かん付づいたかのように目を細めるが、すぐにかぶりを振ふった。

「ふっ、レクティに比べミソラのは極きわめて稚ち拙せつで乱雑な切り方だな」

「な、なによリコっ！　あんただって料理は未経験なんでしょ……！」

「ふっ、女神なわたしは森羅万象ありとあらゆるものを完かん璧ぺきにこなすことができる。だが、ただやらないだけだ。料理をすると手が汚よごれるし、それになにより疲れるからな」

「～～～っ！　それだけ言うならあんたが実際に料理してみなさいよっ！」

「ふっ、何度も言うがわたしが料理などするわけないだろう。女神なわたしはかったるいことが嫌いなんだ」

「どうせホントは料理なんかできないんでしょ」

　きっと睨にらみつけてくるミソラに対し、リコは澄すました貌かおで告げる。

「なら、わたしの言う通りに調理してみろ。ミソラに女神の実力というものを証明してやる」

　そう言ってリコは腕うでを組んだままミソラの横に並び立った。

「オニオンをスライスしたあとは氷水で少なくとも三十分は浸つけておけ。辛から味み成分である硫りゆう化かアリルは水すい溶よう性せいだ。……ミソラ、手つきが違うぞ。包丁を持つときは、生卵の黄身を摑むかのようにもっと柔やわらかくだ。サラダは鮮せん度どが命。野菜の触しよつ感かんと風味、ドレッシングが生み出す調和こそが全すべてを決めるのだ。こら、何をしているっ！　レタスは手で千切るに決まっているだろう。包丁で切ると細さい胞ぼうが潰つぶされ、ポリフェノールの酸化反応で切断面が赤く染まって──」

　などとリコが傍かたわらで理論的な助言をしてみせる。

　一方的な物言いにかっとなったミソラだが、彼女の一言一言は科学的な説明に基づく合理的なもので反論することができない。

　ぐぬぬぬとミソラはリコの助言を忌いま々いましく思いながらも、しぶしぶそのアドバイスに従ってやることにする。その結果……

「で、できた……っ！」

　ミソラの手元には、ガラス製の小こ鉢ばちに盛り付けられた、プチトマトが真ん中にちょこんと添そえられた色いろ鮮あざやかなサラダが三つ並んでいた。

「ふむ、まだまだ手つきがおぼつかないようだが、まずまずのできだな」

　リコがミソラの手作りサラダをさり気なく見て、澄ました態度で口にする。

　初めて料理をしたことに歓かん喜きに震ふるえるミソラの隣では、いつの間にかレクティが調理鍋でパスタと野菜を炒いため始めているところだった。

「まあ、今回限りはあんたのお陰かげでどうにかなったわよ。上から目線が鼻につく傲慢なアドバイスだったけどね」

　調子に乗ったミソラが上じよう機き嫌げんに皮肉を交えた。ミソラとしては感謝しているつもりだったが、当然リコに伝わるわけなどなく、

「このわたしに向かって傲ごう慢まんだと……？　料理の極ごく意いも知らない人間が偉えらそうなことをぬかすな」

「なによ料理の極意って……？」

「知らないのか、『さしすせそ』だ」

「えっ？　それって極意だったっけ……？」

　それならミソラも聞いたことがある。一いつ般ぱん教養の家庭科の授業で習ったような……何が何の調味料を指しているのかは生あい憎にくと思い出せないが。

　怪け訝げんな表情を浮うかべたミソラがリコの動きを見守っていると、彼女は多種多様な調味料が置かれたラックから迷うことなくある調味料を手にした。そしてクールに、

「さりげなく、静かに、素す早ばやく、接近し、ソースを──」

　意味不明な極意を口にしながら、

「──ぶちまける」

　リコがレクティの調理鍋に遠えん慮りよなくソースを注いだ。なみなみと注がれた茶ちや褐かつ色しよくの液体を目もく撃げきし、ミソラの表情が驚きよう愕がくに見開かれる。

「う、うそ……っ!?」

「ふっ、ミソラがわたしのことを傲慢などと馬ば鹿かにするから、どうやらつい手が滑すべってしまったようだ」

「こ、こらリコっ！　あんたいくら腹が立ったからってレクティのパスタにソースをぶちまけてるんじゃないわよっ！」

「何を言う。既き存そん概がい念ねんの破は壊かいの先にこそ真の創造が存在するのだ。実際に食べもせずに判断するなど愚ぐの骨こつ頂ちようだな」

「あ、あのね～～～～～っ！」

　何やらすっきりした様子のリコ。だが、その隣ではリコの突とつ拍ぴよう子しもない行動に、ぐぬぬぬといまにもぶち切れようとするミソラの姿があった。

　ちょうど、そのタイミングで制止の声が入る。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよミソラさんっ!?　たぶん美お味いしいですよっ！　……たぶんですけど」

　先程まで料理をしていたレクティが、どこか哀かなしそうな様子で瞳ひとみをうるうるとさせながらも、どうにか割って入って二人の喧嘩を止める。性格のせいもあるだろうが、この三人の中でもとりわけ真ま面じ目めなレクティはこれ以上二人が不仲になってしまうことは避さけたいらしい。

　その想おもいが伝わってきたからこそ、どうにか怒りを抑おさえたミソラがはあーとため息を吐つきながら、

「それと最後の『そ』はソースじゃないわよ、たぶんだけど。っていうか、『さしすせそ』って極意じゃなくて基本じゃないの」

「ふっ、基本こそ極意だ。基本を疎おろそかにする人間が、極意を習得することなどできない」

「なんか立派なこと言ってるけどさ、あんたは基本を疎かにして訓練に一度も参加してないじゃないの」

「わたしは基本問題からじゃなくて、応用問題から解き始めるタイプなんだ」

「さっきのありがたい発言はどこへいったのよっ！」

　といったやり取りをしながらもいつの間にやらミソラたち三人は揃そろってキッチンへ立ち、レクティがコンロの火を止めるまでそれぞれ自分なりに食器を出したり、コップに水を注ぐように指示をしたりして夕飯に貢こう献けんしていた……かもしれない。







「「「いただきますっ！」」」

　ミソラとレクティのフォークが恐おそる恐るそれぞれ口にする。ソースで味付けされたパスタの味は……意外と悪くない。それどころかなかなかにこれが美味しい……！

「あら、これイケるわね」

「そうですね。パスタとソースって意外と相あい性しよういいんですね」

　そう言って二人はぽかーんとした貌でリコを見やる。彼女は当然の結果だとでもいうかのように腕を組み、眼を瞑つぶっている。

「全て計算尽ずくだ。もっとも調理経験のないどこかの小隊長には理解できなかったようだが」

「うぅ……。で、でも常識的に見てパスタにウスターソースだなんて……っ！」

「パスタとウスターソースを混ぜてはいけないなんて誰が言った？　常識など女神なわたしの前にとってはゴミ屑くず同然だ。それに言ったはずだぞ、既存概念の破壊の先にこそ真の創造が存在すると。誰もやらないからと言って、ソースのほどよい酸味が絡からんでパスタが不ま味ずくなるわけがないだろう。女神なわたしならこれに青あお海の苔りを加え、紅べに生しよう姜がを添えればますます美味しくなる気がするのだが」

　リコは突拍子もない行動とともに、何やら新しい料理をこの世界に生み出してしまった様子だ。しかもそれが美味しいときたものだから、先程リコのことを小こ馬ば鹿かにしてしまったミソラは立つ瀬せがない。

　勿もち論ろんリコの指示とともに完成させたサラダも文句なしの美味しさで、ミソラは困ったかのように話題を逸そらす。

「そ、それにしてもこのパスタ、ちょうどいい茹で加減よね」

「はい、ちょっと硬めアルデンテに茹でて、すぐに野菜と絡めたんです。リコさん、今度サラダのレシピ教えてくださいね」

「ふっ、いいだろう。アホなミソラと違ってレクティには教えがいがありそうだ」

「やめといたほうがいいわよレクティ。リコっていっつも上から目線で頭に来ること多いし」

「ふっ、ミソラもだが、周りの学生たちもいつもそうだ。女神なわたしはいつもこれだけ謙けん虚きよにしているというのに、この類たぐいまれなる美び貌ぼうと才能に嫉しつ妬とし、認めることができないとは……」

「あんたの傲慢な態度が鼻につくからじゃないの。そうよね、レクティ？」

「えっ、そうですか？　わたしから見たら、リコさんってすごい人だと思いますけど……」

　そう褒ほめられて調子に乗ったリコが、

「ふっ、いいぞ。流石さすがレクティだな。もっと言ってくれ」

　などとまんざらでもない様子。レクティはうれしそうににぱにぱ笑えみを零こぼしながら、無む邪じや気きに言葉を続ける。

「はい。周りから好こう奇きの視線を浴びせられても、堂々としていられるところが立派だと思います。わたしも見習わないといけないと思いますし」

「……好奇の視線、ね？」

「あ、ああ。悪意がないゆえに判断に苦しむな」

　好奇の視線とは、自じ称しよう女神な性格に起因する『うわー、残念な奴やつだな』的な視線のことである。尊敬とか崇すう拝はいとかという言葉を期待していたリコは、若じやつ干かん戸と惑まどいの表情を浮かべていた。







　どうにか食事を終えてミソラとレクティが協力して食器を下げると、次はお風ふ呂ろに入ろうという話になった。誰だれから先に入るのか順番を決めるより先にお風呂にお湯を張ろうとしていたレクティが、

「あのぅミソラさん、リコさん。そのぅ……お風呂の調子が」

　と、何やら困惑した様子で戻もどってくる。

　ミソラとリコが一体どうしたことかとお風呂場へと向かう。

　彼女たちの視界に入ったのは、浴室内に設置されたボイラーだ。なんでもレクティの話では皆みんなのためにお風呂にお湯を張ろうとしたのだが、このボイラーの調子が悪く水しか出てこないらしい。

「ふむ、随ずい分ぶんと型の古いタイプのボイラーだな。室内設置型の魔ま力りよく燃焼方式か」

　座学はトップクラスのリコが専門的な知識を披ひ露ろうする。

「ミソラ、ボイラーの外装を外すんだ」

「なんであたしが……」

　ぶつぶつ言いながらも、機械に弱いミソラは指示に従う。リコがむき出しになった基き盤ばんをのぞきこむと、

「ど、どうなんですか……っ!?」

「ああ、原因がわかった。簡単に言うと、エネルギーを生み出すエンジンそのものが故障しているらしい。古い型の魔力磁気チェンバーコイルだからな、そんな簡単に代だい替たいがきくものではないし……」

「あっ！　どっかで見たことがあると思ったら、このボイラーこの前までうちにあったのと同じタイプじゃないの」

　内部構造など微み塵じんも理解していないミソラだが、急に自信満々という態度でリコを見る。

「ふふーん。あたし、これの動かし方知ってるわよ」

　したり貌でリコを押し退のけたミソラは、何やら重要そうな外部へと接続されていたはずのケーブルを引っこ抜ぬくと、

「これはね、こうやるのよっ！」

　そう言って自らが練り込んだ魔力を強ごう引いんに注ぎ込んだ。途と端たんにジジジとスパーク。がこんと噴ふき込むと、すぐにエンジンにぼっと火が入った。

「ふっ、自分の魔力を動力にするとは典型的なパワー馬鹿の考え方だな」

「でも、ちゃんと動くようになりましたよ」

「確かに魔力量だけに限って言えば、ミソラも捨てたものではないからな」

　リコはそこだけは認めながらも、

「だが、いまの強引な点火で磁気チェンバーコイルとメーターがいかれた。今は起動したからいいものの、一度火が消えてしまったらもう二度と点つけることは難しいだろう」

「？　それってどういう意味よ？」

「つまるところ、湯船に浸つかることができるのは一人だけという意味だ。あまり時間が経たち過ぎると、お湯が冷えてしまうだろう。追い焚だきをすればボイラーがつかなくなるリスクも伴ともなう」

　三人の中うち一人しか入浴できないという事実にミソラたちが驚愕する。

　だが、そんな中でレクティがおずおずと告げた。

「あのぅ……それなら三人で一いつ緒しよにお風呂入りませんか？」

　えっ？　三人で入るの……？

　思いもよらない申し出に、ミソラもリコもぽかんとしてしまった。







　とてもじゃないが、三人一緒に入浴は無理だろう。

　ミソラはそう思っていたのだが、一人が浴よく槽そうに浸かり、もう二人が洗い場で体を流すということで案外解決してしまったりする。

「リ、リコさん。すごくスタイルいいです」

「ふっ、当然だ。わたしをミソラのような貧ひん弱じやくな体と一緒にするな」

「ひ、貧弱ですって～～～～～～ っ！」

　湯船に浸かったミソラが思わず身を乗り出しそうになる。

　だが、ぐっとその動きが止まる。ミソラの視線の先には容姿だけなら非の打ち所がないリコの姿と、小こ柄がらな割に胸が大きくいわゆるロリ巨きよ乳にゆうの体現者であるレクティの姿があった。
















　二人とも泡あわまみれであり要所は巧たくみに隠かくれていたりするのだが、ミソラはしみじみそんな二人の胸と湯船に浸かっている自分の胸を見比べる。

　リコはあたしよりも身長があるからまだ納なつ得とくだけど、なんでレクティと比べてもあたしは胸が小さいのよっ!?　もしかして身長と胸の大きさは相関がないのかしら……？

　どこかしゅんとしたミソラに対し、リコが心を見み透すかしたように追つい撃げきをかけた。

「ふむ、どうやら自覚しているようだな。せっかくだから忠告してやろう。ミソラの胸の大きさはそうだな……先さき程ほど使った調理器具──まな板にそっくりだ」

　心ない一言がミソラの心にぐさりと突つき刺ささり、彼女はぐぬぬぬと貌かおを歪ゆがめた。

『まな板にそっくりだ』という言葉が脳内で木霊エコーのように響ひびき渡わたる。気づいたらもう浴槽から立ち上がっていて……。

「リ、リコぉ～～～っ！　あ、あんたこれでも喰くらいなさいっ！　（バシャバシャとお湯を飛ばす音）」

「ふっ（洗面器で防ぐ）」

「リ、リコさんっ!?　いくらなんでもまな板は言い過ぎですよ」

「ふむ、確かにレクティの言う通りだ。食材を調理することができる分、まな板の方が存在価値があるからな」

「あ、あんたたち～～～っ！」

「え、ええ……っ!?　わ、わわわ、わたし違ちがいますよっ!?　そ、そういう意味で言ってないですからねっ!?」

　頭に血が上ったミソラに必死の形相で睨にらみつけられ、レクティは大おお慌あわてで否定してみせる。

「なにも遠えん慮りよすることはないぞレクティ。まさか目の前のＡカップ少女に存在価値があるとでも言いたいのか？　ふっ、いくらなんでもそれはあり得ないことだろう。まさかミソラのような貧乳がわたしたちのような豊胸より優すぐれているとでもいうのか？」

「リ、リコさん、だ、だからですねっ!?　あ、あんまり言い過ぎるとミソラさんが……」

「ふむ、ミソラの容姿を一言で言い表すと、キュキュキュチリーンな少女だからな」

「なによそれっ！　そこはボンとかでしょうがっ！」

　脳内でぶちっとリミッターのようなものが切れる音がして、ミソラが浴槽から飛び出して大おお股また開きでリコのところに詰つめ寄よろうとする。

　だが、床ゆかにはシャンプーやらボディソープやらが飛び散っており、そのぬるぬるした箇か所しよでおもいっきし足を滑すべらしたミソラがつるっどっでーん、と転び自じ滅めつした。

「痛いたたた…………」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかっ!?　ミソラさん……っ!?」

　そこでレクティに手を差し伸のべられてどうにか我に返ることができたミソラは、ぶつけた腰こしの部分を押さえながらどうにか立ち上がる。

「ありがとう、レクティ」

　ミソラは手を差し伸べてくれたレクティを見て、改めて自分の行動を反省する。自分とリコが喧けん嘩かをする度たびに、なんとか仲直りさせようと努力してくれるレクティが、じつは一番大人なんじゃないだろうか。

「あのさ……、シャンプーでもしてあげようか。なんだか今日は、っていうか、いつもあんたに一番世話になってる気がするし」

「なんだそうなのか。ならそれが終わったら、今度は女め神がみなわたしの髪かみをシャンプーしてくれ」

「……あんたは黙だまってなさい、リコ」

　そう言いながら、ミソラは自らシャンプーを手に取るとレクティの金きん髪ぱつを泡立て撫なでまわし始めた。

「どこか痒かゆいとこあったりする？」

「ふふっ、痒いところはないんですけど、なんだかくすぐったいです」

　そういうレクティの貌はどこかむず痒がゆそうで、でもとてもリラックスしていた。それゆえなのだろうか、普ふ段だんは口数も少なく遠慮がちな彼女が、ポロっと本音を漏もらす。

「あのぅ、ミソラさんとリコさんって普段はいがみ合ってばかりだと思ってましたけど、でもなんだか今日一日一緒にいて、喧嘩してても仲がいいと思いました」

「？　喧嘩してても仲がいいってどういう意味よ？」

「そのぅ……お二人は事ある度につっかかったりしてますけど、でも、二度と仲直りできないくらい喧嘩したことって一度もないですよね。だからもしかして……本当は仲がいいんじゃないのかなって思います」

　そう告げられ、ミソラもリコも何やら考えこむかのように一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした。それからはっと気を取り直し、

「え、えーっとそれはないわよ。あ、あたしとリコはホントに相あい性しよう悪いもんっ！　あたしってリコの傲ごう慢まんで上から目線なとこ嫌きらいだし」

「ふっ、それを言うならわたしもミソラの単純な思考が嫌いだ。この手の人間はものごとの真理を深く考えるということを知らないから、馬ば鹿かすぎて始末に負えない」

「なによっ！　あんたはいつも口だけで、すかした態度をとって結局何も行動しないじゃないのっ！」

「口で話すという行動に移しているだろう。実行するのは頭の悪いミソラの役目だ。女神なわたしは頭脳派だからな」

「～～～～～～っ！」

　ぐぬぬぬと奥歯を嚙かむミソラとふっとすかした態度のリコ。そんな二人を、いがみ合いさえしなければ凄すごく相性がいいかもしれないのにと思いながら、レクティはミソラがやりかけたシャンプーを自分でし始めていた。







　ベッドは二人分しか用意がなく、寝しん室しつではベッドを二つくっつけて、ミソラとリコの間に小柄なレクティを挟はさんで寝ねることにした。

「ねえ、リコ」

「なんだミソラ。明かりが眩まぶしくともわたしは読書をやめないぞ」

「そうじゃなくて……あのときのことよ。言いたいことはわかるでしょ」

「……あのとき髪を洗うと言いながら、ミソラがさりげなくレクティの体を愉たのしんでいたことか」

「～～～～～～～～～っ！　そんなことしてないわよっっっ！」

「冗じよう談だんだ、静かにしろ。レクティが目を覚ますぞ」

　ベッドサイドの明かりは確かに眩しい。リコはひとりだけ僅わずかな明かりの中、横になりながら読書をしていた。

　レクティはこの日の疲れが出たのか、微かすかな寝息とともに熟じゆく睡すいしていた。

　だからこそ、なのだろう。二人っきりだからこそ、ひっそりとした声でミソラはリコに尋たずねた。

「あのさ……あたしたちってホントに仲悪いわよね」

「……わたしはべつに好きでミソラといがみ合っているわけじゃないぞ」

「それはあたしだって同じよ。あんたとはもう少し距きよ離りを縮めたいとは思ってるわよ。ただ、あんたがあまりに常人からかけ離はなれた言動が多いから、戸と惑まどっちゃうだけで……。でも、嫌いなわけじゃないのよ。ねえリコ、聞いてるの？」

「わたしに──そっちの趣しゆ味みはないぞ」

「だから、あたしもそうじゃないって言ってるでしょうがっ！」

　そんなとき、ふとレクティの声。

「あのぅ、ミソラさん、リコさん（むにゃむにゃ）……喧嘩しちゃダメですよ（むにゃむにゃ）」

　ミソラとリコがはっとした表情を浮かべ、お互たがいに貌を見合わせた。

「ふふっ」「ふむ」

　二人とも何やら自然と笑い声が込み上げてきた。それからレクティの睡すい眠みんを妨さまたげないようになるべく静かな声で不敵に微笑ほほえみながら、

「あんたと一緒ならあたし、明日あしたも上う手まく行く気がしないわ」

「ふっ、その言葉そっくりそのままお返ししよう」

　その日はそれだけ言うと、リコは静かに明かりを落とした。

　でも、布ふ団とんをかぶりながらミソラは明日の再試験のことを思う。

　まったく、あの教官はなんでこんなわけわからない訓練させたのかしら……







　しかし、翌日Ｅ６０１小隊は再試験に合格することができた。もっとも四分五十八秒という制限時間ギリギリのタイムではあったが。

「これがチームワークってやつだろ」

　全くもって理由がわからないといった貌をしているミソラたちを小隊室に集めて、カナタははっきりと告げた。

「お前らは仲間でありながらまだ一いつ緒しよにいる時間が短いんだ。お互いを知って、同じ目標に向かって努力すれば、お前らのチカラなら合格できるんだよ」

　当たり前じゃねーか、というカナタの態度に戸惑うミソラたち。だが、褒ほめてもらったこと自体はうれしいらしく、

「ホントにギリギリってタイムだけど、まあまあ上手くやれたわよね」

「確かにあのタイムに及およびませんでしたけど、悪くない調子でしたよね……っ！」

「うむ。記録を更こう新しんできなかったことは心残りだが」

　などと口々に試験に合格したことを肯こう定てい的に捉とらえ始めた。

　現金な話である。

「そういえば、お前らどうしてそうまでして記録を更新したかったんだよ？」

　するとミソラたちは、うっと言葉に詰まり、貌かおを赤くして俯うつむいてしまった。それから体をやたらもじもじさせつつ、

「うぅ。あ、あのさ……なんていうかこの前の魔ま甲こう蟲ちゆう襲しゆう撃げき事件のときは何かとあんたに世話になったからさ、す、少しは恩返ししたいと思ったのよっ！」

「んっ？　それと新記録を出すことと何の関係があるんだよ？」

「あたしたちの小隊が新記録を出すことができれば、あんたの教官としての実力に少しは箔はくが付くでしょ。裏切り者裏切り者って馬鹿にされて、結局一番体張って頑がん張ばってたのに少しも評価されないじゃないの。それにこの前の出しゆつ撃げきのときはその……身を挺ていして庇かばってもらったりとかしたから……」

「ふっ、わたしがいたから、変キ異メ種ラを倒たおせたのだからな」

「あのぅ、カナタさん、メイドさんの件ではお世話になりました」

　しおらしく口にしてみせたミソラたちに、

「なんだそんなことか」

　カナタは大して気にする素振りを見せず、

「俺はべつに庇そっんたなことなんて気にしてねーよ。それに今回お前ら全員がよく頑張ったと評価してるぜ」

　その言葉にミソラたちがぱあっと貌を輝かがやかせる。

　どうやら彼女たちはそれぞれカナタに対し、借りを返したいと考えていたらしく、その手段がカナタの率いる自分たちの実力を周りに知らしめることだったらしい。

　試験合格と思いがけないカナタからの評価に喜びの笑貌を綻ほころばせ、お互いに成功を分かち合うミソラたち。どうやら昨日の共同生活を経て、若じやつ干かんではあるがお互いに対する理解を深めた様子だった。




　そんなこんなで全すべてが丸く収まろうとしていたとき、カナタがケロッと口にする。

「それにお前が破ろうとした記録は、三年前に俺が一人で出したタイムだからな。ちょっとやそっとで簡単に破れるほど生ぬるいタイムじゃねーよ」

　途と端たんに、ミソラたちの貌にすっと影かげが差した。

「い、いまなんて言ったの……っ!?」

「んっ？　昨日言わなかったか？　お前らが破ろうとした記録は、三年前にちょうどお前らと同じ歳としの頃ころ、俺が一人で叩たたき出した記録だって言ったと思うんだけど」

「「「言ってないわよっっっ！」」」

　ミソラたちがハモって口にする。

「じゃあ、あたしたち三人が協力して破ろうとした記録は、あんたがたった一人で叩き出した記録だったわけ……っ!?」

「ああ、そうだけど……」

「め、女め神がみなわたしがいたにもかかわらず、キミに及ばなかったということか……」

「だってお前らまだまだ未熟じゃんか」

「あ、あのっ!?　わ、わたしたち三人の実力が不足していたということですか……っ!?」

「ま、そういうことになるな」

「「「………………っっっ！」」」

　いらいらいらいら。さっきまで『ちょっと上手く纏まとまりかけていたムード』はどこへやら。ミソラたちはそれぞれ不満を口にし始める。

「ふんっ、ミソラが足を引っ張らなければ三人がかりでこの男に負ける可能性など微み塵じんもなかったのだが」

「ちょ！　いきなりなんてこと言うのよっ！　大体にしてリコが悪いんじゃないのっ！　狙そ撃げき系ならあの程度の標的一人で全部とっとと叩き落とせばよかったじゃない……っ!?」

「ふっ、それを考えたが射線をうろつくお邪じや魔ま虫がいたせいで撃うてなかった」

「こらリコっ！　あんた前衛レクテイになんて失礼なこと言うのよっ！」

「？　レクティではなく中衛ミソラに言ったんだが」

「う、うそ……っ!?」

「ひ、酷ひどいですミソラさんっ！　わ、わたしのことをそんなお邪魔虫だって思っていたんですね……っ！」

「ちょ、ちょっとっ！　さっきの台詞せりふはそういう意味じゃなくて──」

　こんな具合にあーでもない、こーでもないと口論が始まり……終しまいには例の如ごとくミソラとリコが責任の擦なすり合いと罵ののしり合いを始め、それをレクティがおろおろと心配そうに見守る始末。

　結局いつもどおり収拾がつかなくなった教え子たちを、カナタが苦笑いしながら眺ながめた。

「ま、半日程度の訓練じゃこの程度か」


（初出：ドラゴンマガジン２０１３年９月号）









　　　第二章　赤せき裸ら々らなアノニマスライター







　ま、まずいですよねっ!?　これはどうすれば……っ!?

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科一年Ａ組教室。

　そこには血の気のない貌で、一枚のチラシを眺める濃のう紺こん色のさらっとした髪かみに、エメラルドブルーの瞳ひとみの少女──ユーリ・フロストルの姿があった。

　まるで圧政に屈くつする市民のように、困こん窮きゆうした表情を浮うかべている。

　いまにも机に突つっ伏ぷしてしまいたいが、そういうわけにもいかない。ユーリはこのチラシを持って来てくれた先せん輩ぱいをおずおずと見やる。

「どうしたんですかユーリ？」

　そう返事をしたのは、短く整えられたブロンドの好青年──ロイド・オールウィンだ。

「ど、どうしたもこうしたもありませんよっ！　なんですかこれは……っ!?」

　と。ユーリが手に持つチラシを、ロイドに見せつける。そこにはデビュー作であり、出世作でもある『愛いとしのマイ・ティーチャー』で、いま《ミストガン》を賑にぎわせている作家のサイン会が告知されていた。

「なにってサイン会のチラシですよ。謎なぞの覆ふく面めん作家、ユリー・フローレンスの」

「だ、だから……誰だれがサイン会の許可を出したんですかっ!?」

　貌を真っ赤にしながら、ユーリは椅い子すから立ち上がり咎とがめる。

「ロ、ロイド先輩っ!?　プロデューサーだからって、あまり調子に乗らないでください」

「まあ、そう怒おこらなくてもいいじゃないですか。あんまり声をあげちゃうと、周りに気づかれますよ先生」

「うぅ……っ!?」

　ロイドに指し摘てきされ、ユーリは貌を歪ゆがめながら、椅子に座りなおした。

　そう。あろうことか、ユーリこそが百年に一人の逸いつ材ざいと称たたえられる新しん進しん気き鋭えいの作家──ユリー・フローレンスその人なのだ。

　では、なぜユーリが作家デビューすることになったかというと……そもそもの発ほつ端たんはＳ１２８小隊室に置きっぱなしの日記を、ロイドに発見されたことだった。日記には、ユーリの日々の出来事やカナタへの想いが綴つづられていた。それこそ毎月の小さな変化から、赤裸々な告白の結果まで、事細かにである。

　それをロイドがちょうど眼めを通し終えた頃、日記を小隊室に置き忘れたと気づいたユーリが戻もどってきたのだ。

　あの瞬しゆん間かんの、時間が、永遠に凍こおりついたかのような感覚は、いまも忘れられない。

　これは言い繕つくろいようがないと絶句し、立ち尽つくすユーリ。そんな彼女の前で、ロイドはこう言い放ったのだ。




　──これは面白い小説ですね。ちょうど知り合いが出版に携たずさわっていて、いい素材がないか探していたんです。ユーリ、これを僕にプロデュースさせてくれませんか？




　……予想外の展開。しかし、覚かく悟ごした最悪の事態は避さけられたため、ロイドを刺し激げきしないように承しよう諾だくの返事をしたのだが、事態はそれで解決には至らなかったのだ。

　なぜならロイドがプロデュースした『愛しのマイ・ティーチャー』は、《ミストガン》で大ブームに。いまや小説だけでなく、グッズやファンクラブなどでも侮あなどれない経済効果を生み出している。

　そうなると正体不明の恋れん愛あい小説家──ユリー・フローレンスの正体に大衆が興味を抱いだかないわけがない。自分がその恋愛小説家だということが発覚したら、周りはどんな眼で自分を見るだろうか？　──もしかしたら色ボケした残念な人と思われるかもしれない。大好きなカナタ先輩から「えっ!?　ユーリ、お前恋こ愛ん小な説の書いてんの……っ!?」などとどん引きされるようなことがあれば、眼も当てられないだろう。

　不安なユーリを励はげますかのように、ロイドが言う。

「ユーリの本は、これだけ《ミストガン》で愛されているんです。胸を張って、自じ慢まんできることですよ」

「ロ、ロイド先輩……っ！」

　ユーリが尊敬の眼まな差ざしを向けるが、

「それにいま《ミストガン》以外の浮ふ遊ゆう都市での出版も計画中です。僕がプロデュースしたことで印税の一部も頂いて、懐ふところも潤うるおっているところですし。このＷウＩイＮン・ＷウＩイＮンの関係をここで崩くずすのは勿もつ体たいないと思いませんか？」

「結局、お金じゃないですか……っ!?」

「まあ冗じよう談だんはさておき、物語も佳か境きように向けて、一層盛り上がりをみせているところです。ここでサイン会をすることで、最終巻への勢いをつけるのは、マーケティング戦略としても理に適かなっています。それに最終巻をどう描えがくかユーリも悩なやんでいるようですし、気分転てん換かんとでも思ってください」

「でも、覆面にしていたのには理由が……」

「知り合いに貌ばれするのを防ぐためですよね。もちろん特務小隊ロイヤルガードであるユーリが、立場を弁わきまえる必要があることは知っていますよ。でも、大だい丈じよう夫ぶです。僕に策があります」

　そう言ってユーリを落ち着かせるかのように、ロイドはふふっと微笑ほほえんできた。そんな笑顔を見やり、こういうことを言う人って、大たい抵ていロクでもないこと考えているような……と、ユーリは一いち抹まつの不安を覚えざるを得なかった。







　翌日。お昼休み。

　小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

「ふーん。覆面作家のサイン会があるのか」

　長身瘦そう軀くの少年──カナタ・エイジがつぶやいた。彼の手には、学園内で配布された告知チラシが握にぎられている。教きよう卓たくに座ったまま、カナタはそれに眼を通し、

「なんか有名な恋愛小説家みたいだな」

　おもむろにつぶやくと、教え子たちに尋たずねる。

「俺って恋愛小説とか興味ねーんだけど、ここまで宣伝されると気になるよな。誰か読んだことあるやつはいるか？」

　ぎくっ！　と身を強こわ張ばらせるユーリ。まさかカナタからこの話題が振ふられるとは、思っていなかったのだ。

　慎しん重ちようにユーリが仲間たちの様子を見守ると、

「ああ、それね。あたしのクラスの連中もみんな読んでるみたいね」

　艶つややかな紅あかく長い髪をした少女──ミソラ・ホイットテールが言った。

「でも、あたしはそういう流行に流されるのって嫌きらいなの。どうせお涙なみだ頂ちよう戴だいのベタな恋愛小説なんでしょ」

　ふぅ、ミソラさんは興味ないようですね。素っ気ない台詞せりふに、ユーリは一安心する。続いて、ビーナス像の現うつし身のような少女──リコ・フラメルがさっと後ろ髪を搔かきあげ、

「ふっ、女め神がみなわたしが子供っぽい恋愛小説など読むわけがないだろう」

　さも興味なさげに言った。

「あのぅ……恋愛小説も悪くないとは思いますけど。でも、それよりも訓練のほうが大事ですし」

「うぬ。娯ご楽らくに現うつつを抜ぬかすより先に、私には為なさねばならぬことがあります」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハと、月の光を集めたかのように輝かがやく銀色の髪をした少女──ブレア・アイゼナッハが言った。

　学園内は、覆面作家のサイン会の話題で持ちきりだが、Ｅ６０１小隊に限ってはそうでもないらしい。

「ふーん。みんな興味ないんだな。けっこう有名っぽいのに……」

　どこか浮かない表情で、カナタが言った。ひょっとしたら、流行に疎うとい教え子たちを心配しているのかもしれない。

　そんな中で、ユーリは人知れず胸を撫なでおろす。

　ふぅ、この分なら大丈夫そうですね。

　今週末にある、三連続トリプルヘツダーのサイン会。それに周りの仲間たちが全く興味を示していないことに、ユーリは一安心した。







　週末。サイン会一回目。トランス書店。

「さてと、準備は万ばん端たんですね」

　サイン会の為ために、販はん促そくポスターやらお花やらで飾かざり付けられた部屋にいるユーリに、ロイドが声をかけてきた。

　どうやら覆面作家のサイン会ということもあり、大勢の前に姿を晒さらすのではなく、ファンを一人ずつ個室に案内することで、特別感を出すらしい。

　しかし、それではユリー・フローレンスの正体は隠かくせない。そのために、ロイドが取った措そ置ちはというと……ユーリを変装させ、印象をがらっと変えさせることだ。

　さらっとした濃紺色の髪はムースで撫でつけひとまとめに、服装はきりっとした黒のジャケットと黒のミニスカート。貌には薄うす化げ粧しようにグロスが塗ぬられた唇くちびる、理知的な印象を与あたえるダークフレームのオーバル眼鏡めがねがかけられ、ユーリは一気に垢あか抜ぬけ、仕事のできる大人のお姉さんといった印象を振りまいていた。

「あの……身を隠せるのはうれしいですが、な、なぜこのような恰かつ好こうを……？」

　きりっとした恰好に戸と惑まどうユーリが尋ねた。

「ユーリは容姿を誤ご魔ま化かさないといけないでしょう。だから、変装すべきと考えたんです」

「そのこととこの恰好とどういった関係が……っ!?」

「おやおや、ユーリは淑しゆく女じよに憧あこがれていたのでしょう。いまのユーリは、充じゆう分ぶん大人の女性ですよ」

「でもこんな恰好をしていては、学生主体の《ミストガン》では目立ち過ぎでは。さっきもお店に居た人たちみんながわたしに注目を……」

「ええ。注目していましたね。ですが、誰も相手がユーリだとは気づきません。もし特務で貌が売れているユーリに気づいていたら、なぜそんな恰好をしているのか声をかけられているはずでしょう。サイン会という本番前に身み発バ覚レしないことを確かめられ、しかもユーリの淑女らしさを引き立てることに成功しているわけです」

「そ、そういえばそうですね……っ!?」

　ああ、ロイド先せん輩ぱいなりに考えてくれたんだ、などとユーリが見直しかけたそのとき、

「それにです。ユーリに変装を任せて、幼児センス丸出しの衣い装しようを選ばれては、ファンの方が失望してしまいますからね。プロデューサーとして瑞みず々みずしい恋愛小説から連想される、ユリー・フローレンス先生のイメージを崩すわけにはいきません。お金がかかっていますから」

「えっ!?　せっかく納なつ得とくしかけたのに、結局理由はそれだったんですか……っ!?」

　この先輩、ある意味カナタ先輩より厄やつ介かいな性格してるんですよね、とユーリは再さい認にん識しきする。なにかというとこう笑顔で皮肉を返したり、一見温おん厚こうそうに見えてやることは実は冷れい酷こくだったりと、とにかく人を喰くったような先輩なのだ。

「さて。では人を通しますよ」

　苦境に陥おちいっているユーリに、ロイドが笑みを浮うかべて言い放った。




　そしてユリー・フローレンスのサイン会が始まる。

「はい、どうぞ」

「あ、ありがとうございます……っ！」

　初めて出会うユーリに大興奮といった様子でお辞じ儀ぎし、ファンの一人が退室していく。これで十人目。初めてのサイン会ということで緊きん張ちようしていたが、思ったほどでもない。というのもペンネームで活動し、しかも大人の女性を装よそおっているせいか、誰だれも自分をユーリ・フロストルだとは疑わないのである。

　これはこれで正解だったかも、とユーリが余よ裕ゆうを取り戻もどしかけた頃ころ、最初のトラブルが襲おそいかかってきた。

「その……し、失礼します」

　ロイドが開けたドアからの入室者を見やり、ユーリの表情が凍りつく。

「た、たまたま通りかかったんですけど、フローレンス先生のファンなんです。イメージ通りのステキな女性で感激です！　サ、サインしてもらってもいいですか……っ!?」

　あろうことか、入室して来たのがユーリの顔見知りだったのだ。

　ユーリの視線の先には、どこか恥はずかしさを覚えながらもこちらへ近づいてくるミソラ・ホイットテールの姿があった。

「な、なぜミソラさんがこんなところに……っ!?」

「えっ!?　ど、どうしてあたしの名前をご存じなんですか……っ!?」

　はっ!?　し、しまった……っ!?　思わず尋ねてしまったことを後こう悔かいするユーリ。ミソラは一いつ瞬しゆんきょとんとしたあと、じーっとこちらを注視してきた。

　間ま違ちがっても、これ以上ミソラさんに、自分を注視させるわけにはいかない。

　ここで自分の正体が発バ覚レれば、身の破は滅めつを意味するからだ。

　ユーリはぎりぎりで冷静になり、場を誤魔化そうとする。

「その……Ｅ６０１小隊の方々の活かつ躍やくは有名ですから」

「えっ、そうだったんですか」

　有名ですからと煽おだてられ、気をよくするミソラ。

　ふぅ、ミソラさんが単純な人でよかった、とユーリは安心しかけるが──

「なんだかフローレンス先生の雰ふん囲い気きとか声とかが、よく知っている先輩に似てて、親近感が湧わいちゃいました。もしかしてフローレンス先生には妹さんがいて、その人があたしの先輩なんじゃないかって」

　ぎくり……っ!?　額から脂あぶら汗あせを流しながら、ユーリの表情が凍こおりつく。彼女はそのまま助けを求めるかのように、プロデューサーであるロイドへ視線を向けた。作家とプロデューサーは運命共同体。こういうときは、フォローを入れてくれるものなのだが、ロイドはぷぷぷと笑いを堪こらえるので必死だ。
















「い、いえっ!?　わ、わたしは一人っ子ですから妹なんていませんよ……っ!?」

　上うわ擦ずった声を漏もらしながら、ユーリは慌あわてて話題を変える。

「それで、サインでしたね。たまたま通りかかったとのことですが、なにかサインするものはありますか？」

「こ、これでお願いします……っ！」

　そう言って、ミソラが鞄かばんから取り出してみせたのは、真っ白な手帳だ。右下に金色の筆記体で、ユリー・フローレンスと綴つづられている。

　その手帳を見て、ユーリの表情が一変する。あろうことか、そこにあったのは、毎月七〇〇クーナの会費を払はらうことで加入できる、ユリー・フローレンスファンクラブ限定の、サイン入り手帳だったのだ。

　むろん、ファンクラブを立ち上げたのは、ロイドである。たしか立ち上げに際し「お馬ば鹿かなファンから会費と称しようして毎月お金を巻き上げるシステムです、素す晴ばらしいですよね」と目を輝かせて言っていた。

「た、たまたま通りかかったついでに、ここに『ミソラちゃんへ』と書いてもらえますか？」

　ぜ、絶対たまたまじゃないですよね……っ!?

　小隊室でサイン会が話題になった際は、如い何かにも興味なさげだったが。じつはかなりの隠れファンだったらしい。

　傍かたわらでやり取りを見守っていたロイドが、ミソラに声をかける。

「この手帳、シリアル一ひと桁けた台じゃないですか。これ、発売前から長ちよう蛇だの列ができて、入手難易度Ａクラスの代しろ物ものですよ」

「ま、まあ。友達からたまたまもらったんです！」

　ですから、たまたまなわけないじゃないですかっ!?　というか、もらったというのも噓うそですよね……っ!?　あくまで偶ぐう然ぜんを装う熱ねつ烈れつなファンを見やり、ユーリが内心でつっこんだ。

　ふとロイドが尋たずねる。

「そういえば、いつ頃ごろからこちらの本をご覧になっているんですか？」

「一巻が発売されたあと、書店でそのポップを見かけて手に取ったのがきっかけです。それ以来この本のファンになりました」

　ミソラがユーリの机の上に置いてある、とあるポップを指さした。

　そこには、丸い貌からなぜか異様に短い手足が生えた頭とう足そく人じんに、でたらめに筆を動かした黒くろ髪かみが描えがかれていた。幼よう稚ち園えん児じがクレヨンを使って初めて人間を描いたらこうなるであろう貧ひん相そうなイラストは、黒髪という一点から察するにおそらく『愛いとしのマイ・ティーチャー』の登場人物カーター先輩だ。そしてそのイラストからは吹ふき出しが伸のび『面おも白しろいよ』と素っ気ないコメントが書かれていた。

　えっ!?　こ、こんなしょぼいポップで手に取ってくれたんですか……っ!?　愕がく然ぜんとするユーリの前で、ミソラが熱烈に語りだす。

「普ふ段だんは読書なんてしないんですけど、この本だけは発売当初からファンになってるんですっ！　もちろん恥ずかしいから、みんなには内ない緒しよなんですけど。でも──」

　ロイド先輩、はやく次の人に交代してください。そう思いながら、ユーリがアイコンタクトを取る。するとロイドはこくりと頷うなずき、

「そういえば、ミソラさん。この小説どうですか？　面白いですか？」

　うわっ、作者の前でなんてこと訊きくんですか……っ!?　と戸惑うユーリの前で、

「はい、面白いです」

　ミソラが即そく答とうした。

　なんだかこっ恥ぱずかしくも、温かい気持ちになるユーリ。そんなほっこりした想おもいに駆かられていると、

「主人公の少女と相手役の行動が、あたしのよく知っている先輩と教官に似ていて……」

　ひゃうん……っ!?　と冷ひや汗あせを流すユーリの前で、ミソラが陳ちん列れつ中の『愛しのマイ・ティーチャー』の最新刊を手に取り、

「特にここのシーンなんですけど。ほら、ここで主人公の少女が気絶して、教官に教え子が暮らす寮りようの一室に運ばれて、裸はだかで目覚めるっていうシーンあるじゃないですか。ここのシーンなんて、フローレンス先生に似ているっていう、さっき言った先輩にそっくりなんです」

「そ、そうなんですか……っ!?」

「はい。気を失っているところを、あたしと仲間で看病してあげたっていうのに……眼を覚ましたとたん、枕まくら元もとに置いてあった魔ま双そう剣けんでいきなり襲いかかってきて。まったく普段は真ま面じ目めそうな人に限って、なにをしでかすかわからない典型例みたいで……痛っ！　な、なにするんですか……っ!?」

「収束ストラ魔イクブ砲ラスターで自宅を砲ほう撃げきした人に言われたくはありませんっ！」

　サイン済みの手帳で、ユーリはミソラの頭を思わずぱたんと叩たたいてしまった。

「えっ!?　ど、どうしてそのことを……っ!?」

　額を押さえながら、ミソラが怪け訝げんそうに尋ねてきた。

　さすがにこれ以上はぼろが出る、とロイドは判断したのだろう。「そろそろ時間です」と告げ、ミソラに退室を促うながす。ミソラはまだ心残りがある表情を浮かべたが、すぐに気を取り直し、

「憧あこがれのフローレンス先生にお会いできて光栄でした。応おう援えんしてます、頑がん張ばってください」

　幸せそうに手を握にぎってくるミソラを見て、ユーリは複雑な表情を浮かべていた。







　三番区。大通り。

「はははっ、なかなかのサプライズでしたね」

　笑い上戸のつぼに入ったロイドが気分よさそうに声をかけてくる。一回目のサイン会が終わってから、彼はずっとこんな調子だった。

　ことあるごとに、ミソラとのやり取りに触ふれてくるのだ。

「『なかなかのサプライズでしたね』じゃありません。もう少しでわたしの正体が発バ覚レるところだったんですよっ！」

「まあ。いいじゃないですか。それにしてもミソラさんは面白いことを言ってくれましたね」

「？　なんのことですか？」

「『主人公の少女と相手役の行動が、あたしのよく知っている先せん輩ぱいと教官に似ていて……』」

「ロ、ロイド先輩っ!?　な、なんてことを言うんですか……っ!?」

　ロイドの声に被かぶせ、裏返った声で取り乱すユーリ。そのあと彼女は、ロイドを睨にらみつける。しかし、ロイドはまるで意に介かいさず、

「おや、なにか気に障さわることがありましたか？」

「な、なにもありませんよっ！」

「何もないなら、そんなに慌てる必要はありませんよね」

「わ、わかってて言ってるくせに……」

　穏おだやかそうで抜ぬけ目のない先輩を前に、ユーリは些さ細さいな反撃すら叶かなわなかった。

　ユーリとカナタの仲が険悪になると、なにかにつけてフォローに入るのがロイドである。ユーリの扱あつかいは、充じゆう分ぶんに心得ているのだ。

「さて、ルナティック書店に着きましたよ。では先生、サイン会の準備をお願いします」

　一回目のサイン会同様、販はん促そくポスターやらお花やらで飾かざられた個室へ案内されるユーリ。ロイドの仕切りのもとで、この日二回目のサイン会が始まり、順調に進行していた。

　ふぅ、今回は無難にやりすごせそうですね。

　一度経験してしまえば、あとは慣れだ。人から注目されるのはあまり得意な方ではないが、ユーリはもう問題なくいけると実感していた。

　しかし。そんな彼女のもとへ、第二のトラブルが襲おそい来る。

「では、次の方。どうぞ」

　ロイドが案内し、二人の女の子が一いつ緒しよに入室してくる。このサイン会は本来なら一人ずつの予定だが、二人一緒に入ってくるなんて相当仲のいい友達なんだな、とユーリは思う。

　そんな吞のん気きな心構えだったからか。入室してきた相手の貌かおを確かめたとき、ユーリの表情がさっと凍りついた。

「あ、あのぅ……」

「うぬ。サインをお願いしてもよろしいでしょうか？」

　なんとあろうことか。そこにいたのは、Ｅ６０１小隊の前衛である魔双剣士の二人組だったのだ。

「えっ！　レ、レクティさんにブレアさんっ!?　な、なぜこんなところに……っ!?」

「そ、そのぅ……わ、わたしたちの名前をご存じなんですか？」

「なんとっ!?　作家の想像力とは、初見の相手の名前すら見み抜ぬいてみせるのか……っ!?」

　そ、想像力とか関係ないですしっ!?　というか、お二人とも興味がないはずでは……っ!?

　慌てて口を手で押さえるユーリを、しげしげと覗のぞき込む二人組。ブレアは尊敬の眼まな差ざしだが、レクティの眼差しは不ふ審しん者しやへ向けるそれだった。

「あ、あのぅ……どこかでお会いしたことがありましたか？　フローレンス先生のような素敵な大人の女性は《ミストガン》に滅めつ多たにいないので、忘れるわけがないとは思うんですが」

「えっ!?　そ、その……は、初めてだと思いますよ……っ!?」

　この恰かつ好こう、ずいぶんとウケがいいみたいですね。ってそうじゃなくて……ま、まずいっ!?　わ、話題を変えなければ……っ!?　ユーリが、慌てて口を開く。

「そ、そういえば、お二人はこちらをいつ頃からご覧になっているんですか？」

　小隊室で訊かれたときは、二人とも興味がない趣しゆ旨しの発言をしていたが、

「そ、そのぅ……書店にあるポップが眼めについて、普段は読書なんてしないんですけど」

「うぬ。そのポップのお陰かげで、この本だけは発売当初からファンなのだっ！　もちろん、恥はずかしいから皆みんなには内緒だがな」

　そう言って、二人はユーリの机の脇わきに置いてある、ポップを見やる。そこにはトランス書店で見た、幼稚園児が描いたような黒髪の頭足人が『面白いよ』と吹き出し付きのコメントで語っていた。

　う、うそっ!?　流は行やってるんですか、この絵心が感じられないポップ……っ!?　正体不明のポップにユーリが戸と惑まどう中、ロイドが話を進める。

「それで先生のサインですが、どこにしたらいいでしょうか？」

　すると、レクティとブレアはお互たがいに貌を見合わせこくりと頷くと、二人同時に、イラストが描かれたハンカチを差し出した。

「「ここにお願いしますっ！」」

　ハンカチには『愛しのマイ・ティーチャー』の一巻の出会いのシーン──弾はじかれた武器にぶつかりそうになる新入生で主人公の少女を庇かばう、魔砲剣を握った少年の姿がプリントされていた。むろん、このハンカチもファンクラブ会員限定の代しろ物ものである。

「ははは、ずいぶんと熱心なファンみたいですね」

　絶句するユーリに代わり、ロイドが尋ねる。

「それでお二人は、この小説のどんなところを気に入ってるんですか？」

「そのぅ……あのぅ……」

「うぬ。やはりあれだな──」

　レクティとブレアが同時に口を開く。

「「登場人物がよく知っている教官と先輩にそっくりなんです」」

　ネ、ネタバレキターーーっ!?　ユーリの貌が青くなる。

　レクティとブレアは陳列中の『愛しのマイ・ティーチャー』の最新刊を手に取り、

「この意中の相手に、積極的にアピールするところなんてそっくりですよね」

「うぬ。律りち義ぎで真ま面じ目めな尊敬できる先輩なのだが、好きな異性に対するアピールが報むくわれんのだ。この前もこの小説に書いてあるのと同様、手作りのお菓か子しで教官と親しい関係になろうとしたが、失敗していたな」

　そ、それは……と、心当たりがあるユーリが表情を曇くもらせる。じつはこれまでに何度かカナタへ恋の攻撃ラブ・アタツクをしかけていたのだ。特に先月なんて、小説に書いてある通りの方法で勝負をしようとしたのだが、結果を出せずにいた。

　というのもなぜだか知らないが、ユーリが少し席を外した隙すきに、小隊室に置いてあった特製チョコチップクッキーがなくなっていたからである。その日の為ために丁てい寧ねいに焼いたクッキーだったが、どこを探しても見当たらず、結局不発に終わっていた。

「まあ。そうなった原因は、私たちなのだがな」

　過去を振ふり返り、意気消しよう沈ちんするユーリの前で、ブレアが堂々と述べる。

「うぬ。ユーリ先輩のチョコチップクッキーを食べたのは、私なのだ」

「そのぅ……わたしもユーリさんの味を盗ぬすもうと一口……。食べたあと、カナタさんへの感謝の言葉が綴つづられたメッセージカードを見つけたときは戸惑いました」

　えっ!?　ブレアさんとレクティさんが犯人だったんですか……っ!?

「そうだったんですか。それはそれは、面白いことをしましたね」

　傍かたわらで聞くロイドがそう言ったあと、押し殺した笑い声を漏もらす。むっとしたユーリは、とりあえずレクティとブレアに一発ずつデコピンをお見み舞まいすることにした。







　三番区。大通り。

「はあー。なんだかわたし、自信がなくなってきました」

「そうですか。僕はすごく愉たのしくなってきました」

　落らく胆たんするユーリの傍らでは、ロイドが二回目のサイン会を思い出して、再び腹を抱かかえていた。あのあとレクティとブレアは、憧れのフローレンス先生からなぜデコピンされたかわからないまま、怪訝そうな貌で退室していた。

「ロイド先輩。先輩は他ひ人と事ごとだからそんなことが言えるんです」

「当たり前です。他人事じゃないと笑えるわけないじゃないですか」

「ひ、ひどいっ!?　いまさらっとすごくひどいことを言いましたね……っ!?」

「そんなに騒さわがなくても、どうせ次もロクでもない運命が待っていますよ」

「えっ!?　なんですかその悟さとりきっちゃった感じは……っ!?」

　でも、こういうときのロイド先輩の直感はよく当たるんですよね。クロエに聞いた話では、空戦武踏祭エリアルソードの学内選せん抜ばつ戦の直後にあった魔ま甲こう蟲ちゆうの襲しゆう撃げきを、ロイドは予想していた節があるらしい。

「さて、次の書店はここ、『ソフィアテス』ですね」

「ずいぶんとお堅かたい本ばかり置いてある書店ですね」

　店内を見み渡わたし、ユーリが言う。書しよ架かを見る限り、学術書や研究書が中心のラインナップで、漫まん画がやファッション誌などのエンタメ関係は控ひかえめだ。

　ここなら、誰だれも知り合いに会うことはないかも。

　なにせＥ６０１小隊の仲間は、ユーリ以外は全員予科二年生。あまりお堅い店には近づかないはずだ。

　そもそも、残りの一人は自分以外に興味はなく……流れ的にあまり当てにはならないが、いちおう『愛しのマイ・ティーチャー』にも興味ない素そ振ぶりをしていたはずである。

　例の如ごとくポスターとお花で飾られた部屋に入り、ユーリが席に着く。

「では、サイン会を始めます」

　ロイドの仕切りで、フローレンス先生を一目見る為に集まったファンとの交流が始まる。次々と個室に入ってくるファンと挨あい拶さつをするユーリ。

　よしよし、この調子なら……と安心しかけたそのとき、室内に入ってきた人物を見て、ユーリの表情は一気に氷点下まで凍こおりつく。もはや凍とう死ししてもおかしくないレベルの表情を浮うかべるユーリの視線の先に居たのは、自じ称しよう女め神がみの少女だった。

「ふっ、女神なわたしに惚ほれるなよ」

　な、ななな、なんでリコさんがここにーーーっ!?　正直、もう叫さけび出したいレベルである。

「むっ、キミは……」

　ユーリの姿に気づき、リコが黒曜石のような瞳ひとみで、しげしげと貌を覗き込んでくる。その瞳は、まるで怪かい盗とうの変装を見破る名探たん偵ていのそれだ。

　こちらを見やるリコが、ふっと鼻で笑い、口の端はをつりあげた。

　ば、発バ覚レたーーっ!?　とユーリは内心で戦せん々せん恐きよう々きようとするが、

「まあ他人の空似だろうな。あのお子様嗜し好こうのユーリが、大人の女性に化けられるとは思えないし」

　う、うそっ!?　ば、発バ覚レてないっ!?　っていうかわたしは普ふ段だん、リコさんからそんなにお子様嗜好だと思われていたんですか……っ!?　仲のいい友人からの評価に、ユーリは愕がく然ぜんとする。

　そんなとき、リコがからかってくる。

「ほら、わたしのサインが欲ほしいのだろう。どこにしてほしい？　なんならいまキミが持っている本にでもしてやろうか？」

「……いりませんよ。見たところあなたは予科生のようですが、こういうお堅い本屋のサイン会に来たのはどうしてですか？」

「ふっ、知らないのか？　わたしはこういう高度な書しよ籍せきが置いてある本屋が好みなんだ」

　このときになってユーリは、そういえばリコが哲てつ学がく書を普段から読んでいることを思い出す。

　と。特別任務を通じてリコと顔見知りのロイドが口を挟はさむ。

「そういえばリコさん、ですよね。リコさんは、こちらの小説をいつからご覧になっているんですか？」

　そう。そもそもリコは、恋れん愛あい小説などに興味ない素振りだった。しかし、リコはふっと鼻で笑って、そんなことも知らないのか？　とでも言うように、

「書店にあるポップが眼についてな。普段は恋愛小説など読まないが、この本だけは発売当初からファンとして追い続けてやっている」

　そう言ってリコは、ユーリの机の脇に置いてあるポップを見やる。そこには、幼よう稚ち園えん児じが描えがいたような黒くろ髪かみの頭足人が『面おも白しろいよ』と吹ふき出し付きのコメントで語っていた。

　またまたこのポップキターーーっ!?　もう、なんですかそのポップっ!?　この絵心のなさと素っ気ないコメントのどこに魅み力りよくが……っ!?

　ミステリアスなポップに大混乱のユーリ。そんな中で、リコが陳ちん列れつ中の『愛いとしのマイ・ティーチャー』の最新刊を手に取り、

「そういえばこの本に出てくる登場人物だが、わたしのよく知っている教官と先せん輩ぱいによく似ているな」

　ぎく……っ!?　とするユーリに向かって、リコが悠ゆう々ゆうと言い放つ。

「特にこの巻の最後。意中の相手に告白するシーンなど、わたしのよく知る先輩にそっくりだ」

「それは気になりますね。どんな先輩なんですか？」

　穏おだやかに、だがしらじらしくロイドが尋たずねた。すると、リコがとんでもないことを口にする。

「この巻の最後に書いてある通り、ホールケーキのチョコに『あなたのことが好きです。付き合ってください』などと告白して、教官にレズ疑ぎ惑わくを持たれた間ま抜ぬけな先輩だ。しかも驚おどろくべきことに、こと恋愛面では奥手さと幼よう稚ちさが常に空回りを引き起こす。過日教官とプールに行ったときなど、にゃんこたんという幼児ものの水着を纏まとい、教官だけでなく競争相手の他の女の子からも気を遣つかわれる始末だった」

　その直後、ロイドが腹を抱えて笑い出す。一方でユーリは貌かおを紅あかく染め上げ、所在なさげに俯うつむいていた。

「ユリー・フローレンスと雰ふん囲い気きは似ているが、年ねん齢れい不相応の幼児的センスを持つ先輩で、他にも幾いくつか失敗を──痛っ!?　め、女神なわたしの頭を叩たたくとはどういうつもりだ……っ!?」

「わかりません。詳くわしくはわかりませんが、リコさん。あなたは、もう少しその先輩を敬ったほうがいいと思いました」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませて、ユーリが𠮟しかりつけていた。







　波は乱らん万ばん丈じようのサイン会から一週間後。

　小隊棟とう。Ｓ１２８小隊室。

「どうしたんですか先生？　手が止まったままですよ」

　さきほどからじーっとパソコンを睨にらみつけ、まるで電池でも切れたかのように身動きしないユーリへ、ロイドが声をかけてきた。

　静かに首を回し、ユーリがやややつれたように言う。

「ロイド先輩。先生はやめてくださいと何度も言ったはずです」

「じゃあ、どうしたんですかユーリ？」

「じつはその……続きが書けないんです」

　まるで覇は気きに欠けた口調で、ユーリが言った。

「サイン会でミソラさんたちと出くわしたときにも指し摘てきされたことなんですが、これはわたしとある人の関係を描いたものなんです。それをベースに書いたものなんですが。この続きが……」

　主人公の少女が、憧あこがれの先輩に告白したのが最終巻前の引き。告白の方法は、かつてユーリがした通り、ホールケーキのチョコにメッセージを書くという手法だ。ここで意中の男性に誤解され、告白は失敗するのだが……そのあと、どういう展開にすべきなのか。

　わたしとカナタ先輩の関係は、どうすれば上う手まくいくのか？　その答えが出ないからこそ、こうして最終巻を前に身動きできずにいる。

「ここだけの話なんですが、わたしはある人への告白が失敗……といっても振られたわけではありませんが、とにかく上手くいかなくて。それ以来、もう一度告白する勇気も湧わいてこなくて……」

　チカラなく言うユーリの胸中を汲くみ取ったか、ロイドが珍めずらしく表情を引き締しめる。人を喰くったような性格のロイドだが、これでもユーリのフォロー役に回ることが多い彼だ。落ちこんだ仲間への対応には、眼を瞠みはるものがある。

「うーん。特務小隊ロイヤルガードでしっかり者のユーリでも、上手くいかないなんて、相当厄やつ介かいな相手なんですね。でも、それなら……せっかくですから小説を通じて、想おもいを伝えてみたらどうですか？」

「？　どういう意味ですか？」

「この小説は、《ミストガン》でも相当有名な小説です。ユーリの意中の人もきっとこれを読んでくれますよ。だから、この小説を通じてもう一度告白するんです」

「小説を通じてもう一度告白……？」

「ええ。自分の想いを、文章にして心のままに描く。そうすれば、きっとユーリの想いも通じるはずです」

　その言葉を聞き、ユーリの手が徐じよ々じよにキーボードを叩き始めた。







　それから数日後。アルテミア寮りよう。

「カナタ、少しいいですか？」

　男子寮の廊ろう下かで声をかけられ、カナタはロイドに向き直る。ロイドの手には、白い紙かみ袋ぶくろが提さげられていた。

「なんだよロイド？　妙みようにあらたまった態度だな」

「ええ、じつはカナタに折り入って頼たのみがあるんです」

「頼み？　金貸してとかなら断るぞ？」

「そんなけったいな頼みじゃありませんよ。それに懐ふところなら充じゆう分ぶんに潤うるおっていますし」

　最近ロイドの金回りがよくなっていることは、カナタもよく知っていた。この前も小さな頼みを引き受けたお礼に、夕飯を三回もご馳ち走そうしてくれたのだ。

「それで頼みの件なんですが、これを読んでくれませんか？」

　そう言ってロイドは、白い紙袋の中から一冊の本を取りだし、カナタに手て渡わたす。その本は《ミストガン》で最終巻が切望されているシリーズだ。

「んっ、まだ発売になってないだろこれ。しかもこれを、ただ読むだけでいいのか？」

「ええ、ぜひこれをカナタに読んでほしいんです」

　そう言ってロイドは下心のない笑みを浮かべ、カナタに言った。

「特にクライマックスがいいできなんです。愉たのしみにしていてください」







　最終巻の発売当日。

　昼休み。小隊棟。Ｅ６０１小隊室。

「お疲つかれさまです」

　入室したユーリが挨拶をしながら、小隊室の中を見み渡わたす。まだミソラたちの姿はなく、教きよう卓たくに読書中のカナタがいるだけだった。

「へえー、カナタ先輩が読書してるなんて珍しいですね。いったいなにを読んでいるんですか？」

「なにって……『愛しのマイ・ティーチャー』の最終巻だけど」

「い、『愛しのマイ・ティーチャー』……っ!?」

　カナタの手にある本の背表紙を確かめ、ユーリが声を荒あらげる。

「えっ!?　ど、どうしてその本を持っているんですかっ!?　興味がなかったんじゃないんですか……っ!?」

「じつはこの本をプロデュースしてるのがロイドで、ぜひこれを読んでほしいってお願いされたんだよ」

「ロ、ロイド先輩がそんなことを……っ!?」

　うわー、あの先輩、いったいなんてことをっ!?　ロイドの意図を測りかね、混乱するユーリ。次に彼女がしたのは、とりあえずカナタから現品を押収することだった。

「ダ、ダメですよっ!?　それは眼めに毒です……っ!?」

「なんでお前が決めるんだよ？　っていうか眼に毒って……お前もう最終巻を読み終えたの？　恋愛小説って興味なかったんじゃねーの？」

「えっ!?　じ、じつは……ほんのちょっとだけ興味があって……」

「なら俺も読んだっていいだろ。本当は俺も少し興味あるし、これが最終巻なんだからさ」

「それならいいんですが……」

　慌あわててカナタから本を奪うばおうとしたユーリが手を止めた。最終巻を読んでいるということは、それまでの既き刊かん全すべてを読んでくれたことを意味するのだ。

　す、すごい熱心なファンじゃないですかっ!?　驚き半分、恥はずかし半分のユーリ。そのとき、ちょうどカナタが最終巻をぱたんと音を立てて閉じた。どうやら最後まで読み終えたらしい。

　読後の充じゆう実じつ感を味わうカナタに、ユーリが声をかける。

「その……カナタ先輩はいつから『愛しのマイ・ティーチャー』をご覧になっていたんですか？」

「うーん、ロイドから一巻を読んでほしいってお願いされたときからかな。恋れん愛あい小説なんて初めて読んだけど、キャラクターが生き生きしていて面白かったし、ヒロインのユリーは一いつ生しよう懸けん命めいで好感が持てるよ」

　ロ、ロイド先輩がそんなことをしてくれるなんて……。ロイドがそうした意図をわからぬほど、ユーリは愚おろかではない。ロイド先輩、ありがとうございます！　いままでいじられた分を帳消しにして、ユーリは胸中で感謝する。

　そのとき、カナタがふとつぶやいた。

「それにしてもまさか、この本がこんなに流行ブレイクするなんてな」

「？　どういう意味ですか？」

「ここだけの話なんだけどな、これの一巻ができたときの販はん促そく用のポップを作ったのは俺なんだよ」

　えっ!?　販促用のポップっ!?　ひょ、ひょっとして、カナタ先輩があのポップ作ってたんですか……っ!?

　絵心を感じさせぬ黒くろ髪かみの頭足人のポップを思い出し、ユーリが呆あつ気けに取られる。

　そういえば、カナタ先せん輩ぱいって昔から絵は下手くそだったような。コメントが投げやりに思えたのは、素すだったようですね……

　いまにして思えば、サイン会の告知があった日に、カナタがミソラたちに『愛いとしのマイ・ティーチャー』について話題を振ふっていたのは、自分が関かかわった作品の反応を知りたかったからかもしれない。

「ロイドに頼まれて引き受けたのはいいけど、ポップなんて描かいたことないし、そもそも恋愛小説なんて読んだの初めてだから、登場人物の似顔絵と、素直な感想を書いたんだ。これ、ミソラたちには内ない緒しよな」

　つ・ま・りだ。結局、Ｅ６０１小隊の関係者全員が、『愛しのマイ・ティーチャー』を知っていながら、知らんぷりをしていたのだ。

　な、なんてめんどうくさい人たちなんだろう。いまだ作者であることを隠いん蔽ぺい中のユーリが呆あきれる。

「そういやさユーリ」

「？　なんですか？」

「このシーンなんだけど……」

　そう言ってカナタが最終巻を開いて、とあるシーン（挿さし絵えつき）をユーリに見せつけてくる。

　うわわわわっ!?　そ、そのシーンは……っ!?　内心で驚きよう愕がくするユーリの眼には、自分が苦労して書きあげた、クライマックスが描かれていた。




　　　　※※※





　はあー、せっかくケーキで告白しようとしたのにレズと誤解されるなんて……

　どうしたらと思うユリーは、カーター先輩の友人であるロードに相談した。するとロードは冗じよう談だん交じりにこう言ったのだ。自分の想いを、文章にして心のままに描く。そうすれば、きっとユリーの想いも通じるはずです。

　だからこそ、ユリーはカーター先輩を呼び出し、屋上で手紙を渡わたすことにしたのだ。




　──カーター先輩。じつはわたしが想いを伝えたかったのは、小隊の仲間ではなく、教官であるカーター先輩だったんです。ですからいまこの場で、あらためて想いを伝えさせてください。カーター先輩、わたしと付き合ってくださいっ！




「ユリー、お前本当に……」

「ええ。本当は小隊の仲間ではなく、わたしはカーター先輩にケーキを渡したかったんです……っ！」

「そうか。いままでお前の想いを汲んでやれなくて、すまなかったな」

　ユリーが真まっ直すぐな瞳ひとみで見つめる。するとカーターは真っ直ぐに見つめ返し、こう言い放ったのだ。

「うん、わかった。じゃあ付き合おう」

「えっ!?　ほ、本当にいいんですか……っ!?」

「ああ。俺はお前を一生、幸せにしてみせるよ」

　そう言って、カーターはユリーに近づき、そっと肩かたを抱だき寄せる。そのまま目と鼻の距きよ離りへと両者は貌かおを近づけ、二人は愛の契ちぎりを結むすんだのだった。


ｆｉｎ








　　　　※※※




「こ、こここ、このシーンがどうかしたんですか……っ!?」

　一いつ瞬しゆんで貌が上気し、心臓の鼓こ動どうが高まったユーリが尋たずねる。まさかカナタに、このシーンを見せつけられるとは思いもよらなかったのだ。

「なあユーリ。前巻の引きのシーンってさ、お前が新入隊員としてＥ６０１小隊に入隊してきたときと同じだよな。そのあと最終巻で、こういう展開になってるってことはさ……」

　おもむろにカナタが尋ねる。

「新人として入隊したあのとき、お前もこういうことがしたかったのか？」

「こ、こういうこととは……っ!?」

「決まってんじゃんか、ホールケーキを使って俺に告白したかったのかっていうことだよ。俺にはよくわかんないけど、女子ってこーゆーのに憧あこがれるのかと思ってさ」

　こ、告白～～～っ!?　その甘美な言葉は、一瞬でユーリの理性を剝はぎ取った。

「シリーズを通して読むとさ、俺たちの過去の経験と似たような描びよう写しやが幾いくつも出てくるよな。弾はじかれた武器にぶつかりそうになる新入生で主人公の少女を庇かばう、魔ま砲ほう剣けんを握にぎった教官の少年とか、気絶した主人公の少女を、教え子の寮に教官の少年が運ぶとか、まるで俺たちにそっくりなんだよな。しかも小説ではホールケーキを使った告白相手が誤解されてるってなってるし、もしかしてお前さ、俺に──」

「じ、じつはそうなんですっ！」

　動どう揺ようしながらも、ユーリは勇気を振り絞しぼって、自分の想いの丈たけをぶつける。

「カナタ先輩。じつはわたしが想おもいを伝えたかったのは、小隊の仲間ではなく、教官であるカナタ先輩だったんです。ですからいまこの場で、あらためて想いを伝えさせてください。カナタ先輩、わたしと付き合ってくださいっ！」

　い、言ってしまった……っ!?　貌を真っ赤にしたユーリが恐おそる恐るカナタの貌色を窺うかがう。

「ユーリ、お前本当に……」

「ええ。本当は小隊の仲間ではなく、わたしはカナタ先輩にケーキを渡したかったんです……っ！」

「そうか。いままでお前の想いを汲くんでやれなくて、すまなかったな」

　そのあと、カナタがおもむろに口を開く。

「うん、わかった。じゃあ付き合おう」

「えっ!?　ほ、本当にいいんですか……っ!?」

「ああ。俺はお前を一生、幸せにしてみせるよ」

　そう言って、カナタがユーリの肩をそっと抱き寄せる。ユーリの心臓の鼓動は、すでに限界を突とつ破ぱ。心臓がいつ爆ばく発はつしてもおかしくない。

　う、うそっ!?　えっ!?　つ、ついにカナタ先輩と結ばれるんですかっ!?　ほ、本当にこの日がやってくるなんてっ!?　わたしの作品（妄もう想そう）と同じ展開になるなんて……っ!?

　いまにも感かん涙るいに咽むせび泣きそうなユーリ。カナタの腕うでに抱だかれるというその感かん触しよくに酔よいしれ、眼の前に迫せまるカナタに身を委ゆだねようと目を閉じかけたそのとき、不意に笑い声が聞こえた。

「？？？？？」

　怪け訝げんに思ったユーリが眼を開けると、そこにはもう堪こらえきれない、というように笑い始めるカナタの姿があった。

　えっ!?　な、なんで笑っているんですかっ!?　も、もしやわたしが、恋愛の、その……こういう場面でなにか不適切な振る舞まいをしたんでしょうか……っ!?　焦あせりと不ふ安あんに駆かられるユーリがおずおずと見やると、カナタが口を開いた。

「ははは、お前って意外とノリがいいところあるじゃんか」

　ノリがいい？　とユーリが首をかしげた。すると、カナタがあるまじき発言をする。

「まさかお前が、小説の台詞せりふを全部暗記して応こたえてくれるなんて思わなかったぞ。さすが最終巻を発売日当日に読み終えてるだけはあるな。どうせ居てもたっても居られず、座学サボって読書してたんだろ」

「……………………」

　う、うそっ!?　じゃ、じゃあさっきのやり取りは全部、『愛しのマイ・ティーチャー』の最終巻をマネたってことですかっ!?　って、そうではなくて、カナタ先輩はわたしと告白ごっこをしたということ……っ!?　というか、そもそもわたしの想いが通じていなかったということになるのでは？　で、でもそれだったら、いまの一連のやり取りで、心臓をどきどきさせて、カナタ先輩とその……愛の契りを結ぼうとしたわたしの存在価値っていったい……っ!?

　恋こい心ごころを弄もてあそばれた怒いかりで、次し第だいに体が震ふるえだすユーリ。そこへミソラたちがやってきて、カナタに尋ねる。

「ねえ、あんた。そんなに笑ってどうしたのよ？」

「ああ。じつはな、ユーリが思った以上にノリがよくて……」

　その直後──

「カ、カナタ先輩の馬ば鹿かーーーーーーっ!?」

　これまで聞いたことのないほど大きな、ユーリの罵ば声せいが小隊室に響ひびき渡った。

　それからユーリは一週間、カナタと口をきかなかった。やがて事情を知るロイドが人知れず仲ちゆう裁さいしたのだが、それは別の話だ。




「ぐすんぐすん。ど、どうしてわたしばかりこんな目に……」

「いいじゃないですか。その気持ちを糧かてに、新しい恋れん愛あい小説を書きましょう。新作も期待してますよ、先生」


（初出：ドラゴンマガジン２０１５年７月号）









　　　第三章　仲良し揃ぞろいのペットコンテスト







　学内選せん抜ばつ戦を控ひかえた時期のことだ。

　穏おだやかな昼下がりの三番区の公園。休日であるこの日は遅おそめの昼食を摂とったり、仲間たちと歓かん談だんする人々の姿がちらほらと見られた。そしてこの場所には、レクティと思わず抱きつきたくなるような愛くるしさを備えた、鶏にわとりほどのサイズがある大きなヒヨコ──通つう称しよう、ピヨちゃんの姿もあった。

「ではピヨちゃん、いきますよ。とってきてくださいね」

「きゅぴ」

　レクティが放ほうった緑のカラーボールが大きく弧こを描えがいたあと、地面をころころと転がる。ピヨちゃんはとことこと走ってボールのもとへ辿たどりつくと、鳥類独特の尖とがった趾あしゆびを器用に使って、ドリブルしてみせた。

　軽快な足あし捌さばきでカラーボールを蹴けって運ぶと、終しまいにはふわっと蹴り上げたボールをヘディングして、レクティへとパスしてみせた。

「ふふっ、ピヨちゃんは本当にボール遊びが好きですね」

　ボールを受け取ったレクティは、しゃがみ込んでピヨちゃんの頭を撫なでる。黄色のふわふわボディーはとても柔やわらかい感触で、撫でているこっちが幸せな気分になるのだ。

「じゃあウォーミングアップも終わったことですし、次はリフティングをしましょうか」

　そんな穏やかな光景が流れようとしていたとき、

「ふふっ、いい子ね。ヘカテーちゃん」

「ばぅん」

　レクティとピヨちゃんの前を、くるくるとパーマが巻かれた金きん髪ぱつをした少女が通り過ぎていく。その少女の手にはリードが握られており、傍かたわらにはしなやかな体をした、一いつ匹ぴきのシェパードの姿があった。すると、公園に居合わせた人々が近寄っていく。

「シャルロッテさんのヘカテーちゃんは、本当に毛並みがいいのね」

「ええ。それに優やさしい瞳をしてるわ」

「今年もペットコンテスト一位は決まりかしら？」

「まあ、当然ですわね」

　シャルロッテと呼ばれたくるくるパーマで金髪の少女は、懐ふところから黒地にレースの縁ふち取どりがされた扇子せんすを取り出すと、優ゆう雅がに扇あおいでみせる。傍らに控えるヘカテーという名のシェパードはお行ぎよう儀ぎよくお座りの姿勢をとっていた。

　わあー、なんてお行儀のいいワンちゃんだろう。様子を窺っていたレクティは感心し、ピヨちゃんとともに、シャルロッテたちのもとへ近づいていく。

「あのぅ……すごく立派なワンちゃんですね」

　レクティが声をかけると、シャルロッテの取り巻きたちが振ふり向いた。そしてレクティではなく……彼女の足元にいるピヨちゃんへと注目する。

「わあー、なにこれっ!?　すごくかわいい……っ!?」

「この子、ほしいわね。本当に愛くるしいわ」

「わたしもほしいですっ!?　この子、なんていう生き物なんですか……っ!?」

「きゅぴ？」

「えっ!?　そ、そのぅ……ピヨちゃんっていいます」

「「「かわいいーーーっ!?」」」

　そう言って、ピヨちゃんを愛めで始める女の子たち。撫でたり、頰ほおずりしたり、ピヨちゃんが持つふわふわした感触を堪たん能のうしているらしい。と、さきほどまで自分の愛犬──ヘカテーちゃんが持て囃はやされていたシャルロッテがわなわなと屈くつ辱じよくに震えだす。

「ピヨちゃんもペットコンテストに出るんですか？」

「そのぅ……ペ、ペットコンテストですか？」

　きょとんと首をかしげるレクティ。そんなとき、いきなりシャルロッテがびしっと指さしてきて、

「誰だれだか知りませんが、わたくしのヘカテーちゃんより人気があると言いたいのでしょう」

　愛犬の独どく壇だん場じようを崩くずされたシャルロッテは、まるで決けつ闘とうでも申し込むかのように言う。

「ペットコンテストでは負けませんわよ……っ！」







　翌日のお昼休み。小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

　開けっ放しになったドアからとことこと黄色い影かげが奔はしる。その影は、昼食を終えたばかりのレクティのもとへ飛び付いた。

「あっ、ピヨちゃん……っ!?」

「きゅぴー、きゅぴきゅぴきゅぴー」

　ピヨちゃんの首には小さな革製のポシェットが括くくられており、その中には、レクティが今朝ピヨちゃん小屋を掃そう除じした際に置き忘れた財さい布ふが収められていた。

「わざわざ届けに来てくれたんですか、ありがとうございます！」

　ピヨちゃんの労をねぎらい、レクティがそっと頭を撫でてやる。ああ、なんていい子なんだろうとレクティは思う。すると、

「きゅぴ～」

　ピヨちゃんが本当に幸せそうな声を漏もらした。そんな光景に居合わせたミソラたちは、

「さすがレクティね。すごく懐なついてるわ」

「うぬ。見事であるな」

　すごく癒いやされる表情で、一人と一匹の関係を見守るミソラとブレア。そんな彼女たちの傍らで、リコがあからさまに物もの欲ほしそうな表情を浮うかべていた。

「う、羨うらやましい」

「ピヨちゃん、リコさんに挨あい拶さつしてください」

　するとレクティの腕に抱かれたまま、ピヨちゃんはつぶらな瞳ひとみをリコへと向け、つぶやく。

「きゅぴ」

「～～～～っ！　………………きゅぴ」

　幸せな胸の高鳴りを覚えながら、リコが思わず挨拶を返していた。その直後、Ｅ６０１小隊の隊員たちから怪訝な視線を浴びせられ、リコは頰を赤らめ、気まずそうに窓を見やり、しれっと話題を変える。

「……そ、それにしても暑いな。エアコンが修理できればいいのだが」

　じつはこの猛もう暑しよの中、小隊室のエアコンが故障していたのだ。修理したいのだが、Ｅ６０１小隊の予算不足は深刻で、修理費用が不足していた。そのため少しでも風通しをよくしようとドアまで全開にしていたため、ピヨちゃんが入って来れたのだ。

「元気を出しなさいよリコ。暑いのは、みんな同じだって。ねえブレア」

「うぬ。無念無想の境地に至り、心頭を滅めつ却きやくすれば──」

「だが、暑いものは暑い」

　そうリコが言ったとたん、忘れてた暑さを思い出したミソラたちがげっそりとした表情を浮かべ、塩を浴びたナメクジのように机に突つっ伏ぷす。そんなとき、カナタの声がした。

「エアコンの修理ならできるかもしれないぜ」

　ユーリを伴ともなって入室したカナタが教きよう壇だんに立った。

「どういう意味よ？」

「じつはさＥ６０１小隊に予算増額の話が来たんだよ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーから直じき々じきにな」

「えっ!?　それホント……っ!?」

「ふっ、フロンにしてはなかなか気の利きいたことをする」

「うぬ。これでこの蒸むし暑さからも逃のがれられよう」

　などと大喜びのミソラたち。だが、カナタの話は続きがあった。

「もちろん無条件ただでとは言ってない。予算増額の条件は、ペットコンテストに参加するレクティとピヨちゃんを全力でサポートして優勝に導くことだ」

「「「ペットコンテスト……？」」」

　カナタの言を聞き、ミソラたちがきょとんとした。まさかあり得ないだろう、と思う。なぜならレクティに懐くピヨちゃんは、ヒヨコのようなかわいさを持っているものの、正体は未知の巨きよ大だい生物──巨ガ怪ル鳥ダのヒナなのだ。口から火を噴ふくし、巨大化して暴走するような事態に陥おちいれば、浮ふ遊ゆう都市に深刻な被ひ害がいを齎もたらす可能性がある。

　しかし、レクティは驚おどろいた表情を浮かべてこう言った。

「えっ!?　ど、どうして小隊がサポートすることになったんですか……っ!?」

　どうやらペットコンテストに出場するつもりだったらしい。

　ミソラたちが呆あつ気けに取られる中で、ユーリが事情を説明する。

「その……空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーにしばしばちょっかいを出してくるシャルロッテ・マーチさんという医メ療デ医イ学ス科ンの学生がおりまして。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとしてはこれを機に厄やつ介かい払ばらいしたいと思ったらしくてですね。しかるに……」

　要約すると、よくちょっかいを出してくるシャルロッテを、フロンは煩わずらわしく思っているらしく、シャルロッテからレクティとの因いん縁ねんを聞いたフロンはこれを機に近づかないようにさせたいと考えたらしい。この勝負にフロン側の代表であるレクティが勝てば、もうシャルロッテからはフロンに干かん渉しようしないと取り決めがなされているとのことだ。

「あ、あのぅ……話がよくわからないんですけど……」

　話を聞き、今度はレクティが戸と惑まどいを露あらわにした。

　ミソラが横から口を挟はさむ。

「ね、ねえっ!?　レクティが優勝しろって言われたのは、ペットコンテストで間ま違ちがいないのよね……っ!?」

「ああ。ペットコンテストだ」

　そっけなく言い放ったカナタを見やり、ミソラが即そつ行こうで否定する。

「いやいやいやいや、無理でしょ！　だってピヨちゃんよっ！　巨ガ怪ル鳥ダのヒナよっ！　そんな危険生物がペットコンテストに出場できるわけないじゃないの……っ！」

「……お馬ば鹿か」

　リコが咎とがめるが、すでに手て遅おくれだった。まずいと思いながら、ミソラが首を九十度曲げる。そこには、鼻をぐずつかせ、いまにも泣き出しそうな貌をしたレクティの姿があった。

「（ぐすん）そ、そのぅ……ピヨちゃんは危険生物なんですか（ぐすんぐすん）。ヒヨコじゃなかったんですか……っ!?（ぐすん）」

「えっ!?　そ、それは……っ!?」

　な、なにこれっ!?　あ、あたしが悪者みたいじゃないの……っ!?

「あー、ミソラが仲間をいじめてるー。いけないんだ」

「い、いじめてないわよ……っ!?」

　カナタにからかわれ、ミソラは慌あわてて否定した。このときになって、全員がそれとなく不ま味ずいと認にん識しきし始めた。

　レクティのピヨちゃんに対する愛情は別格なのだ。

「そういえばレクティさんは、どうしてペットコンテストに参加しようと思ったんですか？」

「じつは……ですね。そのぅ……ペットコンテストに出場すれば、シャルロッテさんのヘカテーちゃんみたいな可愛かわいい動物さんたちを間近で見られると思ったんです」

　それがなぜか両科の対立問題に発展したようだが、ともかくエアコンの為ために頑がん張ばらねば、とミソラたちは思う。

「つーわけで、Ｅ６０１小隊は全員でレクティとピヨちゃんをサポート。ペットコンテストで優勝できるように全力を尽つくせよ」

　カナタの指示を聞き、この日はペットコンテスト対策に費やすこととなった。







　午後の実技訓練時間。

　本来ならば汗あせ水みず垂らして技能向上に努めるべき時間なのだが、カナタたちの姿は訓練グラウンドに面した森林の中にあった。

「ペットコンテストについて調べたが、ペットたちの個性をアピールする予選と、飼い主参加型の本戦があるらしい。本戦の内容は毎回違うようだから対策のたてようがないが、予選ならいまからでも充じゆう分ぶん対策が練れそうだ」

　情報収集をしてきたリコが説明した。予算増額でのエアコン修理がかかっているとあっては、ミソラたちもノリ気のようだ。

「ピヨちゃんのなにをアピールするかってのが問題になるわよね」

「ふっ、ここは知的なアピールがいいんじゃないか？」

「ぬぅ。ピヨちゃんなら、強さのアピールがよい気がするが」

「落ち着いてくださいリコさん、ブレアさん。まずは飼い主であるレクティさんの意見を参考にしましょう」

　軽くたしなめたあと、ユーリが尋たずねる。

「レクティさん、ピヨちゃんにはどんな長所があるか教えてくれませんか？」

「長所……ですか？」

　レクティはうーんと首をかしげながらも、

「そ、そのぅピヨちゃんは……頭がいいです。他の動物さんたちと違ってわたしにわかるように喋しやべってくれますし、人間の文字はまだわからないみたいですけど数字は読めます。じつはピヨちゃんは算数ができるんです」

　おおっ！　とミソラたちが感心してみせた。

「算数ね。なかなかよさそうじゃないの」

「ふっ、レクティにわかるように喋るという件は置いておくとしても……」

「ええ。数字が読める動物というのはいいかもしれませんね」

「観客ウケがよさそうであるな。一度ここで披ひ露ろうしてくれぬか？」

　ブレアの提案を受け、レクティは「いいですよ」と優やさしく頷うなずいてみせた。そして早さつ速そくピヨちゃんに声をかける。

「じゃあ問題を出しますよピヨちゃん、準備はいいですか？」

「きゅぴ」

「四足す四は幾いくつでしょう？」

「きゅぴ」

「三足す二は幾つでしょう？」

「きゅぴ」

「三掛かける五は幾つになりますか？」

「きゅぴ」

「ふふっ、どうですかみなさんっ！　全問正解ですよ……っ！」

「「「「…………（きゅ、きゅぴしか言ってない……っ!?）」」」」

　弾はずんだ声のレクティを見やり、絶句するミソラたち。レクティの耳にはきちんと正解が聞こえているらしいが、ミソラたちの耳にはきゅぴしか聞こえていないのだ。

　このままでは、予選突とつ破ぱは困難。予算増額はならず、あの蒸し暑い小隊室から解放されず、地獄をみることは確実だ。差し迫せまったミソラたちは、素す早ばやく円えん陣じんを組み、小声で相談し合う。

「（ど、どう返事をすればいいのよ……っ!?）」

「（わたしが知るか。だが、ピヨちゃんと会話できるのは羨うらやましい）」

「（ミソラさん、噓うそをつくのはいけません。噓つきは泥どろ棒ぼうの始まりといいますし）」

「（うぬ、ユーリ先せん輩ぱい。私もそう思います）」

　全員からの意見を聞いたあと、ミソラがレクティに面と向かって言う。

「……ごめんレクティ。よくわからなかったわ」

「よ、よくわからなかったって……ピヨちゃんの答えが間違っているってことですか……っ!?」

　言ってから、レクティはしょぼんと落ち込んでみせた。一連のやり取りを見守っていたカナタが、さりげなく口を挟む。

「こらミソラ。お前なんて失礼なことを言うんだ。ピヨちゃんの答えは正解だったぞ」

「えっ!?　い、いまのってあたしが悪いの……っ!?」

　どうやら、正直は最善の策ではなかったらしい。その後カナタの提案により、ピヨちゃんが数字を喋る代わりに、数字のカードで代用することとなった。これでアピールポイントがひとつ決まった。

「なあレクティ、ピヨちゃんは他にどんなことができるんだよ？」

　カナタに問われると、にっぱりと微笑ほほえみながらレクティが言う。

「はい、ピヨちゃんはお料理も得意なんです。グルメさんですから、味にこだわりがあるんですよ」

　グルメはわかるけど、お料理って？　ミソラたちの脳のう裏りでは、ピヨちゃんがコック帽ぼうを被かぶって、レクティとともにお菓か子しを作るイメージが浮うかんだが、到とう底てい動物にできる行こう為いではない。

「見ていてください」

　そう言ってレクティは、木の根元に置いてあるクーラーボックスへと近づく。その中身を漁あさったレクティの手には、生の骨つき肉が握にぎられていた。

「ピヨちゃん。お願いします」

　レクティの言を受け、ピヨちゃんは大きく息を吸い込み、そして何の前まえ触ぶれもなく──口から炎ほのおを吐はき出し始めた。ミソラたちが眼めを丸くする一方で、レクティはとてもうれしそうに言う。

「じつはピヨちゃんは、最近になって自分で火加減を調節して、生肉を調理して食べるようになったんです。レアからウェルダンまで、三段階の焼き方を覚えたんですよ」

「「「「………………（つ、使えねーーーっ!?）」」」」

　再度絶句するミソラたち。だが、レクティはとても誇ほこらしげな表情を浮かべていた。

　さすがに大勢が見ている前でこれは無理よ。予選突破以前の問題じゃないの。そう判断したミソラが声をかける。

「レ、レクティ。それはペットコンテストで使っちゃダメよ。火を使ったら、危ないでしょ」

「えっ!?　ルールブックには書いてなかったと思いますけど、火を使っちゃダメなんですか……っ!?」

　そう言って、レクティは木の根元に置いてあった鞄かばんから分ぶ厚あつい冊子を取り出し、ぱらぱらと眼を通す。

　な、なにルールブックって!?　ミソラが反応に困る。もしかして何気にルールブックを熟読してたの……っ!?

「ダメなわけねーだろ。ミソラはお馬鹿だから、ルールブックを読んでないんだよ」

「ふっ、ミソラはお馬鹿だから仕方あるまい」

「い、いけませんミソラさん。ちゃ、ちゃんとルールブックは読まないと」

「う、うぬ。ル、ルールブックには書いておらんぞ」

　レクティを傷つけまいと、カナタが口を挟む。リコたちもそれに便乗したようだ。最も早はや完全にツッコミ疲づかれしたミソラは、もう勝手にすればいいわ、と内心で呆あきれていた。

「さて、これでアピールポイント二つ目も決まりだな。でも、二個しかないと区切りが悪いな。なあレクティ、もう一個ぐらい面おも白しろそうなのはないのか？」

　頼たのむから次はまともなのを出してくれ、と疲れ果てたミソラは思う。

「じつはとっておきのがあるんです。ちょっと待っていてください」

　レクティは持参した鞄をごそごそと漁り、今度は緑色のカラーボールを取り出した。

「行きますよピヨちゃん」

「きゅぴ」

　レクティがカラーボールを投げると、ピヨちゃんは眼でその動きを捉とらえ、器用にヘディングしてみせた。短足ながらも軽快な動きを披露し、翼つばさと頭で器用に、カラーボールを地面につけることなく弾はじき続けている。見事なリフティングだ。

「ピヨちゃんはボール遊びが好きなんです」

「いいじゃないの、これ」

「ふっ、これはじつにかわいらしいな」

「この分なら予選突破は間ま違ちがいなしであるな」

　傍かたわらで見守っていたミソラたちが絶ぜつ賛さんした。さきほどの料理に比べてなんとも平和的で、しかもペットの特技らしいことか。

　感心するミソラたちの眼前で、ピヨちゃんがカラーボールをぽんっとヘディングした。ふわっと宙を舞まうボール。さて、そろそろフィニッシュね、とミソラが思った次の瞬しゆん間かん。ピヨちゃんは宙を舞うボールを鋭するどい双そう眸ぼうで見み据すえると、口元に小さな火球を作り出し、ばんっ！　と勢いよく放った。放たれた火球は、射線上にあったカラーボールに炸さく裂れつ。それを一瞬で粉ふん砕さいしてしまった。

「えっ!?　リフティングじゃなかったの……っ!?」

　下手をすれば犠ぎ牲せい者しやが出る威い力りよくを目まの当たりにし、ミソラが眼を丸くする。リコたちは本日三度目の絶句状態だ。しかし、レクティは無む邪じや気きに微笑み、

「違いますよミソラさん。これはボール遊びですよ。ピヨちゃんはボール遊びが大好きですから、自分でボールを作って遊ぶことを覚えたんです。えへへっ、すごい賢かしこいですよね……っ！」

「「「「………………（たしかに火球フアイアボールだけど、ペットじゃないことがモロばれじゃないの……っ!?）」」」」

　そんなミソラたちの胸中にも拘かかわらず、レクティは当たり前のように「いい子いい子」とピヨちゃんの頭を撫なでる。

　とんでもない光景を見やり、カナタは「うん、これなら一発で予選を突破できそうだな」と頷くが、ミソラたちは「これだけは絶対無理っ！」と必死でカナタを止めにかかった。結果としてリフティングは、ミソラたちの猛もう烈れつな反対により、中止されることになった。







　そしてペットコンテスト当日。

　農場施し設せつが集約された一番区の牧草地の上には、サーカスで使う巨きよ大だいな天幕が用意されていた。

　会場の外の牧草地では、参加者と思おぼしき大勢の飼い主とペットたちがウォーミングアップをしている。定番の犬いぬ猫ねこ以外にも、巨大なヘビや大蜥蜴とかげなどの爬は虫ちゆう類るい、アリクイやゴリラなどの珍ちん種しゆの姿も見られた。

「うわー、ずいぶんと色んなペットがいるのね」

「ああ。聞いてはいたが、かなり人気があるコンテストらしいな」

「これだけ広い会場だと、相当注目されますね」

「うぬ。ですがユーリ先輩。レクティはこの日のために一いつ生しよう懸けん命めい練習したので問題ないでしょう」

　そんなことを言いながら、ミソラたち四人は会場入りする。巨大な天幕の中には、大きなステージが特設され、それを囲むように座席も設置されている。ミソラたちがあらかじめ予約しておいた席を探すと、カナタと空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーであるフロンの姿を見つけた。

「ミソラ。ここ座れよ」

　先に会場入りしていたカナタに促うながされ、ミソラはカナタとフロンのちょうど間にある席に座らせられる。

　な、なんでここ一つだけ空いてるのよ……っ!?　フロンに苦手意識を持つミソラは、嫌いや々いやながらもそこへ腰こしを下ろした。

「カナタ・エイジ。確かく認にんするけど、まさか予選落ちっていうことはないわよね」

「さーな。勝負ってのはやってみねーとわかんねーよ」

　右みぎ隣どなりからは険のある声、左隣からは飄ひよう々ひようとした声。間に挟はさまれたミソラは、何とも落ち着かず、所在なげに身を縮めた。

　しばししてステージにスポットライトが集まり、

「さて、ではこれよりペットコンテストを開かい催さいします。本日の司会を務めさせて頂きますのはわたくし、製造生産科インダストリアル本科一年のロニー・サンダラグプタです」

　そんな司会の挨あい拶さつが始まったあと、早さつ速そく予選が始まった。

「ではエントリーナンバー一番。昨年度優勝者、医メ療デ医イ学ス科ンの──」

　ステージ上では、シャルロッテが愛犬のヘカテーちゃんと登場。同時にステージ上には、三本の輪が立てられた。地面に固定するように立てられた三本の輪はすぐに着火され、炎を纏まとう。それを、ヘカテーちゃんは物もの怖おじすることなく搔かい潜くぐってみせた。シェパードによる見事な火の輪くぐりだ。

「おーほっほっほ、そんなに拍はく手しゆを送らなくてもけっこうですわよ」

　会場から沸わきあがる拍手を聞きながら、勝ち誇るかのようにシャルロッテが高笑いを零こぼす。

　その後も幾いくつか芸を披ひ露ろうし、大好評のうちに予選を終えたシャルロッテはレクティがいるステージ袖そでを余裕の笑みで見た。







　どくんどくん。どくんどくん。

　誰だれかがステージに立つたびに沸きあがる喝かつ采さいを聞きながら、レクティはステージ裏で激しく鼓こ動どうする心臓を抑おさえきれずにいた。

　目の前には、出演を控ひかえるかわいいペットたちがいるというのに、緊きん張ちようして愛めでる余よ裕ゆうがない。当初の目的では魅み力りよく的な動物さんたちと触ふれ合う予定だったはずなんですが、とレクティが震ふるえを堪こらえているとき、相棒から声をかけられる。

「きゅぴっぴー」

「『緊張しているようですが、大だい丈じよう夫ぶですかマスター』ですか。……だ、大丈夫ですっ!?　こんなの、き、緊張のうちに入りません……っ!?」

　がちがちに震えるレクティを見やり、不安そうに眼めを細めるピヨちゃん。やがて順番が来て、レクティがおどおど言う。

「あ、あのぅ……が、頑がん張ばりましょうねピヨちゃんっ!?　よ、よよよ、予選落ちなんかしたら、ミ、ミソラさんたちのサポートが、と、徒労に終わってしまいますから……っ!?」

「きゅぴ」

　緊張による震えを我が慢まんしながら、レクティはおどおどとステージ上へ姿を現した。司会のロニーに促され、まず自己紹しよう介かいをすることになる。

「そ、そのぅ……レ、レクティ・アイゼナッハですっ!?　こっちはパートナーの、ピ、ピピピ、ピヨちゃんです……っ!?」

「えーっと、ピピピピピヨちゃんですか？」

「あ、あのぅ……ち、違います。ピピピ、ピヨちゃん、ですっ!?　はう……っ!?」

　そのあまりの緊張っぷりに、会場から失しつ笑しようが零こぼれた。

　貌かおを真っ赤にして恥はずかしがり、俯うつむくレクティ。カナタの特訓のお陰かげで、人前に姿を晒さらす度胸はついたと思っていたが、どうも様子がおかしい。このペットコンテストの結果次し第だいでは、自分だけでなく仲間たち全員に迷めい惑わくをかけることになるという重圧プレツシヤーが、彼女を萎い縮しゆくさせるのだろう。

　観客席では、フロンが眼を細めてピヨちゃんを見やり、

「ユーリ・フロストル。あのヒヨコ、いつか〈レイブンネスト〉で捜そう索さくさせた巨ガ怪ル鳥ダのヒナに似てるわね」

「き、気のせいじゃないでしょうか空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー……っ!?」

「そう？　でも捜索を担当したあなたが言うなら、気のせいかしら」

　などという会話があり、

「「「「…………（ふぅー、ど、どうにか助かった……）」」」」

　ユーリたちが冷ひや汗あせを流していた。なにせ正体が発バ覚レたら、優勝どころの話ではない。

　ステージでは早速アピールタイムとなり、レクティがピヨちゃんの前に一～九までの数字が書かれたカードを並べる。

「行くよピヨちゃん。四足す四は幾つでしょう？」

　ピヨちゃんが八のカードを咥くわえて、レクティに渡わたした。

「じゃあ三足す二は？」

　ピヨちゃんが五のカードを咥えて、レクティに渡した。

「三掛かける五は？」

　ピヨちゃんが沈ちん黙もくした。

「三掛ける五ですよ？　どうしたんですか？」

　ピヨちゃんが沈黙する。一のカードはあるが、さきほど使った五のカードは、レクティがポケットにしまったままだ。しかし、緊張しているレクティはそのことに気づいていない様子だ。

「どうしたんですか普ふ段だんはできてるじゃないですか？」

「……きゅ、きゅぴ～」

「えっ!?　『五のカードはマスターのポケットにあって咥えられません』？　 はっ……そ、そのぅ……ご、ごめんなさいっっっ！」

　再び会場から失笑が零れる。

　あうあうっ!?　ど、どうにかして挽ばん回かいしなければっ!?　このままではミソラさんたちのサポートに報むくいることが……っ!?

　練習ではできたことが、当日はなぜかできない。焦あせったレクティはピヨちゃんの得意技わざを全力でアピールしようとする。

「あ、あのぅ……続いてはピヨちゃんのお料理する姿を披露させて頂きます」

　レクティの言に応じて、スタッフが銀のクロッシュで覆おおわれたトレーを運んできた。レクティが銀のクロッシュを外すと、中から白いお皿に載のった骨付き肉が現れる。

「ピヨちゃん、お願い」

「きゅぴ」

　レクティが手に取った骨つき肉に、ピヨちゃんが火を噴ふき始めた。

「こ、こんな調子でピヨちゃんは自分でお肉を焼いて食べるんです……っ!?」

　会場から歓かん声せいが溢あふれ出す。火を噴くヒヨコなど最も早はや珍ちん獣じゆうを通り越して、未確認生命体のレベルだ。だがペットコンテスト独特の面おも白しろければなんでもありの雰ふん囲い気きが、娯ご楽らくとしてピヨちゃんを認めさせているらしかった。

　よ、よしっ！　ど、どうにか上う手まくいったみたいですね……っ!?　調子を取り戻もどしたとばかりに、レクティが次のステップに移ろうとする。

「じゃあ、そろそろお肉もこんがり焼き上がったので、これを会場に居合わせたみなさんに……はうっ!?」

「どうしたんですか？」

　ロニーに尋たずねられ、レクティが貌を真っ赤にして二ふた度たび俯いた。

「あ、あのぅ……すみません。緊張してて骨付き肉を回すのを忘れてて、焼き加減が……」

「きゅぴ～」

　片面だけが真っ黒焦こげになった骨付き肉を目まの当たりにし、会場が笑いの渦うずに包まれた。







　予選終しゆう了りよう後。一番区。牧草地。

「うぅ……。そ、そのぅ……ご、ごめんなさいっ！」

「きゅぴ～」

　不出来な結果しか残せなかったレクティとピヨちゃんが、ミソラたちに頭を下げた。そんなレクティを、ミソラたちが励はげます。

「元気出しなさいよレクティ」

「ああ。予選を突とつ破ぱできたんだ。あとは本戦で勝ちさえすれば問題ない」

　全すべての参加者たちのアピールのあと、会場にいる全員で投票を行った。集計に時間がかかったようだが、レクティとピヨちゃんのペアも、ぎりぎりの成績でどうにか突破することができた。

　その後、参加者全員が一いつ旦たん会場の外で休きゆう憩けいする運びとなったのである。

　掲けい示じ板ばんを確かめに行ったユーリとブレアが戻ってくる。

「みなさん、本戦の課題が発表されましたよ」

「うぬ。本戦はステージ上でペット自じ慢まん勝負をするらしい。飼い主とペットがペアを組んで、他のペアを回りながら自慢をするようであるな」

「じ、自慢ですか……っ!?」

　うぅ……っ!?　と、レクティは頭を悩なやませる。人に何かを自慢するなんて、生まれてこの方したことがない。

　ひたむきさや謙けん虚きよさとは程ほど遠とおい課題に、尻しりごみするレクティ。そんなとき、近くで聞きなれた犬の鳴き声がした。

「ばぅんばぅんっ！」

　声がしたほうを見ると、そこには険しい表情をしたシャルロッテの姿があった。

「ヘカテーちゃん、他の参加者さんたちにもヘカテーちゃんが優勝するに相応ふさわしいとわかるように格好いい技を披露しますわよ」

　そう言って、シャルロッテに指示されるがまま、ヘカテーはバク宙の練習に励む。すでに何度も挑ちよう戦せんしていたのだろう。ヘカテーは疲つかれ切っている様子で、体の動きにキレがなかった。それでも……

「ばぅん」

　ついにバク宙に成功し、ヘカテーちゃんがどうだとばかりに胸を張る。御ご主しゆ人じんを失望させないがために、一いつ生しよう懸けん命めいに努力した成果だ。だが、飼い主であるシャルロッテは、

「その程度で勝ち誇ほこるようではダメでしてよヘカテーちゃん。本番は練習以上の完成度が求められましてよ」

「……くぅ～ん」

　二に連れん覇ぱがかかっていることもあり、異様なまでの熱の入れようだった。と、愛犬にスパルタ指導を施ほどこしていたシャルロッテが、ようやくレクティの視線に気づいた。

「あら、レクティ・アイゼナッハさん。偵てい察さつなさっていたんですのね」

　シャルロッテは懐ふところから扇子せんすを取り出し、高笑いを零す。

「おーっほっほっほっ、どうですのわたくしのヘカテーちゃんは。あなたのピヨちゃんに負けたりはしませんことよ」

　勝負はもう決まっているとばかりに、勝ち誇るシャルロッテ。対してレクティは、素す直なおに相手の技能を認め、賞賛した。

「す、すごいです……っ!?」

「そう。すごい……って、え……っ!?」

　予想外の言動に、シャルロッテが面めん喰くらう。ふつうこういうときって牽けん制せいし合って、少しでも相手の勢いをそぐものではなくて？　と疑問に思ったのだろう。

「ヘカテーちゃんは、あんなに格好いい技を身につけてるんですね」

「え、ええ。本番では負けなくてよ」

　張り合いがないですわねと言うかのように、シャルロッテは拍ひよう子し抜けした貌で歩き去るレクティの背中を見送った。







　シャルロッテがヘカテーちゃんに指導をする最中──

「どうするのよ？　参加者たちはみんな、他の飼い主さんたちに自慢できるように格好いい技に挑戦し始めたわよ」

　周りでは予選を通過した飼い主たちが、シャルロッテと同じくスパルタ指導を施していた。飼い主の怒ど鳴なり声やペットの気弱な泣き声などもちらほらと聞こえてきた。

　ブレアが提案する。

「ピヨちゃんにも、もっと厳しく接したほうがいいのではないか？　そうすればもしかしたら空を飛べるやもしれん」

「ふっ、ピヨちゃんは潜在能力ポテンシヤルが高いから鍛きたえがいがありそうだな。いまからわたしが微び積せき分ぶんについて教えてやってもいいぞ」

「そうですね。ピヨちゃんなら指導内容次し第だいでは、すごいことができると思います。ここはピヨちゃんに、わたし特製のチョコチップクッキーの焼き加減の伝授を」

　優勝するために必死な仲間たちの言葉を受けながら、レクティは浮うかぬ貌かおだ。なにかこう言いたいことはあるが言い出しづらいかのような、おどおどとした雰囲気を漂ただよわせている。

「あのさ、ひょっとしてレクティにはなにか考えがあるんじゃないの？」

　カナタが助け船を出すと、皆みんなの視線がレクティへ注がれた。視線を浴びたレクティは、あたふたと取り乱したあと、恐おそる恐るこちらの顔色を窺うかがってくる。

「言いたいことがあるなら言えよ。《メルキア》との交流戦のときは、それで上う手まくいったじゃんか」

　カナタに促うながされると、レクティはもごもごと口を動かす。

「あ、あのぅ……わたしはピヨちゃんに厳しい指導はしたくないです」

「で、でもそれじゃあ優勝が……」

「お前らは優勝に固こ執しつしすぎ。そうやってどんどん重圧プレツシヤーをかけたから、レクティが予選じゃ緊きん張ちようしたことに気づけよ」

「「「「うぅ……っ!?」」」」

　カナタに悟さとされたミソラたちは貌を歪ゆがめ、

「あ、あの……ごめんねレクティ」

「うぬ。迷めい惑わくをかけたようであるな、すまぬ」

　などと口々に謝りだす。

「あ、あのぅ……わたしのほうこそ、チカラ不足でごめんなさい」

　ミソラたちの反省の言葉を受け止めたあと、レクティが胸中を吐と露ろする。

「そ、そのぅ……わたしみたいにピヨちゃんを飼い始めてまだ日の浅い人間が、ペットコンテストの本戦に残れたこと自体が光栄ですし、ピヨちゃんに厳しい指導はしたくないです。ピヨちゃんだって嫌いやがると思います。それにわたしにとってピヨちゃんはペットである以上に、あのぅ……た、大切な友達なんです……っ！」

「じゃあ、レクティはどうしたい？」

「あ、あのぅ……カナタさん。そのぅ……いまから言うのは、わたしのわがままなんですが、じつはわたし他の動物さんたちと愉たのしく過ごしたいと思っているんです」

　愉しく過ごす？　どういう意味だろう？　ミソラたちはよく意味がわからないようだが、カナタには通じたらしい。

「そっか。なら好きにしてみろよ。俺もそのほうがいいと思うよ」

　かくしてレクティとピヨちゃんは、何の対策もなしに、本戦に挑いどむことになった。







　一番区。巨きよ大だいな天幕の中。特設ステージ。

「ご覧になって。わたくしのヘカテーちゃんはこんなこともできますのよ」

　本戦開始直後、シャルロッテが声こわ高だかに自慢する声が響ひびき渡わたる。その傍かたわらでは、苦労の末に習得したバク転を、ヘカテーちゃんが必死になって披ひ露ろうする。

　優すぐれた技能を持つ犬を前に、シャルロッテと対面していた飼い主が歯は嚙がみする。

　一方でレクティとピヨちゃんペアは、愉しむということがテーマとなっているためか、予選とは打って変わって和なごやかな雰囲気だった。

「ふふっ、わくわくしますねピヨちゃん……っ!?」

「きゅぴ」

　そして、クーラーボックスを手に提さげた、ペンギンの飼い主と向き合うことになる。

「見てください。うちのペギーちゃんは、このように大きなお魚を一いつ匹ぴき丸ごと吞のみ込めるんです」

「わあー、すごいですね……っ!?」

　魚を丸吞みするペギーちゃんを見て、レクティの声が弾はずむ。こんなかわいい動物さんと一いつ緒しよにマリンスポーツを堪たん能のうできたら……それはこの上もなく愉しいだろう。そんな考えに取りつかれたレクティは、こんな感想を漏もらした。

「お魚さんを丸吞みできるなんて。ピヨちゃんも『すごい！』って大興奮してますっ！　もう完敗です……っ！」

「こんな真ま似ねできるペットは、ペギーちゃん以外にはいません。もっともあなたも簡単には負けを認めないでしょうが……って、ええっ!?　こんな簡単に認めて頂けるんですか……っ!?」

「はい。それにしても、ペギーちゃんは本当にかわいいですね。でも、嚙かまずに吞んじゃうとお腹なか壊こわしちゃいますよ。ピヨちゃん、ポシェットを貸してください」

「きゅぴ」

　ピヨちゃんの首にかけてある革製のポシェットから、レクティは錠じよう剤ざいが入った小こ瓶びんを取り出した。

「これは胃薬です。体を大事にしてくださいね」

　白い錠剤を数錠ペギーちゃんへプレゼントする。するとペギーちゃんは思わず感かん涙るいし、眼の幅はば涙なみだを流した。これまで必死に無理をしていたので、レクティの優やさしさに心を打たれたのだろう。

　ふふっ、喜んでくれて何よりですね。ペギーちゃんの新たな一面を見やり、レクティは微笑ほほえみを零こぼした。

「さあピヨちゃん、みんなと友達になりに行きましょう」

　それからどんどん他のペットたちの自慢を聞いて回った。

　ラジカセ持参のゴールデンレトリバーの飼い主に出会ったり、

「見てくれよ、うちのラッキー君のロボットダンスを」

「『まるでプロのダンサーみたいだ』ってピヨちゃんが喜んでますし、わたしもそう思います。お礼にクッキーを差しあげますね。ピヨちゃん、ポシェットを」

「きゅぴ」

　首に巨大で長い白いヘビを巻きつけた飼い主に出会ったり、

「ねえ見てちょうだい、わたしのラジェット君の襟えり巻まきの真似を」

「この子がいたら冬も大だい丈じよう夫ぶそうですね。そうだ。疲れてそうですから、マッサージをしてあげますね」

　などと他のペットたちを絶賛し、その労を労ねぎらいながら、レクティはピヨちゃんとともに愉しく自じ慢まんを聞いて回っていた。







　巨大な天幕の中。観客席。

「あの子はいったいなにをやってるのよ？」

　一向に自慢する素そ振ぶりをみせないレクティを見やり、フロンが嘆なげいた。ここで負ければ、あのうざいシャルロッテから解放されないのだ。

「レクティは優しいからな。ピヨちゃんもそうだけど、他の動物さんたちも可愛くて仕方がないんだってさ。だからピヨちゃんを自慢して回るより、他の動物さんたちと触ふれ合って、仲良くなりたいんだってよ」

　ミソラを挟はさんで向かいに座るカナタが説明する。

「つまり、他のペットを競争相手だと見なしていないんだ」

　あ、あのさ……あたしってここに座る意味ある？　間に座っているミソラが気まずそうに縮こまる。

「他人のペットと友達になりたいと思っているっていうことでしょ。でも、カナタ・エイジ。現状では、負けは見えてるじゃないの」

　全くもって空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの言う通りだ、とミソラは心の中で頷うなずく。これはペットを自慢する勝負であって、交流を愉しむ勝負ではないのだ。……でも、こっちのほうがレクティらしいわね、とも思う。他の仲間たちもおそらく同じ感想を抱いだいているであろう。

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーは知らないだろうけどさ、レクティがわがままを言うときはすごいことが起きるんだよ」

「勝利を求めないのに、いったい何が起きるというのよ？」

「ふーん、勝利を求めない、ね。なあ空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、そもそもこの勝負の勝敗はどうやって決めると思う？」

　へっと不敵な笑みを零して、カナタが言う。

「ペット自慢なんて、ペットの飼い主たちなら、みんな自分のペットが一番に決まってるじゃんか。投票とかじゃ決着はつかないぜ」







　巨大な天幕の中。特設ステージ。

「来ましたわね、レクティ・アイゼナッハ。偵てい察さつでの一件は、わたくしを油断させる作戦のつもりだったのでしょうが、生あい憎にくとわたくしはそうやすやすと……」

　長ったらしい口上を述べるシャルロッテを無視して、レクティはヘカテーちゃんの前にしゃがみこむ。

「お鼻をすりむいちゃってますよ、ヘカテーちゃん」

　おそらくバク宙を失敗して、貌から地面に落下してしまったのだろう

「絆ばん創そう膏こうを貼はってあげますね。ピヨちゃん、ポシェットを」

「きゅぴ」

　レクティはピヨちゃんのポシェットから絆創膏を取り出すと、ヘカテーちゃんの鼻に貼ってあげる。するとヘカテーちゃんはお礼を言うかのように「ばぅん」と鳴いたあと、尻尾しつぽをふりふりしながらレクティに擦すり寄ってきた。

　わあー、ヘカテーちゃん、やっぱりすごくいい子です。素す敵てきなシェパードと触れ合えて、レクティは思わず笑みを零した。

「ふふっ、クッキーもありますよ。もし疲つかれてたら、マッサージもしてあげますよ」

　ヘカテーちゃんの首の下あたりをくすぐってあげると、ヘカテーちゃんは本当に幸せそうな表情を浮うかべる。

「ふふっ、本当に可愛いですね。ヘカテーちゃん」

　そう言って、レクティとヘカテーちゃんはすりすりと仲良く頰ほお擦ずりをした。

「あなた、もしかして本当に勝つ気がないんですの……？」

　最も早はや、レクティが本当に勝負する気がないことを悟さとり、シャルロッテが一いつ瞬しゆん怪け訝げんな貌かおをする。だがすぐに、これで勝てるなら安いものかと思い直し、本戦終しゆう了りようの時刻を迎むかえた。

　どうですのフロン？　これでわたくしの優勝は決定ですわよ。シャルロッテが自らの優勝宣告を心待ちにしながら、司会のロニーの言葉を聞く。

「長い間、本戦お疲れさまでした。これで本戦参加者全すべてのペットたちと触れ合いましたね。さて、では結果はペットたちに決めてもらいましょう」

　へっ？　と思うシャルロッテにかまわず、ロニーが言う。

「では飼い主さんたちは、自分のペットさんたちに、一番気になった飼い主さんたちのもとへ行くように命じてください」

「な、なぜそんなことをするんですのっ!?　これはペット自慢を競きそう勝負ではなくて……っ!?」

「もちろんその通りです。ですが、最終判断はペットたちに決めてもらいたいと思います。本選は飼い主参加型ですから」

　どうやら飼い主がペットを自慢すると同時に、ペットたちが自慢できる飼い主を選ぶという趣しゆ向こうらしい。

　本戦の条件、飼い主参加型という言葉を盾たてに、ロニーはペットたちに判断を委ゆだねることにした。参加した全ての飼い主たちが、各おの々おののペットたちに、一番気になった飼い主のもとへ行くように促うながす。すると、

「きゅぴ？」

　ペットたちがぞろぞろとレクティのもとへ向かってくる。当のレクティは色んなペットさんたちと触れ合えたお陰かげで幸せホルモンセロトニンが分ぶん泌ぴつされたのか、昇しよう天てんしたかのように幸せそうな表情を浮かべるだけで、近づくペットたちに気づかない。

　そんな中、シャルロッテの愛犬はというと、

「ヘ、ヘカテーちゃん……っ!?」

「ばぅん」

　ヘカテーちゃんが悩なやんだ末に、飼い主のもとを離はなれ、レクティの足元へとすり寄った。

「きゃぅぅん」

「ふふっ、お鼻の絆創膏似合ってますよ」

　しゃがみ込んでレクティがそっと指で撫なでてやる。と、その段になってレクティはようやく気づく。なぜか自分が犬いぬ猫ねこや大きなヘビや大蜥蜴とかげなどの爬は虫ちゆう類るい、アリクイやゴリラに囲まれていることを。

　そ、そのぅ……どうかしたんですか？　きょとんとしたレクティが声をかけようとしたとき、ロニーの声が耳に入った。

「では、本日のペットコンテストの優勝者の発表です。優勝はレクティ・アイゼナッハとピヨちゃんのペアです」

　きょとんとしたレクティに、会場から盛せい大だいな拍はく手しゆが送られる。動物さんたちと触れ合いたいという本来の目的を果たして満足していたレクティは、しばらくきょとんとしたあと、

「えっ!?　あ、あのぅ……わ、わわわ、わたしが優勝なんですか……っ!?」

　状じよう況きようを吞みこむのに、三十秒ほどの時間を要した。







　授賞式終しゆう了りよう後ご。牧草地。

「よくやったじゃんかレクティ」

「あ、あのぅ……ありがとうございますカナタさん」

　優勝トロフィーを手にしたレクティに、カナタが声をかけた。傍かたわらには予算増額が決まり幸せそうな表情をしたミソラたちに加え、心なしか機き嫌げんがよさそうなフロンの姿もあった。
















　と。ペットコンテストの参加者が帰宅しようとする中で──

「こ、こらヘカテーちゃんっ!?　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの人間と仲良くしていいなんて許可を出しておりませんわよっ！　なぜあの場を動きましたの……っ!?」

「きゃぅん～」

　シャルロッテがヘカテーちゃんを𠮟しかる光景が眼についた。するとピヨちゃんが、おもむろに口を開いた。

　それからの出来事は、ほんの一いつ瞬しゆんのことで、ミソラたちは制止する暇ひまもなかった。

　突とつ如じよとしてピヨちゃんの口元に小さな火球が形成され、ばんっ！　と勢いよく放たれた。その火球は射線上にあったシャルロッテの髪かみを掠かすめ、さらに後方にあった掲けい示じ板ばんに炸さく裂れつ。掲示板を粉々に粉ふん砕さいし、ぱらぱらと燃やしてみせた。

　身み震ぶるいしたシャルロッテを見やり、ピヨちゃんが言う。

「きゅぴっぴー、きゅぴきゅぴ」

「あ、あのぅ……シャルロッテさん。『ヘカテーちゃんに厳しすぎます』ってピヨちゃんが言ってます。そのぅ……わたしも厳しすぎるのはよくないと思います。シャルロッテさんも、もっとヘカテーちゃんと愉たのしく遊びましょう」

　にっぱりと微笑ほほえむレクティから指し摘てきを受けたシャルロッテは、突如として遭そう遇ぐうした炎えん弾だんを吐はく生物に、眼めを丸くしながら凍こおりついていた。そんな彼女の眼の前で、レクティはしゃがみ込みながら、

「それにしてもピヨちゃんは本当にボール遊びが好きですね。でも、人に向けちゃダメですよ」

「きゅぴ～」

　よ、よりにもよって空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの前でっ!?　ど、どうするのよっ!?　ってゆーかそれ、そもそもボールじゃないし……っ！　冷ひや汗あせ搔かきやまぬミソラが、恐おそる恐るフロンの顔色を窺うかがう。

「愛らしい大きなヒヨコが、火を噴ふく？　ねえカナタ・エイジ、予選のときも火を噴いていたけど、あれってもしかして……」

「もしかしてなんだって言いたいんだよ？　ああ、念のために断っとくけど、俺はレクティのペットについては詳くわしく知らねーんだよ」

　あ、明らかに責任逃のがれじゃないのっ！　とミソラが思う最さ中なか、カナタは教え子たちを見み渡わたし、

「こういうのに詳しいのは誰だれだろ？　ミソラ、お前はなんか知ってるか？」

「あ、あの……あ、あれには……」

　げっ!?　あ、あたしに振ふるなんて……っ!?　ミソラが返事に窮きゆうする。

「どうなのミソラ・ホイットテール。はっきりと答えなさい」

　フロンに睨にらみつけられ、ミソラは眼を逸そらしそうになりながらも、

「も、もちろんトリックですっ!?　な、仲間うちの秘密なので詳しいことは言えませんけど……っ!?」

「たしかに……そういう仕込みとかありそうね」

　不思議そうにしながらも、フロンはやや納なつ得とくした表情を零こぼした。

　一方で。スパルタ指導に苦しむヘカテーちゃんを助けたレクティは、会場の外であるにも拘かかわらず、多くのペットたちに囲まれていた。どうやらヘカテーちゃんと似たような境きよう遇ぐうのペットたちが、レクティの勇気を目まの当たりにし、思わず集まってしまったらしい。

「あうあうっ!?　お友達の動物さんが増えたのはうれしいですけど、こんなに大勢で寄ってこられても困ります……っ!?」

　口ではどこか困ったように言いながらも、レクティは幸せそうな様子だ。

　だが、相棒のピヨちゃんはそうでもないらしい。

「きゅぴー、きゅぴっぴ」

「えっ!?　『勝手にマスターに近づくのは禁止です。これ以上近づいたら赦ゆるしませんよ』ですか。落ち着いてくださいピヨちゃん。この子たちはほら、みんないい子ですよ」

「ニャー」「ワン」「ペン」

「きゃ、舐なめないでください……っ!?」

「きゅぴー、きゅぴっぴ」

　ペットたちの輪からはみ出されたピヨちゃんが、大勢のペットたちに囲まれた大事な飼い主マスターのもとへ、どうにか近づこうと奮ふん闘とうしていた。そこへ、

「レクティさん、本当の意味でわたくしの負けですわ。ヘカテーちゃんに厳しく躾しつけることばかりで、愉しく過ごすということを忘れておりましたわ」

　反省したシャルロッテが歩み寄ってきた。

「それとピヨちゃんの件でお話がございますの。そのピヨちゃん、医メ療デ医イ学ス科ンで詳しく調査させて頂けませんでしょうか？」

　ま、まずいっ!?　ミソラたちの顔色が一瞬で変わった。これでもシャルロッテは、医メ療デ医イ学ス科ンの学生なのだ。生物に関する造ぞう詣けいの深さなら、フロンの比ではない。

「どうもふつうのヒヨコと違ちがうようですし、ひょっとしたらそれはヒヨコではなくて、いまだ生態系が詳しく知られていない……」

　青い貌をするミソラたちの前で、シャルロッテが真相に迫せまろうとする。だが、

「ピ、ピヨちゃんはヒヨコじゃないんですか……っ!?」

「ええ。その子はヒヨコではなく、巨ガ怪ル……ってええぇぇっ!?」

　説明に気を取られていたシャルロッテの視線の先には、いまにも泣き出しそうな貌をしたレクティの姿があった。

「（ぐすん）ピ、ピヨちゃんは（ぐすん）こ、こんなにかわいいのに（ぐすんぐすん）ヒヨコじゃないんですか……っ!?」

　困こん惑わくするシャルロッテ。すると彼女は、周りのペットたちからじっと様子を窺われているのに気づいた。言外にどうするんだよ？　と咎とがめるような視線だった。

　しばし悩んだ挙句、シャルロッテは笑顔を取り繕つくろい告げる。

「ヒ、ヒヨコですわね……っ!?」

「えへへっ、そうですよね……っ！」

　にっぱりとした微笑みを、レクティは零した。







　ペットコンテスト翌日。お昼休み。

　小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

『奇き跡せきのヒヨコ、現る！』　その日にペットコンテスト運営委員会が発表した広報には、でかでかとレクティとピヨちゃんの写真が掲けい載さいされていた。

「ふーん、一いち躍やく有名人になったみたいだな」

「そ、そのぅ……きょ、恐きよう縮しゆくです」

「きゅぴ」

　恥はずかしいと言わんばかりに、レクティは俯うつむいた。有名人になった人特有の増長とは程ほど遠とおい性格なのだ。ピヨちゃんはレクティの膝ひざ元もとで、気持ち良さそうに涼すずんでいた。

　と。そんな彼女の傍らでは、修理されたクーラーから放たれる冷気を堪たん能のうするミソラたちの姿があった。

「一時はどうなるかと思ったけど、レクティとピヨちゃんのお陰かげでクーラーが修理できてよかったわ」

「ふっ、今日はもう小隊室の外に出たくないな」

「ダメですよリコさん。でも、涼しいのは確かですね」

「うぬ。本当に涼しいですな」

　などと、こちらも涼しさを満まん喫きつしている。

　それもこれもレクティとピヨちゃんのお陰だと、感謝の念を込こめて一人と一いつ匹ぴきを見み護まもるミソラたち。そんなとき、どこからか入り込んだ蠅はえがピヨちゃんに纏まとわりつくのが見えた。払はらっても払っても纏わりついてくる煩うるさい蠅に対し、ピヨちゃんが「きゅぴ」と意を決したように鳴く。そしてエアコンの方角に逃にげていく蠅に対し、ピヨちゃんは口元に火球を作りだし、

「「「「ちょ、ちょっと待って……っ!?」」」」

　ミソラたちの制止を聞かず、致ち命めい的な一いち撃げきを放った。

　こうして『ピヨちゃんとの想おもい出～ペットコンテスト編～』は幕を閉じた。




「今回も愉しかったね、ピヨちゃん」

「きゅぴ」


（初出：ドラゴンマガジン２０１５年９月号）









　　　第四章　桁けた外はずれのニューパーソナリティー







　──これは学内選せん抜ばつ戦を控ひかえた時期の話だ




　夜間。アルテミア寮りよう。ミソラとレクティの部屋。

「こほっ、こほっ。こほっ、こほっ」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハの視線の先には、苦しそうにせきこむ、長く艶つややかで紅あかい髪の少女──ミソラ・ホイットテールの姿があった。彼女は貌かおが上気し、チカラなく机に突つっ伏ぷすようにしている。

「こほっ、こほっ」

　もとよりこの日は体調が悪そうだったのだが、完全に悪化してしまったらしい。ここのところ訓練漬づけだったせいで、疲ひ労ろうがたまっていたのだろう。

　淡あわいピンク色のパジャマ姿で、レクティは不安そうに歩み寄る。

「ミソラさん。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「うん、問題ないわよ。これくらい……」

　へっちゃらだって、と言いかけ、ミソラが再びせきこむ。

　テーブルの上には、風か邪ぜ薬ぐすりの箱や水の入ったコップがあった。風邪薬の包装シートが空からになっていることを確かく認にんしたあと、レクティは優やさしくミソラの背中を摩さすってあげる。

「そのぅ……今日はお風ふ呂ろに入らずに寝ねたほうがいいみたいですね。自分で着き替がえすることはできますか？」

「これくらい平気よ。あたしって、頑がん丈じようさが取り柄えだし……こほっ、こほっ」

　ミソラが椅い子すから立ち上がる。しかし膝ひざが震ふるえており、どうにか踏ふみ出す足もおぼつかない。

　生まれたばかりの子こ鹿じかのように弱々しい足取りだった。

「あのぅ……本当に大丈夫ですか？　そのぅ……念のために、お医者さんのところに行きませんか？」

「だ、だいじょうぶだって……これくらい、どうって……こと……」

　言いかけ、不意にミソラは床ゆかに倒たおれた。頭をもろに叩たたきつけたまま、うんともすんとも言わない。

「ミ、ミソラさんっ!?　し、しっかりしてくださいっ!?　ミソラさん……っ!?」

　夜中のアルテミア寮に、レクティの悲鳴のような声が響ひびき渡わたった。







　ミソラが倒れた翌日。

　昼休み。Ｅ６０１小隊室。

「ミ、ミソラが風邪で倒れた、だと……っ!?」

「ば、馬ば鹿かなっ!?　あやつはお馬鹿なのに、風邪を引いたというのか……っ!?」

　ビーナス像の現うつし身のような少女──リコ・フラメルと、月の光を集めたかのように輝かがやく銀色の髪かみの少女──ブレア・アイゼナッハが驚きよう愕がくした。

　レクティから、ミソラが倒れた、という報しらせを聞かされた直後の反応リアクシヨンだった。

「リコさん、ブレアさん。言いたいことはわかりますが、せめて心配してあげましょうよ」

　さらっとした濃のう紺こん色の髪に、エメラルドブルーの瞳ひとみの少女──ユーリ・フロストルが、やんわりと窘たしなめた。

「あのぅ……風邪って簡単に言いますけど、昨日は大変だったんですよ。一時は、気絶してしまったくらいなんですから」

　昨晩は本当に大変だった、と思いながら、レクティは簡単に経けい緯いを説明する。

　風邪で倒れてしまったミソラに驚おどろき、慌あわててカナタを呼びに行ったこと。そしてカナタのチカラを借りて、ミソラを急きゆう患かんとして病院へ運び緊きん急きゆう入院が決定して、点てん滴てきを受けている最中に、眼めを覚ましたこと。

　そのあと、さらに重大な事態が起こったと説明しようとしたところで、

「それで、ミソラはいまどうしているんだ？」

「そのぅ……本当ならまだ入院するべきなんですけど、お医者さんの制止を振ふり切って、強ごう引いんに登校しているんです」

「あまり酷ひどい風邪ではなくて、よかったですね」

　ユーリから声をかけられ、レクティが言葉を濁にごす。

「たしかによかったことはよかったんですが……あのぅ……問題があって……」

　ちょうどそのとき、小隊室のドアががらりと開き、皆みんなが待ち望むミソラが姿を現した。だが、ミソラを見た全員が、たちまち怪け訝げんそうに眼を細めた。

　それもそうだろう。入室してきたミソラは、なぜかリコと同じ紅あか縁ぶち眼鏡をかけ、怜れい悧りそうな眼つきをしている。眼つき同様、表情や雰ふん囲い気きも引き締しまっており、元気一いつ杯ぱいで感情の起き伏ふくが激しい女の子から一転、冷静で、理性溢あふれる才女といった雰囲気を放っていた。

　しかも、極きわめつきに──

「なんだね、キミたち？　そんなにわたしをじろじろ見て？」

　紅縁眼鏡をくいっと押し上げ、やたらと知性的な話し方をしてみせたのだ。

「「「…………（なんだね、キミたち……？）」」」

　まるで宇宙人エイリアンでも見たかのように、リコたちが眼を細める。事前に事情を知っていたレクティでさえ、まだどこか困惑を隠せない。

　そんな中で、ブレアがミソラに歩み寄る。

「うぬ。ミソラ、そなた元気そうでなによりだな。だが、まだ風邪の治りたてであろう。これを食べて、元気を出すがよいぞ」

　ブレアの手には、コンソメ味のポテチの袋ふくろが握にぎられていた。それを見て、ミソラが眉まゆを顰ひそめる。

「ブレア君、どういうつもりだねこれは？」

「そなたが好きな、ポテチのコンソメ味である。それとそなた、その面めん妖ような話し方はいったいどうしたのだ？」

　ブレアの言を無視し、ミソラは呆あきれたように溜ため息をつくと、ブレアから受けとったポテチを開かい封ふうせずに、隅すみにあるゴミ箱へと捨てた。

　厚こう意いを無下にされ、ブレアがたちまち声を荒あららげる。

「なっ!?　そなた、私のせっかくの厚意になにをする……っ!?」

「厚意？　ブレア君、キミは病やみ上がりのわたしに、ポテチを、渡すことを、厚意と呼ぶのかね？」

　一語一語を不快気に区切るその話し方に、ブレアが言葉に詰つまる。ブレアが知る限り、こういうときにミソラは、素す直なおにポテチを受け取って喜ぶはずである。間ま違ちがっても、ブレアを咎とがめることなどない。だが、

「いいかね、ブレア君。ポテチは脂し肪ぼう分と塩分が高く、ビタミンなどの栄養価が低いスナック菓が子しだ。場合によっては、化学調味料などで味が調ととのえられており、摂せつ取しゆすることで脳内に快楽物質であるドーパミンを分ぶん泌ぴつする。ドーパミンは快楽ホルモンとも呼ばれ、人間にポテチを食べると幸福だと思わせることで、ずっとポテチを食べ続けたいという依い存ぞん状態を生み出してしまう。つまり、脂肪分と塩分が高いポテチに、わたしが依存する可能性があるということだ。ポテチを過か剰じよう摂取し続ければ、最悪肥満や生活習慣病にかかる可能性だってある。それをキミは、わたしに食べさせようとしたのだ」

　そう言って、ミソラがブレアの胸を小こ突づく。

「さて、ブレア君。なおもキミは、このわたしに、ポテチを渡すことが正しかったと主張するのかね？」
















「その……すまぬ。私が間違っておった」

「ふむ。わかればよろしい」

　まるで狐きつねにつままれたような表情で、ブレアが席に戻もどる。傍かたわらで話を聞いていたリコとユーリは、こ、これが本当にミソラか……っ!?　と心底驚いた貌をしていた。

　本音を言えば、眼の前にいるのはミソラではなく、ミソラの皮を被かぶった新種の変キ異メ種ラという可能性を疑ってすらいる。さきほどの理路整然とした喋しやべり方をする少女がミソラだと信じるよりも、そのほうがまだ納なつ得とくできるのだ。

　今度は、ユーリが声をかける。

「ミソラさん、本当にどうしたんですか？」

「ユーリ君。発言の意図を理解しかねるが……いったいなにが言いたいんだね？」

「け、敬語ですらない……!?」

　あまりの変わりように、驚くユーリ。従来であれば、ミソラはユーリに対し、言葉遣づかいがもっと丁てい寧ねいなのだ。ユーリは上級生であると同時に特務小隊ロイヤルガードにも属し、《ミストガン》の頂点に立つ者のひとりであるのだから当然の対応だろう。

　しかし、紅縁眼鏡のミソラは平然と述べる。

「ユーリ君は先せん輩ぱいだが、わたしは小隊長だ。小隊を統すべる者が、部下に対し普ふ段だんから敬語を使うことがあれば、いざというとき指揮系統に混乱を招く。船頭多くして船山に登るでは困るのだよ。隊内の規律を引き締める意味でも、上下関係ははっきりさせるべきだと思うのだが、ユーリ君はどう思うかね？」

「その……い、いいと思います……っ!?」

　確固たる信念に基もとづいたミソラと、その論理的な口調に気け圧おされ、ユーリはあっさりとミソラの主張を認めてしまった。

　な、何者なんだこのミソラは……っ!?　リコたちの視線は、ミソラの事情を一番知っている、レクティに向けられる。

「あのぅ……ミソラさんには、新人格が生まれたようなんです」

　人格が変わったミソラを見やり、レクティが弱ったように説明する。

　気絶から目覚めて以来、ミソラはずっとこんな調子なのだ。レクティは医師に心当たりを尋たずねられ、ミソラが気絶したときに頭を床に強打していたことを伝え、ミソラの頭部のＣＴ検査をしてもらった。

　だが、ＣＴ画像に異常は見られなかった。その後も病院で詳くわしい検査をしたが、まだ原因は判明していない。当直医の手に負えるレベルではなく、夜間に叩き起こされた医療医学科長メデイスンリーダーがミソラの担当を引き継つぎ、現在検査データを精査中とのことだ。

　ミソラはまだ微び熱ねつがあるが、なぜか得意になった弁論を駆く使しして医師の制止を振り切り、登校しているという次し第だいである。しかも検査中の空いた時間に、病院に置いてあった本をぱらぱらと捲めくるように読み漁あさり、その内容を暗記してしまったというからこれまた驚きである。ミソラ曰いわく──瞬しゆん間かん記き憶おく能力があるとのことだ。

　眉まゆ唾つばものの話に、試しにレクティは、本科生向けの教科書『航空力学的見地における、滑かつ空くう飛行の可能性について』の53頁ページ一行目から暗唱してほしいと注文してみた。するとミソラが、本当にその頁に書かれている内容を暗唱し出したのである。これには居合わせたカナタや医療医学科長メデイスンリーダーも、目を白黒させていた。

「そ、それは……かなりの重じゆう症しようですね……っ!?」

「むぅ。もうミソラをお馬鹿扱あつかいできぬということか」

　明らかに戸と惑まどうユーリとブレア。しかし、リコはまだどこか余よ裕ゆうありげだった。

「ふっ、急に頭がよくなったとはいえ、しょせんミソラだ。覚えられる知識の量や応用力にも限りがあるし、目を瞠みはるようなドジという天性の欠点は直らない」

　その言を聞き、レクティたちは普段のミソラのイメージを思い浮うかべる。脳のう裏りを過よぎったのは、収束ストラ魔イクブ砲ラスターでうっかり自宅を破は壊かいした逸いつ話わや、交流学校の際にブレアに対しうっかり殺傷攻こう撃げきを行ったことなど……どん臭くさく致命的なものばかりだ。

　いくら人格が変わったところで、ミソラの天性の欠点は直らないだろう。いずれ取り返しのつかないドジをする、とレクティたちは思う。それに──

「そのぅ……なんだかいまのミソラさんは、あんまりお近づきになりたくないです」

「であるな。はやく、もとのおミ馬ソ鹿ラに戻らぬものか」

「このミソラさんには、無茶苦茶でとんでもないことをするけれども、何な故ぜか許せてしまう、いつもの愛あい嬌きようがないんですよね」

　以前のミソラは、お馬鹿ゆえに、小隊長として親しまれていたのだ。しかしこのミソラは、怜悧で隙すきがないため馴な染じみ辛づらそうだ。そんな中、小隊室のドアが開き、長身瘦そう軀くで黒くろ髪かみの少年──カナタ・エイジが貌かおを出した。

「みんな揃そろってるみたいだな。ミソラの件については、俺のほうでなんとかするよ」

　問われるより先に、カナタは得たばかりの情報を伝達する。

「人格が変わった原因はまだ不明だけど、医療医学科長メデイスンリーダーからの途と中ちゆう報告によれば、ミソラがかかった風邪はただの風邪じゃないらしい。医療医学科長メデイスンリーダーから大事な話があるみたいだから、俺はこれからそっちに貌を出すよ」

　そのあとカナタは、ミソラを見やる。彼女の強い要望ゆえ小隊活動への参加を認めたが、ミソラはまだ微熱があるのだ。大事には至らないだろうが、カナタは念のために注意喚かん起きしておく。

「それとミソラ、お前は病み上がりなんだから無理をしないようにな」

「ふっ、体力には自信がある。病み上がりであっても、小隊活動には支障はないと約束しよう」

　さっと後ろ髪がみを搔かきあげ、ミソラが言い放った。直後に、突つき刺ささる視線を感じたように、ミソラはそちらを見やる。窓まど際ぎわの席から、リコが睨にらみつけていた。

「どうしたんだリコ君？　じろじろとわたしのほうを見て？」

　そのとき、レクティはふと思う。リコさんは、ミソラさんを小こ馬ば鹿かにしながらも、認めていたはず。だからこそ、この新人格を認めたくないに違いない。

　きっと、もとのミソラさんに戻れと言うはずだ。

　レクティが見守る中で、リコはおもむろに口を開く。

「たかがミソラの癖くせに、理性的インテリジエンスなキャラが、どことなくわたしと被るのが気に入らない」

　そ、そんなことですか……っ!?　とレクティが呆れ果てる。

「なるほど。リコ君の言いたいことはよくわかった」

　澄すまし貌で、ミソラが言い放つ。

「たしかに、小隊内でのキャラは少し被るかもしれない。が、そんなことはすぐに気にならなくなるよ。わたしが小隊長を務めるＥ６０１小隊は、個々人の才能をより磨みがき上げ、お互たがいがお互いを認め、尊重し合える小隊にするつもりだからね。そのために、幾いくつか計画を考えておいた」

　その言を聞き、飄ひよう々ひようとカナタが言い放つ。

「じつは今日の訓練メニューについて、ミソラから『任せてほしい』ってお願いがあって、俺が許可した。いまのミソラは頭がいいし、もしかしたら、お前らにもいい刺し激げきになるかもしれねーしな」

　これが本当にいい刺激になるとは……この時点では、カナタですら思いもよらなかったに違いない。







　午後の実技訓練時間。訓練グラウンド。

　リコたちを集め、ミソラはこの日の訓練について説明する。

「フォーメーション戦術ですか？」

「そうだ」

　ユーリに尋ねられ、ミソラが堂々と告げる。

「これまでＥ６０１小隊は、相手の戦術に応じて、フォーメーションを組むことが多かった。だが、それでは主体性に欠けつ如じよしていると言わざるを得ない。なぜなら、相手の戦術に応じるということは、先手を常に相手に譲ゆずっていることを意味するからだ」

「あ、あのぅ……ですけど、それは無理があるんじゃ……」

「何が無理だと言うのだね？」

「簡単な話である。そなたの言うことを実じつ施しするためには、指揮官に高度な戦略眼が求められる。しかも、フォーメーションを仲間たちに充じゆう分ぶん理解させる必要もあろう」

「ブレアさんの言う通りです。そのぅ……いまのＥ６０１小隊に、そんなことができるとは……」

「やれやれ。愚ぐ問もんだね、レクティ君ブレア君。わたしが可能と判断したからこそ提案したのだよ」

　不安を拭ぬぐい去るかのように、ミソラがチカラ強く言う。

「わたしが飛行しながら、全体の動きを把は握あくして指示を出す。キミたちが把握しきれぬ、大局的な視点に立ち、戦術を組み上げ実行する。必要なのはたったそれだけのことだ」

　た、たったそれだけ……っ!?　レクティとブレアの脳裏を、電流が奔はしり抜ぬける。これまでのミソラは、それができなかったのだ。

　空の戦せん闘とうでは、地上での平面的な戦術よりも複雑な、立体的戦術を把握する知性が必要になる。これがなかなか奥深く、集団戦に不慣れなアイゼナッハの二人が苦手とするところだったので、なおさら驚おどろいていた。

「そのぅ……本当にそんなことができるんですか？」

「むろんだ。できなければ、わたしを小隊長から引きずりおろしてかまわない。仲間を導けぬ小隊長など、首をはねられても仕方がないからな」

「そのぅ……なんだかこのミソラさん、本当に頼たよりになりそうですね」

　躊躇ためらいがちに、レクティが言った。どうやら覚かく悟ごの深さに、感かん銘めいを受けたらしい。それには、ブレアも同感だった。

　だが、相手はうっかり屋であるお馬鹿だ。どうせ取り返しのつかないドジをするのであろうな、とブレアはまだ懐かい疑ぎ的だった。

「では、今日はまずフォーメーション魚鱗防御陣スケイルガードで、敵てき陣じんを突とつ破ぱ。その後、敵背後に鶴翼の陣クレインウイングで展開。こちらの動きに呼応した敵に対し、挟きよう撃げきを仕し掛かける。飛行速度、継けい戦せん能力に優すぐれたわたしが陣形の起点だ。各自、わたしの動きに注意するように」

　むっ、それには問題があるな、と思ったブレアが指し摘てきする。

「だがミソラ、対戦相手はどうするのだ？　いくらそなたが優れておっても、対戦相手がおらねばその訓練はできぬぞ。しかも、落ちこぼれ呼ばわりされている私たちの訓練に付き合ってくれる奇き特とくな小隊が必要だ」

　普段のミソラなら、この手の問題を独力で解決することはできない。ブレアの知る限り、この場合は貌が広いユーリのサポートが必要なはずだ。しかし、この日のミソラは一味違った。

「案ずるなブレア君。対戦相手はＢ２２７小隊を用意してある。後方支援科ロジステイクスのハリー君たちから提供された、幾つか恥はずかしい秘密を公表すると伝えたら、快く応じてくれた」

　そう言って、ミソラは恥ずかしい秘密が書かれたメモを掲かかげてみせた。

　その手際のよさに、おおっ！　とブレアが感心した。ちょうどそのとき、抗こう議ぎの声がする。

「こ、快く応じてないですよ……っ!?」

　ブレアが振ふり向くと、そこにはアッシュブロンドの短たん髪ぱつで、ハイテンションな少女──リリィ・ランカスターと、その仲間たちの姿があった。

「ミソラさんっ！　あなたね、キャラが変わっていることにツッコミを入れたいですけど、でもその前にメモを渡わたしてもらいますよ……っ！」

　訓練相手を務めるのを嫌いやがったリリィが、ミソラへと摑つかみかかった。ブレアが知る限り、接近戦のセンス皆かい無むのミソラに、この状じよう況きようを逃のがれる術すべはないはずである。

　だが予想に反し、ミソラはリリィの袖そでを引っ張りあげ、重心を崩くずさせると同時に、素す早ばやく腰こしを捻ひねった。リリィの体が軽々と宙に浮いた直後、地面へ叩たたきつけられる。

「こらこらリリィ君。キミが邪じや魔まをするせいで、貴重な時間を九秒も無む駄だにした。もしこれ以上邪魔をするようなら、次は手加減しないがどうするかね」

「その……ご迷めい惑わくをおかけしました」

　底知れぬミソラに気け圧おされ、呆ぼう然ぜんとしたリリィが謝罪する。するとミソラが手を差し出し、リリィがその手を取って起き上がった。上下関係がはっきりした瞬しゆん間かんである。

　そんな光景を目撃したブレアは、このミソラは本当にできるやもしれんっ!?　と眼を瞠っていた。上級生のリリィを容易たやすく手て懐なずけ従える風格が、いままでのミソラにはない、小隊長としての威い厳げんを覚えさせたのだ。

　しかし、武の達人を思わせる、先さき程ほどの流りゆう麗れいな体術はいったい？

「ミ、ミソラっ!?　その体術はどこで身につけたのだ……っ!?」

「ああ。いまの動きのことか、昨晩病院で読んだ本に書いてあったんだ」

　な、なにっ!?　では、本にあった知識だけで、あの体術を、体得したというのか……っ!?　そのあまりのハイスペックさに、ブレアは絶句する。

「では、訓練を始めるぞ。各員の健けん闘とうに期待する」

　そしてレクティとブレアが気にかける中で、Ｂ２２７小隊相手に、Ｅ６０１小隊はフォーメーション戦術を駆く使しする。結果、相手の穴を穿うがつようなミソラの作戦指揮が冴さえ渡り、Ｂ２２７小隊相手に、Ｅ６０１小隊が完勝してみせた。

　フォーメーション戦術に不慣れなレクティとブレアは、このミソラは頼たのもしい、と心から思った。







　同時刻。医療医学科長メデイスンリーダーの研究室。

　大事な話があると呼び出されたカナタは、白衣を纏まとった細ほそ面おもての医療医学科長メデイスンリーダー──ジーノ・パッカードから、ミソラの病状について説明されていた。見てほしいと言われたモニターには、脳をサーモグラフィーで撮さつ影えいしたような映像が表示されていた。

「こちらが、ミソラさんの脳波テレメーター画像になります」

　頭に電極をくっつける検査で測定したものだ、とカナタは昨晩の説明を思い出す。たしか脳波テレメーターとは、脳にある各器官の活性具合を調べるものだ。

　指し棒を用いて、ジーノが説明する。

「脳には理性を司つかさどるといわれる、大脳新皮質という器官があります。ちょうどいま、指し棒でなぞっている範はん囲いですね。……その中でも、ここの部分が白くなっているのがわかりますか？　異常に活性化しているのです。ここは前頭葉と呼ばれる部分で、人格形成や性格を司っていると考えられています。そしてこれが、一いつ般ぱん人じんの脳波テレメーター画像になります」

　新たに追加された画像と、ミソラのものを見比べる。そしてカナタが、呆あきれたように口を開いた。

「一般人の大脳新皮質には、緑色とか青色の部分があって、一部が赤くなってるだけだけど。ミソラは最低でも赤で、前頭葉に至っては真っ白じゃんか」

「ええ。その通りです。それと念のために断わっておきますが、ミソラさんのＣＴ画像には一いつ切さい異常が見られません。漫まん画がなどでいう頭をぶつけて性格が変わった類ではないようです」

「つまり、ミソラの性格が変わったのは大脳新皮質が活性化しているから、か」

「はい。過去に例がないケースなので判断に苦しみますが、その可能性が濃のう厚こうです。それとミソラさんの人格がもとに戻もどるかどうかは、いまだに続いている微び熱ねつがポイントになると思います」

　その後、ジーノがミソラの風か邪ぜについて推論する。

　それは医療の世界では、いまだに解明されていない病びよう原げん菌きんが無数にあり、ミソラもその中のひとつに感染したのではないか？　という内容だった。もっとも、人格が理性的になり頭脳が明めい晰せきになる病原菌に感染する確率は、この星に巨きよ大だい隕いん石せきが衝しよう突とつするより低いらしいが。

　あいつ、本当にドジだな、とカナタが呆れる。

「いちおう通常の熱冷ましも投とう与よしたのですが、効果が見られません。製せい剤ざいのために一日時間を頂きますが、強力な熱冷ましを作っておきましょう」

「助かるよ。……それと、今後気をつけたほうがいいことは？」

「そうですね。これからお伝えすることはあくまで移植手術で、他人の臓器を得た患かん者じやのケースですが、移植後に性格が変わることが稀まれにみられるようです。そのことで、周囲の人間が戸と惑まどうケースが報告されています」

　そう前置きしたあと、ジーノが説明する。

「おそらくはミソラさんの場合も、新しい人格のミソラさんを、周囲の人が受け入れられるかどうかが問題になるでしょう」







　夜間。アルテミア寮りよう。食堂。

「寮生ではないわたしを食堂に連れてきて、どういうつもりだ？」

「単純な話だ。これから一いつ緒しよに食事を摂とる」

　不ふ機き嫌げんそうにリコから問われ、ミソラがはっきりと答えた。

　訓練終しゆう了りよう後、マンションに帰ろうとするリコの腕うでをミソラが引っ張り、強ごう引いんにアルテミア寮へ連れてきたのだ。普ふ段だんのミソラ相手なら、リコは余よ裕ゆうであしらえたはずだが、このミソラの行動をあしらうのは難しいらしい。

　や、やりますねっ!?　あのリコさんを従えつつある……っ!?　新しいミソラの行動力を、ユーリが密ひそかに評価する。

　しかし、先せん輩ぱいとしてつい口を挟んでしまいたくなる点もあった。

「ミソラさん。寮生ではないリコさんの分の食事は……」

　そう。リコは寮生でないから、食事は用意されていない。

　だがミソラは心外そうな貌かおで、

「ユーリ君。キミはわたしを馬鹿にしているのかね？　リコ君が寮生でないことなど、承知している。その上でわたしは寮りよう監かんに相談し許可を得て、特別に食事を用意してもらっているからこそ、リコ君を食事に誘さそったのだ」

「そ、そうですよね……っ!?」

　やはり、このミソラには隙すきがない。どうも馴な染じみ辛づらいんですよね、とユーリが対応に苦く慮りよする。食堂について間もなく、それぞれの食事を寮監が配はい膳ぜんしてくれた。全員揃そろってテーブルにつくと、ミソラが口を開く。

「さて、これがキミたちの分の食事だ。遠えん慮りよせずに召めし上がりたまえ」

「なるほど。個々人に応じてメニューを変えてあるんですか。個人に応じた栄養表までつけてあるんですね」

「ああ。食事は科学的に管理しなければな。如い何かに訓練を高度にしたところで、肉体がついてこれなければ意味がない。そして健全な肉体を作るには、適切な栄養摂せつ取しゆが不可欠だ」

　本当によく考えているんですね、とユーリがミソラに深い感銘を覚えた。訓練内容に拘こだわる学生は多くあれど、食事に拘る学生はそう多くない。

　食事の科学的管理は、ちょうどユーリが仲間たちへ提案しようと考えていたことなのだ。

「どうしたユーリ君、そんなにわたしをジロジロ見て？」

「い、いえっ!?　な、なんでも……っ!?」

　このミソラさんは頼たよりになるかもしれない、とユーリは思い始める。

「そういえばミソラさん、個人の栄養表を作るのに必要だった体重や身長の数値は、どこで入手したんですか？」

「ああ。わたしは小隊長だからね、事情を説明し、保健医から入手した。安心してくれ、キミたちの個人情報に関かかわる部分については、保健医はむろんのこと、わたしと管理栄養士も口外することはない」

　こちらの意図を瞬時に理解する、デリカシーがあることもユーリにとって好印象だ。しかも──

「レクティ君、キミはもう少し食事量を増やしていい。ブレア君、ブロッコリーを残すな。リコ君、キミは肉を口にしなさい」

「むっ、わたしは肉を食べないぞ」

「そうはいかない。タンパク質は重要な栄養源だ」

「だが、太る。いくら小隊長命令でも却きやつ下かだ」

「太らない。これからはきちんと、わたしがカロリーを計算するからな。今日のキミの運動量から考えて、消費したカロリーは二千キロカロリーを遥はるかに超こえる。今日の食事のメニューを考こう慮りよしたところで、充じゆう分ぶん計算以内に収まる。具体的には、朝食と昼食の分を──」

　説明を聞き、リコがしぶしぶ肉を食べ始めた。

　す、すごいっ!?　ユーリが眼めを輝かがやかせた。このミソラさんには、あのリコさんすら導くリーダーシップがある……っ!?

　そんなとき、不意にミソラから声がかかる。

「ユーリ君、キミは鉄分を意識して摂るように心がけろ」

「なぜわたしは鉄分なんですか？」

　ユーリの耳元で、ミソラが囁ささやく。

「（毎月ある、あれが辛つらいのだろう。キミが、保健医に相談しているのは知っている。あれは鉄分まで失ってしまうからな）」

「（～～～～っ!?　そ、そんなことまで知っているんですか……っ!?）」

　貌を真っ赤にしたユーリを一いち瞥べつしたあと、ミソラが仲間たちに告げた。

「これからは科学的管理法を導入するので、キミたちの食事内容はわたしが管理する。断わっておくが、ポテチは禁止だ。不健康だからな」

　すでに、このミソラを受け入れていたレクティとブレアはもとより、ユーリも反論しようとは思わなかった。リコはまだむすっと反はん抗こう的な眼を向けているが……時間の問題だろうと思う。

　そんなとき、予あらかじめ用意していた紙かみ袋ぶくろを、ミソラがユーリに手て渡わたしてきた。

「それとユーリ君、これはわたしからのプレゼントだ。毎日寝ねる前に、これを飲んでくれ」

　紙袋の中身を検あらため、ユーリが言う。

「プロテインですか？　でも寝る前に、飲んだら太るんじゃ……？」

「それは迷信だ。就しゆう寝しん中に筋肉は形成されるから、就寝前摂取は最適なタイミングだ。それに適度なたんぱく質の摂取は肌はだ艶つやをよくし、血行促そく進しんにも繫つながる。ユーリ君なら、意中の殿との方がたを、容易たやすく籠ろう絡らくすることができるようになるだろう」

　と、殿方を、ろ、ろろろ、籠絡……っ!?　その言葉は、恋こいする乙女おとめであるユーリにとって蠱こ惑わく的なものだった。

「あ、ありがとうございますミソラさんっ！　その……なんだかわたし、とても元気が出てきました……っ！」

「ぬぅ、ミソラ。ユーリ先輩にだけずるいぞ」

「あのぅ……わたしたちにも、ほかになにかないんですか？」

「ははは。落ち着きたまえ。ちゃんとキミたちの成長に応じたプランは作ってあるよ」

　そういって、ユーリをはじめレクティやブレアも、ミソラの話に耳を傾かたむける。どうやらこの三人は、完全にミソラを信しん頼らいしきっているようだ。







　夕食後。アルテミア寮。談話室。

「わたしは絶対にミソラを認めないぞ」

　ソファーに腰こしかけたリコは、新しいミソラを絶賛するレクティとブレアに主張する。

「わたしの知る限り、ミソラはお馬ば鹿かな小隊長だったはずだ。それも、自宅を収束ストラ魔イクブ砲ラスターで破は壊かいするほどの底そこ抜ぬけのお馬鹿だ。だというのになんだ、あの小隊長としての威い厳げんは？」

「そのぅ……落ち着いてくださいリコさん……っ！」

「そうである。ミソラがお馬鹿でなくなるのは、よいことではないか」

　二人から諭さとされるが、リコは不機嫌そうな貌つきを崩くずさない。寮生でないリコは食後すぐに帰ろうとしたが、ミソラはまだ用事があるらしい。リコが帰らないように、レクティとブレアに見張るように指示したあと、ユーリと一緒に談話室の隅すみで話し合っている。

　いったいなんの話をしているんだ？　とリコが怪け訝げんに思っていると、やがてミソラとユーリが戻ってきた。

　ブレアが問う。

「なんの話をしていたのだ？」

「三番区の都市再開発計画の試案について相談されました。なかなかいいアイデアがなくて、現状の案に対する改善策を、学内で一般公こう募ぼしていた案件ですね。ミソラさんのアプローチによる、都市経済学における経済の効率化と、学生風紀を踏ふまえた学内秩ちつ序じよの維い持じ向上の関係に不備がないか確かく認にんしていたんです」

「そのぅ……なんだかすごく難しそうな話ですね」

「ええ。ですが話を聞いているうちに、さすがミソラさんだと感心してしまいました」

　なにがさすがミソラだ、とリコは半ば呆あきれたように胸中でつぶやく。

　ついこの間まで、Ｅ６０１小隊の中の知性キャラは、リコの立ち位置だったのだ。それをお馬鹿だったはずのミソラに奪うばわれるなんて、あってはならないことだ。

　と。リコの視線の先には、ミソラが持参したファイルがあった。

「ミソラ、そのファイルの中身を見てもいいか？」

「かまわんよ」

　ユーリが絶賛した資料に、リコが眼を通す。

　ここぞというときに、思いもよらぬドジをかますミソラのことだ。どうせ計算違ちがいがあるに決まっている。そんな邪じや推すいをしながら読み進めたが、

「くっ……人口の流動性や過か疎そ地域の分布を踏まえた、空間の重要性もきちんと考慮されている。この区分けなら、現状の《ミストガン》よりも、産業地帯を効率的に利用できるな。しかも、限定空間における製造業の活性化と、居住区の治安性の向上も可能だ」

　リコは思わずミソラを見やり、こ、これがミソラか……っ!?　と驚きよう愕がくする。するとミソラは紅あか縁ぶち眼鏡をくいっと押し上げ、見み透すかしたように言ってくる。

「ふっ、リコ君。キミには、わたしの都市再開発計画が理解できるようだね」

　ミソラから滲にじみ出る威厳のオーラに吞のまれ、リコは一いつ瞬しゆん眼の前の人格を認めそうになった。だがすぐに、はっと我に返り、

「わ、わたしはもう帰るからな……っ!?」

　このままここにいたら、女め神がみの誇ほこりが失われる。ミソラを認めてしまうことを恐おそれたリコが立ちあがり、ミソラの脇わきを抜ぬけ、談話室をあとにしようとした。しかし、

「いいや、待つんだリコ君」

　退室しようとするリコの背に、ミソラが言い放つ。

「もうすぐここに空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが来る。都市再開発計画についてのプレゼンテーションを聞くためにだ。それをキミに行おこなってもらおう。なぜならそのために待っていてもらったのだからね」

『空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー』という単語に反応したリコが、談話室の入り口で「くっ！」と漏もらしながら、振ふり返る。

「な、なぜわたしがフロンにプレゼンテーションをする必要がある……っ!?」

「簡単な話だ。次期空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーにはキミが相応ふさわしいからだ」

「……なん、だと……っ!?」

　わ、わたしが、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに相応しいだと……っ!?　思いもよらぬことを口にするミソラに、リコが完全に吞まれる。今まで折を見て、その旨むねの発言をしてこなかったといえば噓うそになる。だが、周りの仲間たちは、悪い冗じよう談だんと捉とらえるばかりで、誰だれも本気にしたりはしなかったのだ。

「そんなに驚おどろくことではないだろう。キミの知性と美び貌ぼう、これからＥ６０１小隊で積み上げていくであろう実績を考慮すれば、当然の結果だ」

「そ、それほどでも……あるな」

　このミソラ、できるな。これまでの経けい緯いを含ふくめ、リコは一目置き始める。ちょうどそのとき、談話室に空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー──フロン・フラメルが姿を現した。書類仕事で多た忙ぼうな彼女は、出会ってすぐに不ふ機き嫌げんそうに言い放つ。

「ミソラ・ホイットテール。アルテミア寮りようにわたしを呼び出して、いったいどういうつもりかしら？」

「用件は、お昼休みに投書で伝えてあったと思うが」

「その話し方はなに？」

　鋭するどいフロンの双そう眸ぼうを受けても、このミソラは動じない。

「気にするな。では、リコ君。プレゼンテーションを始めてくれ」

「ふむ。いいか、よく聞けフロン」

　それから談話室で、リコがミソラの用意した資料を説明し始める。十人委員会でも、頭を悩なやませていた計画の改善案をすらすらと説明するリコに、フロンが驚きを露あらわにした。

「ま、まさかっ!?　本当にこれを、あなたたちが考えたの……っ!?」

「九割方を考えたのはリコ君だ。わたしは、リコ君にプレゼンテーションの場を提供したに過ぎない」

「この子が、本当にそんなことを……っ!?」

　思わぬタイミングで水を向けられ、リコが意外そうにミソラを見やる。しかしミソラは、フロンのほうを見たまま、視線を合わせようとはせず、

「驚くのも無理はない。キミは、自分の妹を過小評価しがちだからな」

　小隊長として仲間のことを思いやりながら、真しん剣けんにミソラが語る。

「身内に厳しいのは悪いことではない。だが、リコ君はキミが思っている以上に優ゆう秀しゆうな学生だ。妹いもうと君ぎみをもっと信頼してやってはどうだろうか？」

「「……………………」」

　フロンだけではなく、リコも沈ちん黙もくしていた。このミソラの小隊長としての懐ふところの深さに、フラメル姉妹しまいが完全に吞まれたのだ。

　しかも、いまのミソラは小隊を強くすることにも抜け目がない。

「それでだ。この都市再開発計画で削さく減げんされる予算の一部を、Ｅ６０１小隊に回してほしい。一般公募での賞品は図書カードだが、それでは小隊を強くすることに繫がらないのだ。削減される予算規模から見れば、数百分の一以下程度の金額だ。それを小隊の運営予算に回すと言うのであれば、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとしても文句はあるまい」

　フロン相手に物もの怖おじすることなく、ミソラは交こう渉しよう開始。粘ねばり強く腰を据すえて、話し合った結果──

「さてリコ君。キミのお陰かげで、Ｅ６０１小隊は臨時予算を獲かく得とくできた。明日あしたからの訓練は、より効率を追求したものを行えそうだね」

　姉と互ご角かく以上に渡わたり合える存在から声をかけられ、なんと答えていいやら、リコは言葉がすぐに出てこなかった。







　夜中。リコのマンションへの帰り道。

「そんなにこちらを見て、どうしたんだね？」

　ミソラから声をかけられ、リコは返事に窮きゆうした。なぜかミソラが、帰り道に自分をエスコートしてくれるらしい。フロンはミソラたちの提案を詳くわしく検討するため、急きゆう遽きよ執しつ務む室へと戻もどっていった。

　しばしの沈黙のあと、リコが言い放つ。

「……なぜわたしをこうまで重用するんだ？　わたしはキミにかなり酷ひどいことを言ったはずだが」




　──たかがミソラの癖くせに、理性的インテリジエンスなキャラが、どことなくわたしと被かぶるのが気に入らない




　いまのミソラに、もっとも不快感を覚えていたのはリコだった。その件は、ミソラも覚えているはずだ。

　だが、

「簡単な話だ。わたしは、キミを買っている」

　微み塵じんも気にすることなくミソラが言い放つ。

「この小隊において、キミの視野の広さ、状じよう況きよう判断力はずば抜けている。わたしが敵の集中攻こう撃げきを受け、状況が把は握あくできないときは、悩まずにキミに小隊指揮を任せるだろう。……いまはまだキミは平隊員だが、もうすぐわたしはキミに相応しいポストも用意するつもりだ」

「ポ、ポストを用意するだと……っ!?」

　陽ひを浴びることの少ないリコの人生にとって、それは衝しよう撃げき的な話だった。しかし、ミソラはここぞというときでうっかりをやらかす資質がある。

　はっと我に返ったリコが、大おお真ま面じ目めに問い返す。

「まさかポストとは、郵便受けの間違いではないだろうな？」

「それは冗じよう句くかね？　それとも、わたしを馬鹿にしているのかね？」

　妙みように空気が白けてしまった。自分をこうまで買ってくれるミソラに失礼な言動をしてしまったため、リコが珍めずらしく畏い縮しゆくする。

　しかし、ミソラはそんな胸中を見透かしたように、

「キミに失礼なことを言われた際、わたしは『キャラは被るかもしれないが、そんなことはすぐに気にならなくなるよ』と伝え、さらに『お互たがいがお互いを認め、尊重し合える小隊にするつもりだから』とも伝えた。……キミに失礼なことを言わせたのは、これまでのわたしの不ふ甲が斐いなさが原因だ。赦ゆるしてほしいリコ君」

　ゆ、赦してほしいっ!?　一瞬聞き違いか、と耳を疑うリコ。いまはわたしが謝罪するべきだというのに、このミソラは、むしろわたしに赦しを乞こおうというのか……っ!?

「し、しかし……」

　思わずリコの喉のどから、そんな言葉が出た。自信過か剰じようなリコでさえ、こんなわたしがこのミソラの仲間であっていいのかと疑ったのである。このことは、女神というリコの自己同一性アイデンテイテイが揺ゆらいでしまっていることを意味した。

「わたしには、キミが必要だ。どうか女神のチカラを貸してくれないだろうか？」

　自分のチカラにここまでの理解を示してくれた人物がいままでいただろうか。

　いや、いない。このミソラこそが、わたしの真の理解者だ。

　こうしてミソラは、たった一日で小隊の仲間たちから、信しん頼らいを勝ち得たのである。







　翌日。昼休み。

　小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

　たった一日で、小隊の雰ふん囲い気きが随ずい分ぶん変わったな。教きよう卓たくから教え子たちを見み渡わたすカナタの視線の先には、仲間たちから一目置かれるミソラの姿があった。

　一いつ緒しよに昼食を摂とるために合わせた机では、ミソラを中心に勉強会が始まっていた。あろうことかミソラは、ブレアとレクティにフォーメーション戦術を教えつつ、ユーリとは臨時獲得した予算の使い道を討論し、リコには今後の地位向上キヤリアデザインについて説明している。お馬ば鹿かにあるまじき、並行処理マルチタスク能力だ。

　さすがに頭がいいだけはあるか、とカナタは感かん嘆たんする。

「なあ、だいぶ小隊の雰囲気変わったようだけど。お前ら、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫とはどういう意味だね？」

　ミソラに尋たずねられ、カナタはより直ちよく截せつ的に尋ねる。

「ミソラの性格が変わったみたいだけど、ちゃんと仲良くやれてる？」

「ふっ、最初は戸と惑まどったな」

「そのぅ……でも、いまはこういうものだと」

「そうですね。以前のミソラさんより、知能は格段に上がってますし」

「うぬ。いまはミソラの叡えい智ちに刺し激げきを受け、みなで猛もう勉強している最中なのです」

　リコたちから説明を受け、カナタが軽く面めん喰くらった。たった一日でこれほどまで仲間たちから信頼を得ていることが、意外だったのだ。

「ならいいけど。……ミソラ、お前体調は問題ないのか？」

「ああ。まだ微び熱ねつが続いているが、それ以外は至って健康だ」

　その言葉を聞いたとたん、レクティが思わず尋ねる。

「えっ!?　ミソラさん、まだ微熱があるんですか……っ!?」

　同時にリコたちが、少なからずミソラの体調を心配し始めた。おミ馬ソ鹿ラが風か邪ぜで病院に担かつぎ込まれたと聞いても、軽く笑い飛ばした連中がである。

　そんなとき、小隊室のドアががらりと開く。そこには、医療医学科長メデイスンリーダーであるジーノの姿があった。

「お待たせしました、カナタさん」

　青い液体の入った三角フラスコを掲かかげ、ジーノが誇ほこらしげに言う。

「ついに完成しましたよ、特製の熱冷ましが。これなら、きっとミソラさんの微熱を下げるのに効果があるはずです」

「助かるよ医療医学科長メデイスンリーダー」

　礼を述べるカナタ。しかし、ミソラが威い厳げんのオーラを以もつて言い放つ。

「わたしの体調は微熱込みで完かん璧ぺきだ。薬などは必要ないが」

　だが、すぐに否定する声が響ひびく。

「い、いけませんっ!?　いまのミソラさんの身になにかあれば、それはＥ６０１小隊に留とどまらず、《ミストガン》全体の損害です……っ!?」

「うぬ。ユーリ先せん輩ぱいの言う通りである」

「そのぅ……ミソラさん。お願いですから、お薬を飲んでください」

「薬を飲むぐらいなら、いいんじゃないか？」

　周りの仲間たちから案じられ、ミソラはしばしの逡しゆん巡じゆんのあと、

「わかった。みんなに心配させてはいけないからね。薬を頂こう」

　気き遣づかいに心打たれ、ミソラは青い液体の入ったフラスコを手に取り、それをぐびぐびと飲み干した。

　神しん妙みような表情で、カナタが尋ねる。

「ミソラ、体の具合はどうだ？」

「ふむ。熱がひいていくのが感じられるね」

　その言葉を聞き、リコたちがほっと安あん堵どした。いまのＥ６０１小隊にとって、ミソラは威厳と迫はく力りよくを備えた、本当に頼たよりになる存在なのだ。もし彼女の身に何かあれば、彼女不在の穴は誰だれにも埋うめることはできないだろう。

　しかし、だ。カナタは言わなかったが、ミソラは微熱のお陰で、脳が活性化しているのである。そこから微熱をとってしまえば、あとは──

「あれ？　なんだかすごく頭が軽くなったみたい」

　額に手を当て、ミソラがきょとんとする。やけに間の抜ぬけた話し方だな、とカナタが思った。ミソラの新人格が優秀だったためのギャップは、カナタでさえも大きかった。ましてそれが、昨日一緒に小隊活動していた仲間たちなら、なおさらだろう。

「そんなにあたしをジロジロ見て、みんなどうしたのよ？」

「「「「も、もとに戻った……っ!?」」」」

　カナタに遅おくれることしばし、リコたちも気づく。あろうことか、ミソラの新人格が消失してしまったことを。

「どうしたの？　そんなに驚おどろいた貌かおをして……？」

　啞あ然ぜんとする仲間たちを見やり、ミソラが首を傾かしげる。そのあとぐぅーとお腹なかが空すくのを感じたミソラは、小隊室の奥にある自分のロッカーへ向かう。

　いったいなにをするのだろう？　という仲間たちの視線を受けながら、ミソラはロッカーの中にある、置き傘がさならぬ置きポテチを手に取り、うれしそうに袋ふくろを開けて中身を口にする。サクサクと小気味のいい音が聞こえてきた。

「うん、やっぱりポテチは美お味いしいわね」

「な、なんてものを口にするのだミソラ……っ!?」

　かっとなったブレアがミソラのもとへ詰つめ寄ると、ポテチの袋を奪うばい、ゴミ箱へと捨てた。

「ちょ、ちょっとブレアっ!?　ポテチを袋ごと捨てるなんて、どうしてそんなもったいないことをするのよ……っ!?」

　ブレアの行動を契けい機きに、はっと我に返った仲間たちが、焦あせったように問いかける。

「あ、あのぅ……ミソラさん。この資料についてなんですが……っ!?」

「フォーメーション戦術の有用性……？　こんな小難しいこと書いてある本、あたしにわかるわけないじゃないの。フォーメーションの数も多いし」

「ミ、ミソラさんっ!?　このＥ６０１小隊の設備強化計画の予算案ですが。ここに記き載さいしてある共同購こう入にゆう先との交こう渉しようの進しん捗ちよく状じよう況きようは……っ!?」

「あの……あたしが、どうなっているか聞きたいくらいなんですけど」

「ミソラっ？　わたしのポストについてはどうなっている……っ!?」

「郵便受けのこと？　それなら、あんたのマンションにもついてるんじゃないの……？」

　次々と暗雲が垂れ込めた貌をする仲間たちを見やり、ミソラがぎくっ!?　とした貌をする。あ、あれっ!?　あ、あたし、なんか悪いことした……っ!?　と、戸惑っているのは誰の眼めにも明らかだった。

　はあーと軽くため息を吐ついたあと、カナタが呆あきれたように言う。

「ミソラ。お前さ、いますぐ逃にげたほうがいいぞ」

「なんで？」

　状況をよく理解できぬミソラがそう口にした直後、リコたちが一いつ斉せいにミソラに摑つかみ掛かかる。そして激しく揺さぶりながら、失望に駆かられたリコたちは必死に訴うつたえる。

「「「「あのできるミソラはどこに行ったっ!?　お前なんか要いらないから、あのできるミソラに戻もどれ───っ？」」」」

　その本気の訴えに、打ハたーれド強メいン精タ神ルなミソラも、割と本気で泣きそうになった。







　同時刻。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執しつ務む室。

「ミソラ・ホイットテールはどうしているかしら？」

　ふとフロンがつぶやくと、打ち合わせに来ていた特務小隊ロイヤルガード隊長──クロエ・セヴェニーが尋ねてくる。

「なにかあったんですか？」

「ええ。都市再開発計画について、画期的なアイデアを提案してくれたのよ」

　普ふ段だんは厳しめなフロンが絶賛する。

「『九割方を考えたのは、リコ君だ』とか言ってたけど、あれは明らかにミソラ・ホイットテールが考えたものよ。わたしの妹の反省文は読み慣れてるから、文章の癖くせの違いでわかるの」

「へえー。まるで、わたしの知るミソラちゃんじゃないみたいですね」

「ええ。あの子はお馬鹿だと思っていたけど、きっとこれから伸のびるわ」

　ミソラが提案した都市再開発計画は、経済エコノ経営ミツクリ科長ーダーと製造インダス生産トリアル科長リーダーからも好評を博しており、本採用が決まっているようなものだった。

「そこで今度は《ミストガン》の大規模改修計画について、意見を求めようと思っているの。あの子なら、きっと眼もくらむようなアイデアを出すに違ちがいないわ」

「ならせっかくですから、一緒に行きませんか？　わたしはユーリに伝達事じ項こうがありますし」

　素す早ばやく打ち合わせを終え、フロンはクロエと一緒にＥ６０１小隊室に向かい、がらりとドアを開けた。昼休みが終わりかかった時間帯なので、ミソラも小隊室にいるはずである。

「ミソラ・ホイットテールはいるかしら？」

「ガ、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー……っ!?」

　窓辺にいたユーリが、なぜか驚いた声を出した。まるでイタズラが見つかった子供が、𠮟しかられるのを恐おそれる貌をしている。室内ではなぜか一人分の衣類が脱ぬぎ捨すてられ、水みず鉄でつ砲ぽうの空き箱が転がっている。

「んっ、ミソラなら、向こうにいるけど……」

　視線が合ったカナタに教えられ、フロンはクロエとともに窓辺へ向かった。観念したようなユーリから場所を譲ゆずられると、ありえない光景を目にする。

　なぜか訓練グラウンドの敷しき地ちに、水着姿で、永遠とランニングさせられているミソラの姿があったのだ。彼女が少しでも休もうとすると、上空を飛ぶリコとブレアが、あくどい看守のような罵ば声せいを浴びせながら、ミソラを水鉄砲で撃うちまくる。

「どうだミソラ、風邪を引きそうになったか？」

「あのぅ……リコさん。さすがにこれはよしておいたほうがいい気が……」

「赦ゆるすがよいレクティ。これもＥ６０１小隊のためなのだ」

「ちょ、ちょっとっ？　いい加減にしなさいよっ!?　これは、いじめよ……っ!?」

　などといったやり取りをしながら、制止するレクティの声も聞かず、リコとブレアが執しつ拗ようにミソラを責め立てている。ときおりリコの指示により、ブレアがバケツ一いつ杯ぱいの水をぶっかけたりもしていた。

　とてもじゃないが、昨晩に優すぐれたアイデアを披ひ露ろうし、自分と粘ねばり強く交渉し、譲じよう歩ほを引き出した人間には見えなかった。

　傍かたわらに控ひかえたクロエが、気まずそうに口を開く。

「……空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー」

「ミソラ・ホイットテールなんかに期待した、わたしが間ま違ちがいだったわ」

　見み損そこなったようにフロンが言い放ち、小隊室を後にしていく。その間も、窓からはいじめられるミソラの悲鳴と、責め立てるリコとブレアの声が聞こえてきた。

　かくして、Ｅ６０１小隊の隊員たちから、絶大な信しん頼らいを得たミソラの新人格は消しよう滅めつしてしまったのである。

　後日。ミソラがテスト勉強をする際に知ち恵え熱ねつを出し、新人格が復活して大おお騒さわぎすることになるのだが、それはまた別の話だ。




「ちょ、ちょっとっ!?　いったい全体どうなってるのよっ!?　みんな怒おこってるみたいだけど、ホ、ホントにわけがわかんないんだって……っ!?」


（初出：ドラゴンマガジン２０１６年１月号）









　　　第五章　恐きよう怖ふのヴィズィティングデイ







　──これは空戦武踏祭エリアルソードを控えた時期の出来事だ




　ばっとカーテンが開かれる。

「……眩まぶしい」

　窓から入ってきた朝の日差しを浴びて、ビーナス像の現うつし身のような少女──リコ・フラメルが眠ねむたげな貌かおを顰しかめた。

「いい加減起きなさい。最近は生活のリズムがますます乱れているようね」

　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーであり、姉でもあるフロン・フラメルから𠮟しつ責せきを受け、リコは気だるげにベッドから身を起こした。

　まだ重い瞼まぶたを擦こすりながら、リコは窓辺で直立するフロンを見やり、

「ふっ、サバイバルゲームで勝ったお陰かげで、厄やつ介かいな反省文の類たぐいは全部清算したからな。当分はマイペースな生活を続けても大だい丈じよう夫ぶだ」

　言外に、反省文を溜ため込む覚かく悟ごがある旨むねを告げた。

　普段のフロンならここでかっとなり、リコに毒づくことだろう。だが、この日のフロンは一味違った。

「そんな悠ゆう長ちような態度でいいのかしら？」

　まるで必勝の策があるかのように、取り澄すました笑えみを浮うかべてみせたのだ。単なるはったりではなさそうな笑みを見やり、思わずリコが尋たずねる。

「どういう意味だ？　明日あしたが休日だから気を抜ぬきすぎだとでも言いたいのか？」

「明日、母様がやってくるわよ」

「なっ!?　あ、あの女がやってくるだと……っ!?」

　冷静沈ちん着ちやくなリコの貌から血の気が引き、体は痙けい攣れんしたかのように震ふるえ出す。まるで恐怖の大魔ま王おう降臨の噂うわさを耳にしたかのようであった。

「普段から連れん絡らくをしていないあなたのことが心配で、短期滞たい在ざいで様子を見に来るみたいよ。よかったわね」

「そ、そんな話は聞いていないぞ……っ!?」

「聞いていないのは当然よ。いま伝えたんだもの」

　面めん喰くらったリコに、フロンがしたり貌で告げる。

「あなたは母様のことが苦手じゃないの。わたしが連絡しなさいって言ってもいつも無視して。母様はあなたのことを心配しているのよ。あなたの対応次し第だいでは、実家に連れ帰ることも考えているらしいわ」

「くっ、余計なことを……っ!?」

「その強ごう情じようがいつまでもつか見み物ものね」

　余よ裕ゆうの笑みを浮かべ、退室していくフロン。起きぬけから死の宣告にも等しい事実を告げられたリコは、とりあえずカーテンを閉め、再び毛布を被かぶった。時刻は午前七時三十分。リコが再び目を覚ましたのは、それから二時間後のことだった。







　同日。お昼休み。Ｅ６０１小隊室。

「どうしたのよリコ？　あんた、元気ないわよ？」

　窓辺の自分の席で、ずっと机に突つっ伏ぷしていると、深しん紅くの艶つややかな髪かみをした少女──ミソラ・ホイットテールの声が聞こえた。

「……うるさい。わたしに話しかけるな」

　貌をあげたリコが、仏ぶつ頂ちよう面づらで告げた。怯ひるんだミソラがすごすごと仲間たちのもとへ帰る。そこには、小隊室の隅すみで遠巻きにこちらを見守る仲間たちの姿があった。

「そのぅ……リコさんはどうしたんでしょうか？」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハが囁ささやいた。

「ぬぅ。悪いものでも食べたのではないか？」

　月の光を集めたかのように輝かがやく髪の少女──ブレア・アイゼナッハが尋ねた。

「リコさんですから、お貌にニキビができて悩なやんでるのかもしれません」

　濃のう紺こん色のさらったとした髪に、エメラルドブルーの瞳ひとみの少女──ユーリ・フロストルが口を開いた。リコと仲がいいユーリの発言は、やたら真実味があった。

　が、生あい憎にくと原因はそれではない。この鬱うつ々うつとした気分で、体中が気だるげになった原因は精神的傷跡トラウマが原因だろう。母親による、悪夢のようなあの躾しつけの記き憶おくが、リコを苦しめ続けるのだ。

　そんなとき、小隊室のドアががらりと開く。そこには、長身瘦そう軀くの少年──カナタ・エイジの姿があった。

「よう、みんな揃そろってるみたいだな」

　カナタは室内を見み渡わたすと、ミソラたちに遠巻きに見守られている、リコのもとへと歩み寄り、

「リコ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーから聞いたんだけど、明日からお前の母さんが一いつ泊ぱく二日の予定で滞在するらしいな」

「えっ!?　リコのお母さんが来るの……っ!?」

　驚おどろいたミソラの声が耳に入り、リコが不快な表情を見せる。

『リコのお母さん』という呼こ称しようが、幼少から続く恐怖体験を思い出させたのだ。

　リコにとって母親とは、《崩ほう力りよく》を扱あつかう敵や正体不明の強力な変キ異メ種ラと同じ脅きよう威い度で語られる存在であり、恐怖の大魔王と呼んでもおかしくないものだ。はっきり言って、どうしようもなく危険なのである。

　そんなリコの心情を他よ所そに、カナタは事情を説明する。

「ああ。しかもどうやら、リコの母さんはリコの身を案じているらしくて、リコの件で俺と面談したいらしい。リコの生活態度次第では、リコを故郷へ連れて帰るそうだ。事実上、退学だな」

「た、退学っ!?　リコ、もしかしてあんたが元気なかったのって、みんなに迷めい惑わくをかけたくなかったから……っ!?」

　なんていいやつなのだろう、と言いたげなミソラがやや涙なみだぐんだ貌を向けてくる。ミソラの傍らに控えるレクティたちも同じように感動している様子だった。

　だが、周りの迷惑も顧かえりみず女め神がみを自じ称しようするリコに、そんな生なま易やさしい気き遣づかいなど存在しない。

「なにを言っているんだ？　たかが仲間に迷惑をかけるぐらいのことで、いちいち元気をなくすわけないだろう。むしろ、仲間たちに迷惑をかけることなどとうに計算の内だ」

　ずてーん。薄はく情じような言葉を浴びせられ、ミソラたちが一いつ斉せいにずっこける。

　なんて助け甲が斐いのない仲間だろう、とでも思ったのだろうが、そんなことはリコの知ったことではない。

　気を取り直して、ユーリが尋ねる。

「じゃあリコさんが元気なかったのって、お母さんが来るからですか？」

「まあな」

「そのぅ……リコさんって、お母さんのことが苦手なんですか？」

「なにゆえ、御お母はは上うえに会うことが、元気をなくすことに繫つながるのだ？」

「あんたが姉にコンプレックスあるのは知ってたけど、お母さんにも何かコンプレックスとかあるわけ？」

「……コンプレックスはない。だが──」

　一いつ旦たん言葉を区切り、リコが重々しい口調で言う。

「わたしがこの世界で怖こわいと感じるものがふたつある。ひとつはカロリー。もうひとつが、わたしの母親だ」

「カロリーと一いつ緒しよじゃどの程度怖いかわかんないわよっ!?　ちゃんとイメージして、もっと具体的に言いなさい」

「具体的に、か」

　ミソラに指し摘てきされたリコが、腕うでを組んだまま、脳のう裏りで母親を思い浮かべる。

　わたしにとってあの存在は……と、リコは不意に尻しりたぶのあたりがやたらと熱くなってひりひりしだし、羞しゆう恥ちで貌が火ほ照てるとともに、自らの意識が遠とお退のく感覚を覚えた。

　いつまで経たっても返事をしないリコを訝いぶかしみ、レクティがゆっくりと歩み寄る。するとレクティは肩かたをゆすったり叩たたいたりしたあと、困こん惑わくした表情でミソラたちを見やり、

「あ、あのぅ……リ、リコさんが気絶してます……っ!?」

「もしや気絶するほど怖いということか……っ!?」

「だ、誰だれかっ!?　医メ療デ医イ学ス科ンの学生を呼んできてください……っ!?」

　騒そう乱らんに包まれる小隊室で、カナタは呆あきれたようにため息を吐ついた。







　翌日。十一番区。空港のロビー。

「せっかくの休日だから、後方支援科ロジステイクス企き画かくの屋台村に行きたかったのに……」

　ちょうど着陸する飛空艇ていをガラス張りの窓から眺ながめ、ミソラが不満貌で口にした。

「仕方ないだろう。わたしの素行不良が知られれば、退学もあり得る。この時期にわたしにもしものことがあれば、一大事だぞ」

「自分で言うんじゃないわよ……っ!?」

　半ば呆れつつ、ミソラがツッコんだ。

　非常に納なつ得とくしかねるが、この日のミソラたちは、リコが素行不良な少女であることを隠かくし通すことが責務なのだ。リコが学園随ずい一いちの問題児と知れれば、空戦武踏祭エリアルソードを控ひかえた大事なこの時期に実家に連れて帰られてしまうことになり、小隊運営が立ちゆかなくなる。

　もっともリコとしては、結果として退学することより、母親に対する恐きよう怖ふ心しんが上回っているようだが……

　やがて到とう着ちやく出口から、一人の女性が姿を現した。

　フラメル家共通の黒くろ髪かみを紺こん色いろのリボンで纏まとめ上げ、薄うすい化け粧しように上は桃もも色いろのジャケット、下はスカートにパンプスを履はいている。特筆すべきは、見た目がカナタと同い年ぐらいに見えるほど、若く見えるという点であろう。とても子供を二人産んでいるようには見えず、《ミストガン》の制服を着ていれば本科生と変わりないように見えた。

　その人物を見やり、リコたちと同じく出で迎むかえに来ていたフロンが一歩前に出る。

「久しぶりね母様」

「ええ、フロンさん。一年ぶりかしら、大きくなったわね」

　フラメル姉妹しまいの母親──アニー・フラメルが柔にゆう和わな笑えみを零こぼした。

「なによ、優やさしそうな人じゃないの」

　なぜリコが怖がるか、ミソラにはさっぱり見当もつかない。が、リコは恐おそる恐るアニーのもとへ近寄り、ぎこちない笑みを浮うかべて深々とお辞じ儀ぎする。

「お、お久しぶりです母様」

「「「「…………（リ、リコが敬語使ってるっっっ!?）」」」」

　それもただの敬語ではなく、相手を様付けしている。リコが「様呼ばわり」していることに、ミソラは衝しよう撃げきを隠しきれない。

　なぜならアニーは、あのリコが、自称・女神の天才問題児が畏い怖ふを以もつて接するほどの存在には見えないのだ。

「リコさんも大きくなったわね。あなたは何も連れん絡らくがなかったけど、どういうつもりだったのかしら？」

「じ、じつは未熟ですので、学業をこなすので手が回らなかったのです。申し訳ありません母様」

「「「「…………（リコが謝ったーーーっ!?）」」」」

　これは異常事態だ、とミソラを含ふくむＥ６０１小隊の隊員たちは尋じん常じようではないことに気付き始めた。

「あらあら、それなら仕方ないですね。それで、そちらの方たちはどなたかしら？　わたしに紹しよう介かいしてくれませんか？」

「はい、母様」

　この段になって、リコはようやく恐きよう怖ふと緊きん張ちようが解ほぐれて来たらしい。彼女は生まれつき、上流階級の令れい嬢じようになるべく躾を施ほどこされてきたような、優ゆう雅がさの中に確かな気品が滲にじみ出る雰ふん囲い気きを醸かもし始めた。

「こちらにいるのは、わたしの教官であるカナタ・エイジさんと、同じ小隊の仲間たちです」

　上品な愛あい想そ笑いを浮かべ、リコがミソラたちを紹介し出した。どうやらリコは、アニーの前では品のある娘むすめキャラを演じきるらしい。

「カナタ・エイジだ。よろしく」

「小隊長をしているミソラ・ホイットテールです」

　などと、次々に挨あい拶さつを済ませていく。仲間たちが挨拶する都度、リコは「ミソラさんは普ふ段だんから小隊長として仲間を纏めあげるリーダーシップがあり……」「ユーリさんは先せん輩ぱいとして隊内でも一目置かれ、わたしも後輩として常々勉強させてもらい……」などと、普段のリコからは想像もつかないような謙けん虚きよさを覗のぞかせている。

　これにはミソラたちも、眼をぱちくりさせるばかりであった。なぜなら、アニーはどう見ても、リコが恐れるような恐怖の大魔ま王おうには見えないのだから。

　普ふ通つうの人じゃないの。なんでリコが恐れるのよ？　ミソラを始めとした面々の脳のう裏りに疑念が浮かぶ。

「まあまあ、みなさん。いつも娘がお世話になっております。ところで、娘がご迷惑をかけておりませんか？」

「えっ!?　迷惑ですか……っ!?」

　ミソラが訊きき返した。

「ええ。なにぶん姉と比ひ較かくして、素行に問題が多くある子でして不安なんです。せめて家では思いやりのある子に育つように、厳しく躾しつけていたんですが」

　柔和な笑みとともに語るアニーは、リコが恐れるような凶きよう暴ぼうそうな人物どころか、思し慮りよ深ぶかく慎つつしみ深い淑しゆく女じよのようだった。なので、ミソラも自然と警けい戒かい心しんを解き、

「あははは。大だい丈じよう夫ぶですよ。リコが素行不良なのは、いつものことですから」

「というと……？」

　アニーの傍かたわらに控えるリコが眼めを瞠みはり、どっと脂あぶら汗あせを噴ふき出すが、ミソラは彼女なりにフレンドリーに接しようと愛想よく告げる。

「学校は遅ち刻こくしがちだし、誰にも敬語は使わないし、そもそも校則を守るような性格じゃありません。頭はいいですけど、優等生っていうよりも悪わる知ぢ恵えが回るキャラですし」

「ミ、ミソラさん……っ!?」

　さすがに言い過ぎだろう、とユーリが窘たしなめようとしたとき、どーんっ！　と空気が弾はじけたような轟ごう音おん。続いて、がっしゃーんっ！　とガラス類が盛せい大だいに砕くだけ散る音がした。

「「「「え……っ!?」」」」

　その音ではっと我に返ったミソラたちの視界に広がったのは、血の気の引いた表情をしたリコと、砲ほう弾だんでも直撃したかのように粉ふん砕さいされたロビーの大きな窓ガラス。そして……リコに向けて拳こぶしを突つき出したアニーの姿だ。アニーの拳からは、まるで高熱でも発したかのように、じゅーっと蒸気が上がっている。

「「「「……（まさかリコのお母さんがやったの……っ!?）」」」」

　やや遅おくれて何が起こったか理解したミソラたちは、顎あごが外れそうなほどあんぐりと口を開けて固まっていた。

「リコさん。先さき程ほどのミソラさんの話は本当ですか？」

　構えを解き、柔和な笑みを浮かべてアニーが問いかけた。リコは蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように竦すくんで動けなくなりながらも、

「い、いいえ。そのようなことは……」

　必死に上辺を取り繕つくろおうとする。だが、次の瞬しゆん間かん。再び、アニーがリコに向かって鋭するどく拳を打ち込む。すると放たれた拳は鋭い拳圧を生み出し、強大な空気の塊かたまりが、リコのすぐ脇わきを通り抜ぬけ、別の窓ガラスを破は砕さいしながら再び突き抜けた。

「「「「…………（つ、強い……っ!?）」」」」

　武道でいう遠当てのような秘技を目撃し、ミソラたちがアニーに対する認にん識しきを完全に改める。いまのアニーは柔和そうな笑みの中に一分の隙すきも見せず、獲え物ものを仕留める狩人かりゆうどのような覇は気きを放っていた。

「リコさん。では、あなたは御学友が噓うそをついていると言いたいんですか？　仮にも小隊長であるミソラさんが噓をついていると？」

　リコの上品な笑みの中に、ミソラ怨うらむぞ、という眼光が一瞬放たれる。
















　一連のやり取りを見守っていたカナタがとりなす。

「あー、いまミソラが言いたかったのはリコが親しみやすいキャラだっていうことなんだよ。リコの言動うんぬんに関しては、冗じよう談だんだな」

「そうなんですかミソラさん？」

「え、えーっと、その……そ、そうです……っ!?」

　意外そうな表情のアニーに尋たずねられ、ミソラは慌あわてて肯こう定ていした。すると、アニーが穏おだやかに頭をさげ、

「そうですか。冗談を解せず、失礼いたしました。もしこの子が、そんな世の中を舐なめ腐くさった卑いやしい子に育っていたとしたら、わたしが《ペルセウス》に連れ帰って、責任を以て躾しつけを施さなくてはなりませんから」

　口元に手を当てて、ふふっと笑みを零こぼし、アニーは場を和なごませようとした。

　アニーの反応についていけず、硬こう直ちよくするミソラたち。そんな彼女たちに代わって、母親の言動に慣れたフロンが場を仕切る。

「……ロビーの修理は、わたしの部下に任せましょう。母様、わたしが宿舎まで案内しますのでお荷物を預かります。リコの面談については、その後担当教官と打ち合わせてください」

　かくして、ミソラたちは一時的にアニーと別行動を取ることになった。







　十番区。宿舎前。

　じりじりと日差しが降り注ぐ宿舎前のアスファルトの上で、

「ちょ、ちょっとリコっ!?　あんなに凶暴な人だなんて聞いてないわよ……っ!?」

「そのぅ……拳圧で遠当てをこなしてましたよね」

「うぬ。さすがはリコの御お母はは上うえでいらっしゃるな」

「ええ。リコさんのお母さんの強さは尋常じゃないですね」

　アニーの遠当てを目撃し、その脅きよう威いを認めるミソラたち。一方でリコは腕うでを組み、澄すまし貌がおで言う。

「ふっ、女め神がみなわたしの足もとにも及およばないがな」

「あんたね、その態度母親の前で取ってみなさいよ」

「取れるわけないだろう。そんなことをしたら、間ま違ちがいなく死ぬ。あの母親は、素す手でで魔ま甲こう蟲ちゆうと戦えるレベルだぞ。しかも、遠当てなどはまだ序の口だ。あの女が本気で怒おこったら、遠当てよりももっと恐ろしい躾が待っている」

　に、人間凶きよう器きじゃないの……っ!?　と、ミソラが内心で驚きよう愕がくする。

「にしても、よくあの母親がいて、お前みたいな子が育ったな。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーのほうは納なつ得とくできる性格だけど」

「もともとわたしも、フロンのような性格に育てたかったようだが」

　さっと後ろ髪がみを搔かきあげ、リコが言い放つ。

「女神なわたしは、常識という枠わくでは収まりきらないからな」

　そう断り、リコが仲間たちに遠えん慮りよなく指示を飛ばす。

「そんなことよりユーリ、疲つかれたから肩かたを揉もんでくれ。ブレアは外でも座れる椅い子すを持って来てほしい。レクティ、わたしはキミのお菓か子しが食べたい」

「あんたね、せっかくの機会なんだからその性格を直しときなさいよ」

　次々と仲間たちをパシらせ、リコは満足そうな貌で椅子に足を組んで座り、クッキーをつまみだす。さっき母親と一いつ緒しよにいたときとは対照的ね、とミソラが呆あきれた。

　リコは優雅な一時を満まん喫きつしながら、

「生まれ持った性格など、そう簡単に直せるわけ……」

　ないだろう、と言いかけ、口を噤つぐんだ。それもそうだろう。なぜなら宿舎の入り口には、柔にゆう和わな笑えみを浮かべたアニーの姿があったからだ。

「あらあら、リコさん。あなたはお友達になにをさせているのかしら」

　ああ、これで終わりね、とぎこちなく振ふり向いたミソラが思う。しかし──

「な、なんの話ですか母様……っ!?」

　ミソラが視線を戻もどすと、そこには椅子に座ったユーリの肩を、笑顔で揉み解ほぐすリコの姿があった。いつの間にかレクティの手にはクッキー、ブレアが椅子に腰こしかけている。

「わたしはみんなに寛くつろいで頂いているだけですが……」

　あ、あんたっ!?　母親の前では、本当にはしっこいわねっ!?　この猫ねこ被かぶり……っ!?

　呆あつ気けに取られたミソラの前で、リコがユーリの肩を揉み続ける。

「ユーリ……さん、どこか凝こっているところはありませんか？」

「その……凝っているところはないんですが……大分心苦しいです」

　あれほど嫌いやがっていた「さん」付けに留とどまらず、先輩のユーリに対する、この気の遣つかいよう。

　結果としてリコが女神待たい遇ぐうでいたことは発覚せず、アニーが優やさしい声で言う。

「ユーリさん、遠慮することはないのよ。優しいリコさんは、誰だれかの役に立つことが無上の喜びなんです。そうよね、リコさん」

「もちろんです母様。わたしの喜びは、人の役に立てることであり、誰かを幸せにすることですから」

　絶対噓だ……っ!?　とミソラが思う。その折、リコがカナタのほうへちらちらと視線を送り始めた。すると、

「リコの母さんには、せっかく《ミストガン》に来てもらったから、幾いくつかの講義風景を見学したあと、俺と面談してもらうよ」

　カナタの提案に頷うなずくアニーを見やり、ミソラたちは内心で覚かく悟ごを決めた。

　ここからが、リコの退学を防ぐ為ための、リコ立案による、リコの為のオペレーション──『あなたの娘は女神さま作戦』の始まりなのだ。







　オペレーションその１・リコの学力をアピールしよう

　小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

「なるほど、ここがリコさんたちの小隊室ですか」

「はい。普段はここで一緒に食事を摂とったり、隊内の打ち合わせミーテイング等をします。今日はここで軽く座学を受けます」

　アニーに説明したあとミソラは席に着き、表情を引き締しめた。

　素行不良のリコを、優等生としてアニーに売り込むことがこの作戦の目的だ。

「じゃあ、みんな席に着いたな。今日は臨時講師だけど、俺が『対魔甲蟲戦せん闘とう論Ⅰ』の講義をするよ」

　ホワイトボードの前に立ったカナタが、ミソラたちへ説明する。

「放浪エグザイル暦が始まって以来、人類は地上を離はなれて宙を舞まい、魔甲蟲と互ご角かくに戦える空士の育成が急務だったわけだけど、その空士に必要とされたのは、巨きよ大だいな魔甲蟲を素す早ばやく制圧できる破は壊かい力な。具体的には、物理学におけるエネルギー効率論に魔力を絡からめた、破壊的戦技の追求へと繫つながるんだけど、これは魔甲蟲の硬こう皮ひとの──」

　カナタの講義を聞きながら、ミソラは斜ななめ後ろからリコの言動を注視する。恐きよう怖ふの大魔王である母親の前だからか、彼女は居い眠ねむりすることなく話を聞いていた。視線をミソラの脇に立つアニーへ移すと、彼女は遠目でリコの様子を窺うかがっている。

「──そこで、魔導力学におけるノイマン効果を応用した収束系戦技の開発が急がれたんだけど、誰かノイマン効果について説明できる奴やつはいる？」

　絶好のアピールタイムね、いきなさいリコ……っ！　と、ミソラが胸中で唱えたのと同じタイミングで、リコが挙手した。

「じゃあ、リコ」

「はい。ノイマン効果とは、縮退魔力を術式により攻こう撃げきとして放つ際、攻撃方向に円えん錐すい状の窪くぼみを意図的に生み出すことにより、前方に強い穿せん孔こう力を生み出す現象のことです。これにより強力な魔甲蟲の硬皮を貫かん通つうすることが可能となりました」

「正解。予科三年生の範はん囲いなんだけど、さすがリコだな」

　カナタから誉ほめられるリコを見やり、アニーもまんざらでもない表情をする。

　ミソラにはさっぱりわけがわからなかったが、結果はオーライ。ここが勝負どころね、と判断したミソラは、すかさずアニーに囁ささやいておく。

「（じつは、リコはいつもあたしたちに勉強を教えてくれてるんです）」

「（まあ、うちの娘むすめが人様に勉強を教えているんですか？）」

「（はい……）」

　あからさまな噓だが、噓も方便。これぐらいのことでリコの《ミストガン》残留が決定するなら、安いものである。

「（信じられません。リコさんはいつも相手をふっと小こ馬ば鹿かにするばかりで、人様に勉強を教える思いやりなんて、持ち合わせていませんでしたから）」

　意外そうな表情で、アニーが囁いた。

「（先さき程ほどフロンさんのところへ行ったとき、学内の問題について色々と伺うかがって、不安になっていたんです。なんでも平気で校則を破ったり、学校に頻ひん繁ぱんに遅ち刻こくしたりする学生がこの小隊にいるらしい、と。でも、何かの間違いだったようですね）」

「……………………」

　それはあなたの娘です、とは口が裂さけても言えなかった。リコには人間的欠けつ陥かんが多く存在するが、彼女の援えん護ご射撃に助けられたのは一度や二度ではない。はっきりと口に出すのはムカつくが、ミソラの大事な仲間なのだ。

　その後もリコは恙つつが無なく、憂うれえることなく、完かん璧ぺきにカナタの講義をこなす。もとより頭脳明めい晰せきの彼女は、やる気さえあれば学年首席を余よ裕ゆうで取れる学力なのだ。

　講義が終わってお手洗いへ向かうリコを見やり、これなら好印象は間違いなしね、とミソラは思う。幾つかミソラと話をしたあと、アニーは無人となったリコの席へ向かう。

「ふふっ、ここがリコさんの席ね。いまのうちに、机の中を拝見させてもらいましょうか。……あらっ、遅刻の反省文。校則違反のもあるわね。これはなにかしら？」

　げっ!?　なんでもっと眼めのつかないところに仕し舞まっておかないのよ……っ!?







　ふっ、想定外の事態に陥おちいったようだな。

　アニーが反省文に気づいたタイミングで、ちょうどリコが小隊室に戻ってきた。

　瞬しゆん時じに現状を把は握あくし、リコは思う。わたしの猫被りは完璧なのに、どうしてこんな事態に陥ったのだろう？

　むろん、この場にはリコが顎あごに手をやる理由を理解し、それは普ふ段だんの行いが世間離ばなれしているからだ、と指し摘てきする人物などいるわけもない。

「リコさん、これがなにか説明してくれませんか？」

　柔和な笑みの裏に、苛いら立だちを隠かくすアニーに詰きつ問もんされ、

「ああ、それですか。それは──」

　リコは表情一つ変えずに、咄とつ嗟さに噓うそをつく。

「それはわたしのではなく、添てん削さくを頼たのまれていただけです。その反省文の持ち主は、ミソラです」

「えっ!?　あ、あたし……っ!?」

　間の抜ぬけた声をあげるミソラ。しかし、リコはここで素早く悪わる知ぢ恵えを巡めぐらす。アニーがミソラに真しん偽ぎを質ただすより早くミソラのもとへ近寄り、肩を抱だき寄せてこう囁いたのだ。

「（ミソラ。キミの返事次し第だいでは、Ｅ６０１小隊から、わたしという戦力がいなくなるぞ。小隊長として、そんなことをしていいのか？）」

「（あ、あんたねっ!?　自分を人ひと質じちに交こう渉しようするなんて、やってることせこくない……っ!?）」

　批判するも、ミソラにはリコに従う道しか残されていなかった。非常に不本意ながら、小隊長として、リコが退学する危険を見過ごすわけにはいかないのだ。

「あ、あのっ!?　じつはその反省文……あ、あたしのなんです……っ!?」

　リコの犠ぎ牲せいになったミソラを見やり、カナタがほうと感心する。

「あ、あたしは生まれつきの低血圧のせいか、寝ね覚ざめが悪くてよく遅刻してて……校則違反のほうは、あ、あたし食いしん坊ぼうだから早弁してよく怒られて……。は、反省文は……書けたところまでリコに添削してもらうために、預かってもらいました……っ!?」

「本当ですかリコさん？」

「ええ。そうなんです母様」

　問われたリコは、そ知らぬ貌かおで答える。

「ミソラさんは頭に先天的欠陥があるんです。本当に可哀かわい想そうなことですが、きっと脳の容積が、類るい人じん猿えん並みしか持ち合わせていないのでしょう」

　リコ、あんた本気で言ってるでしょ！　覚えておきなさいよ……っ！　と言うようにミソラが鋭するどい眼まな差ざしを向けるが、リコは全く悪びれる素そ振ぶりはない。

「あらあら、そんな問題児が小隊長を務めているんですか？」

「まーな。問題児であることは、教官である俺が保証するよ」

　さりげなく同調したカナタを見やり、アニーがふふっと微笑ほほえんだ。

「わかりました。ではそういうことにしておきましょう」

　そう言ってアニーの怒いかりが静まり、ミソラがほっと安あん堵どしたのも束つかの間──

「でも、ミソラさんには躾しつけを施ほどこさないといけませんね」

「えっ!?　し、躾って……」

　と、ミソラが言いかけた刹せつ那な、突とつ如じよとして彼女をアニーが片かた腕うでで挟はさむようにして抱きかかえる。そして空いた手で、ミソラのスカートを捲まくりあげた。白いショーツが露あらわになる。

　突とつ然ぜんのことに頭が真っ白になるミソラの前で、アニーが言う。

「カナタさんは殿との方がたですから、眼を瞑つぶっていてくださいね」

　アニーの迫はく力りよくに気け圧おされ、カナタは軽く頷くとすぐに眼を閉じた。アニーの一連の動作を目撃したリコは、額から脂あぶら汗あせを滲にじませ、つ、ついに来るべき時が来たかっ!?　とでも言いたげな貌をしていた。

　抱きかかえられたまま、ミソラが尋たずねる。

「あ、あの……リコのお母さん、一体なにを？」

「ふふっ、ミソラさんにはフラメル家流の躾を施してあげます。リコさんと同じ小隊に、問題児がいるのは親として不安ですから」

「えっ!?　あたしはリコのお母さんを不安にさせるつもりは微み塵じんも……」

　ミソラの言を無視し、アニーは柔にゆう和わな笑みとともに、剝むき出しになったミソラの白いショーツの上から、ばしんっ！　とお尻しりを容よう赦しやなく叩たたきあげる。

「ひゃぅんっ!?　えっ!?　ちょっと、これってもしかして──いやあああああっ!?　な、なんであたしがお尻ぺんぺんされなくちゃならないの……っ!?」

　かくしてリコは難を逃のがれ、小隊室にはミソラの悲鳴が響ひびき渡わたった。







　オペレーションその２・リコの生活力をアピールしよう

　お昼時。食堂。

「わざわざ案内してもらって申し訳ないですね」

「そのぅ……どういたしまして」

「リコの御お母はは上うえ、普段は配はい膳ぜんカウンターへ並ぶのだが、今日はリコが特別メニューを用意するゆえ、主あるじらとともに先に席に着いてくれ」

　レクティとブレアが案内するようにして、アニーを接待していく。遅おくれてついていくカナタたちの中には、猿さるのように紅あかく腫はれあがったお尻を摩さすり、羞しゆう恥ち心しんと痛みで貌を真っ赤に染め上げたミソラの姿もあった。彼女は恨うらみがましくリコを睨にらみつけるが、リコは一向に気にする素振りがない。

　休日の食堂には、リコが裏で手を回している為ため、ミソラたち以外の学生の姿はなかった。

「まあまあ、リコさんがみんなにお料理を。あのレクティさん、ブレアさん、リコさんは普段から皆みなさんに料理を振ふる舞まうんですか？」

「あのぅ……は、はい……っ!?」

　こ、ここでアピールしておかないと……っ!?

「リ、リコさんはそのぅ……気が向いたときには、ご馳ち走そうを振る舞ってくれるんです」

「そう、本当にリコさんが……」

「？　どうかしたのであるかリコの御母上？」

「いえ、たいしたことではないのですけど、リコさんが皆さんにお料理を振る舞うことが信じられなくて……」

　口元に手を当てて、恥はずかしそうにアニーが口にする。

「あの子は家で料理なんてしたことないし、自分さえよければそれでいいというか……なんというか疲つかれることを嫌きらうが為に、策を張り巡らして、漁夫の利を得るタイプですから。一瞬、人ひと違ちがいなんじゃないかと思いまして」

　そのぅ……その通りです、とレクティは思うが、声には出さない。リコの援護射撃に助けられたのは一度や二度ではないのだ。

　レクティたちが席に着いて間もなく、配膳に使う台車を押しながら、白い調理服を纏まとうリコがやってきた。

「母様、こちらが本日のランチ、シェフの気まぐれ《ミストガン》産フォアグラのテリーヌ、パプリカとアスパラ添ぞえと、牛フィレ肉のロースト、シェフ特製の赤ワインソース、ローズマリー風味季節のサラダとインゲンソース和あえになります。ご笑味ください」

　などと長い名前を恙つつが無なく口にし、テーブルに料理を並べていく。

　こ、これは本当にすごいです……っ!?

　テーブルに並べられた豪ごう勢せいな料理を見やり、レクティが感かん嘆たんする。隣となりに座ったブレアを見やると、さすがリコであるな、と感心した貌をしていた。

「まあまあ、リコさん。なんだか難しそうなお料理を作ったのね。じゃあ、いただこうかしら。……あら、これは初めて食べる味ね。すごくおいしいわ」

　美しい盛りつけもさることながら、味も絶品である。アニーは一瞬で、この料理の虜とりこになったらしい。

「こんなにおいしい料理を振る舞って差し上げるなんて、リコさんは仲間想おもいね。わたしも母親として鼻が高いわ」などと言いながら、リコの料理に舌した鼓つづみを打つ。

　頭脳明晰のリコは、料理面でも高度な技術を持っているようだ。これは上う手まくいったようですね、とレクティが安堵し、作戦成功ですね、と言うようにブレアと目配せする。

　しかしその刹那──傍かたわらに控ひかえるリコのもとへ声がかかった。

「女王陛下、厨ちゆう房ぼうの後片付けを始めてよろしいですか？」

　声をかけたのは、後方支援科ロジステイクス予科二年のハリー・アナスタシアだ。どうやらリコの下もとで、調理の準備をやらされていたらしい。

　あうあうっ!?　じょ、女王陛下って……ひょっとしてハリーさん、事情を知らされていないんじゃ……っ!?







　ふっ、また想定外の事態に陥ったようだな。

　だが、多少の事態で、リコ・フラメルは動じたりなどしない。

「嫌いやですねハリーさん。女王陛下だなんて、いったい何の話ですか？」

　おほほほと口元に手を当てて、リコはまず誤ご魔ま化かそうとする。だが──

「女王陛下？」

　耳ざとくアニーが反応し、リコはちっと舌打ちした。

「そういえばフロンさんから聞いた話の中に、女王陛下と呼ばれる生意気な少女が《ミストガン》競技活動連合の運営を妨ぼう害がいしたという話がありましたけど。もしかしてリコさん、あなたが……」

　フロンめっ!?　余計なことを……っ!?　リコは不快感を抱いだきながらも、仲間内でも特段気弱な少女へ目配せする。この気弱な少女は、リコが脅おどしをかけなくても、一生懸けん命めいリコの為に動いてくれた。

「あ、あのぅ……ハ、ハリーさんっ!?　な、なにを言っているんですかっ!?　じょ、女王陛下は、わ、わわわ、わたしです……っ!?」

「えっ？　そうなんですか？」

　言い出しっぺのハリーが、震ふるえる声で介かい入にゆうして来たレクティを見やる。

「そ、そのぅ……そ、そうなんです……っ!?」

「わかりました。何か事情があるみたいですね」

　ふむ、ハリー。よく察してくれたな、とリコが安堵した直後──

「なら女王陛下ではなく、女め神がみさまと呼ぶべきなんですね？」

　このお馬ば鹿かめっ!?　サバゲーチームを救ってやった恩を忘れたか……っ!?　空気を読めないハリーに、腹を立てるリコ。むろん、事情を知らぬハリーに罪はない。

「女神さま、ですか。それもフロンさんから聞いたことがあります。なんでも、学内秩ちつ序じよを乱す反社会主義勢力の首ド領ンとの噂うわさらしいですね。どうやらリコさんには躾が必要らしいですね」

　誰だれが反社会主義勢力の首ド領ンだっ!?　次期空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに向かって、失礼な姉め……っ！　フロンからの伝聞に悪意を覚えながらも、リコはまだ動じない。

　まあいい、こういう事態に備えて、予プ備ラ計ン画Ｂを用意してある。

　さあ、わたしの為に犠牲になってくれ、仲間たちよ。そんな思いで、リコは忠誠心に溢あふれた少女を見やる。その少女は深く頷うなずくと、おもむろに口を開いた。

「な、なにを言っておるかっ!?　め、女神とはリコではなく、私のことである」

　ふっ、よく言ったブレア。リコは、仲間の献けん身しんに上から目線で感謝した。

「なにを言っているんですかブレアさん？　女王陛下は譲ゆずりましたけど、女神さまはリコさんで間違いないはずじゃ──」

　ハリーが粘ねばるが、リコはもう口を挟もうとしない。なぜならば──

「ごめん」

　まだ何か言おうとするハリーに、素す早ばやく椅い子すから立ち上がったブレアが近づき、ボディブローを叩き込んだ。腹部を殴なぐられたハリーは一瞬にして意識を刈かり取られ、その場に膝ひざをつくように倒たおれる。

　ふむ、不測の事態に際しては、全員に口くち封ふうじを徹てつ底ていさせておいてよかったな。

　この場には、カナタも居合わせていたが、彼はもう結果に興味がないのか、黙もく々もくと牛フィレ肉を堪たん能のうしていた。

　アニーが何か言うより先に、額に脂汗を浮うかべたブレアが自らトカゲの尻尾しつぽ切きりを演じる。

「見たかリコの御母上。私の反社会主義的なさまを。リコには全く罪はなく、本当に悪いのは私である」

「リコさん、ブレアさんの言っていることは本当ですか？」

「……わたしも初めて知ったのですが、どうやら本当のようです。ですが母様、ブレアさんは素直に白状しているようですし、多少の恩情を……」

　ミソラと違い、リコはブレアには優やさしさをみせた。その結果──

「あらあら、いい覚かく悟ごですねブレアさん。いいでしょう、あなたにも躾しつけを施ほどこしてあげます。リコさんと同じ小隊に問題児がいるのは、親として不安ですから」

「むぅ、私としてはリコの御母上を不安にさせるつもりは微塵もないのだが……」

　ブレアの言を無視し、アニーは慣れた手つきで、逃にげようとするブレアの襟えりを摑つかみ、脇わきで挟はさむように抱かかえあげ、空いた手でスカートを捲まくりあげ、黒いショーツが露あらわになった。

「では、躾を施してあげましょう。多少は加減してあげますよ」

「ぬぅ。くっ、覚悟はできておる。容赦なく叩くがよかろう。……くっ、くぅぅぅっ!?」

　かくしてリコは難を逃れ、食堂にはブレアの悲鳴が響き渡った。







　オペレーションその３・リコの戦せん闘とう力をアピールしよう

　お昼過ぎ。《ミストガン》上空高度三〇〇〇。第三演習空域。

「最後に簡単な模も擬ぎ戦をご覧ください。リコさんが率いるチームＡが、わたしとクロエ先せん輩ぱいがいるチームＢを、人数差を駆く使しして追い詰つめます」

「まあまあ、リコさんが指揮をするのね」

　飛行魔術で空中を舞うアニーに、ユーリが説明する。

「ええ。リコさんは隊内でも比類なき戦術センスの持ち主ですから、期待してくださってけっこうです。では、通信結けつ晶しようをどうぞ」

　実際リコさんの戦術的センスはすごいですから、噓うそじゃありませんよ。なんだか営業みたいな気がしますけど、と自じ嘲ちよう気味になりながらも、ユーリは通信結晶を手て渡わたし、クロエと合流する。

　カナタの審しん判ぱんの下、リコたちとユーリたちが演習を開始した。

『ミソラは、クロエに砲ほう撃げきを連射して行動を制限しろ。レクティとブレアは、二人でユーリにかかれ、わたしも援えん護ごする。敵を分断したうえで、ユーリから墜おとすぞ』

　リコが素早く指示を飛ばし、戦イいニのシ主ア導チ権ブを取ろうとする。やがて、クロエがミソラの牽けん制せい砲撃を躱かわしながら、ユーリへ合流をはかろうとした。

『ミソラ、クロエに抜ぬかれたらそのまま追撃しろ。レクティ、ブレア、七時の方向からクロエが接近してくる。上じよう昇しようしながら、ユーリと素直に合流させてやれ。そのあとは、ミソラとわたしでクロエとユーリに仕し掛かけるから、折を見て急降下攻こう撃げきだ』

　ユーリとクロエという《ミストガン》の特務二人を相手に、リコが指揮するチームが勇ゆう敢かんに戦っている。

　ユーリは通信結晶越ごしにアニーに聞こえることも考こう慮りよし、これみよがしに称しよう賛さんしておく。

『さすがはリコさん。合理的な戦術ですね。状じよう況きようの変化にも柔じゆう軟なんに対応しています』

　遠目にアニーの表情を窺うかがうと、喜んでいるように見えた。

　よしっ！　もとからリコさんの指揮は優ゆう秀しゆうですし、これならいい感じにアピールできますね……っ！

　リコの為ために、ユーリが敢あえて声に出す。

『人数差があるとはいえ、上級生相手に引けを取らないとは……。Ａチームの指揮はかなりのものです。非の打ち所がありませんね』

『あらあら、ユーリさんはお上手ね』

　ユーリからの通信を聞き、アニーが微笑ほほえみを零こぼした。

　むろん、今回の目的はあくまで演習をこなすことなので、ユーリとクロエは実習内容に沿った動きをするように心がけ、全力を出してはいない。良心が痛んだが、ユーリはそのことをアニーに伏ふせておいた。

　やがて演習はリコの指揮による快勝という形で幕を閉じた。

『まあまあ、リコさんの指揮するチームが勝ったのね。母親として鼻が高いわ』

　などと、演習終しゆう了りよう後にアニーが口にした。よしっ、大成功ですね、と安あん堵どするユーリ。そして次の演習を始めるまでの休きゆう憩けい時間に、アニーがクロエと挨あい拶さつをする。

『特務小隊ロイヤルガードの隊長のクロエ・セヴェニーさんですよね。上の娘むすめが、いつもお世話になっております』

　そういえば、クロエ先輩はお昼まで所用で忙いそがしかったせいで、ろくに挨拶する間もないまま、演習が始まってしまったんですよね。

　しかし、この作戦については昨晩説明してあるので問題ない……はずだったが、

『さすが特務小隊ロイヤルガードの隊長。四人を相手にしても、まだ余よ裕ゆうがあるように見えました』

『いえいえ、そんなことないですよ』

　そう言って、柔にゆう和わな笑みを向け合うアニーとクロエ。この二人はどこか似ているところがありますね、などとユーリが考えているとき、クロエがあらぬことを言う。

『そういえば、今日はリコちゃんが真ま面じ目めに訓練していたので、驚おどろきました』

『ク、クロエ先輩っ!?　な、なんてことを言うんですか……っ!?』

『いいじゃないの、アニーさんには本当のことを言っても。話がわかると思うよ』

　リコの素行の悪さを秘密にする旨むねを、事前に告げてあったにも拘かかわらず、クロエはアニーと話してみた感かん触しよくから、寛かん容ような人だと判断したらしい。この日になって知りえたアニーの破は壊かい力について伝えていなかったユーリのミスだ。

『では、リコさんは普ふ段だんどんな様子なんですか？』

『なんていうのか、最小限のチカラでいなすっていうのか、全力を出したりはしない感じですね。簡単に言うと、サボってるっていう感じです』

　微笑みながら、クロエが告げる。

『まあ、Ｅ６０１小隊はランキング戦の最中に喧けん嘩かしたり、居い眠ねむりして判定負けすることもあるくらいですから、とりたてて咎とがめるような行動でもないですけど』

　ク、クロエ先輩っ!?　なんてタイミングで、なんてことを言うんですか……っ!?







　ふっ、またまた想定外の事態に陥おちいったようだな。

　アニーとクロエのやり取りを耳にしたリコが、日ひ頃ごろの素行の悪さを棚たなに上げて思う。まあいい、作戦には想定外の事態がつきものだ。

『あらあら、ランキング戦で喧嘩したり、居眠りして判定負けってどういうことかしら？　ひょっとしてリコさんが原因なんじゃないの？』

　柔和な笑みを浮かべながら、アニーが異様な迫はく力りよくを醸かもしだす。

『違います母様。誤解です。これには事情があります』

　努めて冷静に言い訳しながら、リコはユーリをちらっと見る。ユーリは、えっ!?　このタイミングでわたしですかっ!?　い、嫌いやです……っ!?　と言うかのようにジェスチャーで、自分を指さしたあと、手をパタパタと振ふって拒きよ否ひする。

　しかし、リコは動じない。

　ユーリは根が真面目だからな、わたしがじーっと見つめれば折れざるを得ないだろう。

　案の定リコが見続けると、ユーリは渋しぶ々しぶ首を縦に振った。ここで下手を打てば、リコが退学になるかもしれないという事態に、正義感が負けた瞬しゆん間かんである。

　やがてユーリは悲ひ壮そうな覚悟で魔ま槍そうを展開し、魔力を注ぐと、

『あっ！　スラスターが故障した……っ!?』

　間の抜けた声とともに、ユーリはクロエに向かって急加速する。魔槍〈トリシューラ〉に備わったスラスターで加速した彼女は、呆ぼう然ぜんとするクロエの背後から迫せまると、ぶつかる直前に素早く手刀を叩たたき込んでみせた。

　ごめんなさいっ！　クロエ先輩……っ！　と謝罪するかのような表情を一瞬見せたあと、ユーリは気絶したクロエを抱え、スラスターをカットした。事前にリコに指示されていた、有事の際の口封じを実行したのである。

　ふっ、よくやった。さすがユーリだ。あの一瞬の交こう錯さくで、クロエの意識を刈り取る手て際ぎわの良さを、リコが上から目線で称賛する。

『？　なにをなさっているんですかユーリさん？』

　アニーに尋たずねられ、ユーリは一瞬自分が情けなくなりながらも、すぐに気を取り直し、

『ふっふっふっ、困りましたね。まさかクロエ先せん輩ぱいが、わたしの秘密を発バ覚ラそうとするだなんて』

　まるで悪のカリスマの如ごとく冷然とした態度を取り始めた。

　ふむ、ここでも予プ備ラ計ン画Ｂが役に立ったな。ユーリ、キミはそのまま悪役として華はな々ばなしく散ってくれ。

　そんなリコのシナリオに逆らえず、怪け訝げん貌がおをするアニーへ、ユーリが言い放つ。

『あなたの娘さんたちを、ランキング戦の最中に仲なか違たがいさせたり、居眠りさせるように仕込んだのは、わたしなんですよ。やれやれ、ひょんなことから発覚してしまいましたね。せっかくわたしが先輩として、後輩であるリコさんたちに訓練で手て抜ぬきすることや、ランキング戦をサボタージュして楽することを教え込んでいたのに、こんなところで足を引っ張られるなんて……』

　周りによく聞こえるように、大きな声で言い放つ。

『しかし、です。たとえリコさんのお母さんであっても、わたしが楽する計画の邪じや魔まはさせませんよ』

『リコさん、ユーリさんが言っていることは本当ですか？』

『ええ、本当です母様。ユーリ先輩は、日頃から楽することを第一に考える怠なまけ者なんです』

　全く悪びれることなく、リコが言う。

『ですから、遠えん慮りよせず躾なさってけっこうですよ』

『あらあら、そういうことなら仕方ないですね』

『そ、そう簡単に捕つかまるわけにはいきません……っ!?』

　アニーの迫力を感じ取ったユーリが逃とう走そうを図はかろうとする。だが、そんな彼女の進行方向にアニーは颯さつ爽そうと先回りし、

『は、速い……っ!?』

『ふふっ、逃げるリコさんを捕まえてましたから』

　アニーはなおも逃走しようとするユーリを抱えるように挟み込み、空いた手でスカートを捲まくりあげようとする。

『は、離はなしてくださいっ!?　こ、この年でお尻しりぺんぺんだなんて、残ざん酷こくすぎます……っ!?』

『なにを言っているんですかユーリさん、これはあなたの為なんですよ。それにリコさんと同じ小隊に、問題児がいるのは親として不安ですから』

『ふ、不安にさせるつもりはなかったんですが──』

　しかし、その声は虚むなしく、スカートを捲られたユーリの下着が露あらわになる。無地のショーツには、かわいらしい白しろ猫ねこのイラストが描えがかれていた。

『まあ、にゃんこたんですか。リコさんも、幼年学校に入る前までは好きだったんですよ』

『母様の言う通り、わたしも幼年学校までは、にゃんこたん派でしたよ。もっとも、本科生にはやや幼すぎる意い匠しようだと思いますけど』

『えっ!?　……～～～～っ!?　ひょ、ひょっとして、わたしのパンツの柄がらが丸見えになっているんですか……っ!?──ひゃっっっん!?』

　アニーが右手を振りかざし、ユーリのお尻を叩きあげた。後輩たちの前でお尻ペンペンされ、ユーリは瞳ひとみに涙なみだを浮うかべながら、大声で嘆なげく。

『ひ、酷ひどいですっ!?　ぜ、ぜぜぜ、絶対に見ないでくださいねカナタ先輩っ!?　というか、ミソラさんたちも厳禁ですっ!?　ひゃうん……っ!?』

　かくしてリコは難を逃のがれ、大空にはユーリの悲鳴が響ひびき渡わたることとなった。







　夕暮れ時。Ｅ６０１小隊室。

　あいつらが犠ぎ牲せいになったお陰かげで、いちおうリコのボロを出さずに済んだみたいだな。

　一連の作戦を振り返りながら、カナタは思う。つってもまあ、無む駄だな努力になるんだけど……

「じゃあ面談を始めるけど、リコの考課表はもう見た？」

　アニーと二人っきりになったカナタは、普段の飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさず、話しかけた。

「いえ。わたしの家へはフロンさんの考課表しか届いてないんですが」

「なるほど」

　アニーからの返事を聞き、カナタは瞬時に理解する。

　あいつ、実家に考課表を送ってねーな。

《ミストガン》の考課表は、学生が受け取ったあと、学生自身の手で実家に郵送するのが慣習である。裏を返せば、学生は郵送せず、親に成績を隠いん蔽ぺいすることが可能なのだ。

「何かの手て違ちがいがあったみたいだ。はい、これがリコの考課表」

　事前に教官日誌の中に挟はさんでおいた考課表を、カナタは手て渡わたしたあと、小細工せずに、ありのままを伝える。

「まあ、見てもらうとわかるけど、惜おしいと言うかもったいない成績ではあるよ。姉と比ひ較かくすると、けっこう負けてるでしょ」

「ふふっ、酷い成績ですね。宿題を一いつ切さい出していないので、座学は全部Ａマイナス。実技試験に至っては、Ｆマイナスですか」

「でも──」

　考課表では評価されないよさがリコにはある、とカナタが言葉を紡つむごうとしたとき、

「でも、なかなか頑がん張ばっているようですね」

　予想外の言葉が耳を突つき、カナタが一瞬眼めを瞠みはった。

「どうかなさったんですか？」

「いや、なに。その考課表から、そういう意見が出るのが意外だったから」

「意外と思われるかもしれないですけど、わたし、真面目な子より、少し出来の悪い子のほうが好きなんです。フロンさんはいい子なんですけど、やんちゃさが足りないというか」

　やんちゃさ、ね。リコの言動をやんちゃですませる母親なら、今後も問題はないだろうな。

「それに今年度から担当になった教官による〝神憑きツヌグイ〟が使えるようになったというご指し摘てきや加筆を見れば、あの子が伸のび伸びと学べていることがわかります」

　そう断って、アニーが尋ねる。

「カナタさん、リコさんは普段はどういう態度ですか？」

「普段っていうと……」

「お気き遣づかいは不要ですよ。これでも、あの子の母親ですから。あの子がおよそ世間の常識とは相あい容いれない性格であることは知っております」

　やっぱ見み透すかしてるな……

「まあ、リコは上う手まくやってるよ。仲間にも恵めぐまれてるし、あいつもあいつなりに仲間のことを想おもってるみたいだしな」

「そうみたいですね」

　カナタの本音を、アニーが本音で返す。

「わたしの予想では、とっくに孤こ立りつして腫はれもの扱あつかいされてる頃ころだと思っていたんですが、思っていたのと大分様子が違うみたいです。あの子の為ために、体を張る仲間がいるとは思いもよりませんでした」

　わざとミソラたちを試ためしてたんだな。

「教え子としてどうですか？」

「優ゆう秀しゆうだよ」

　ぼそっとカナタがつぶやいた。

「まだ未熟なところも多いけど、大事なことをわかってるし、能力的にも申し分ない。いい空士になると思う。今後もあいつらしく伸びてほしいね」

「あいつらしく、ですか」

　アニーがふっと笑みを零こぼしたあと、お礼を述べる。

「ありがとうございます。あなたから話を聞けて安心しました。これからも娘むすめを頼たのみます」

　考課表にカナタは担当教官として、以下のように加筆していた。




　──リコは、一見不ふ真ま面じ目めで、二見すると周りを小こ馬ば鹿かにしているように見える。でも、三見すれば、隊内で一番仲間想いの学生だとわかる







　翌日の朝。空港のロビー。

「ふっ、どれが奏功したかわからないが、結果として上手くいったな」

　飛び立っていく飛空艇ていを見送りながら、リコがつぶやいた。

　その傍かたわらでは、付き合いで見送りに来た仲間たちがベンチに腰こしかけている。

「ぬぅ。まだお尻がひりひりするぞ」

「うぅ、あ、あたしっ!?　あいつに、パ、パパパ、パンツ見られた……っ!?」

「わ、わわわ、わたし……カナタ先輩の前で、なんて破は廉れん恥ちな……」

　悶もん々もんとして、いまにも羞しゆう恥ち死にしそうなユーリを見やり、レクティはかける言葉が見つからずおろおろするばかり。そんな中、どうにかお尻しり叩たたきを免まぬがれたリコに、カナタが尋ねる。

「にしても意外だったな。このまま通い続けることが決定したのに、お前がきちんと見送りに来るなんて……」

「ふっ、あれでも母親だからな」

　さっと後ろ髪がみを搔かきあげ、リコが当然の如く言い放つ。

「女め神がみなわたしに心配など不要だが、心配されて悪い気はしない。もっとも余計な御お世せ話わだが」

　ふーん、リコもリコなりに義理みたいなものを通したのか。

「まったく。心配されてうれしいのか、うれしくないのかどっちなのよ。はっきりしないわね」

「まあ、うれしくもあり、恥はずかしくもあるといったところじゃないでしょうか」

「ふっ、お尻を叩かれた二人は黙だまっていろ」

「ちょ!?　あんた、最大の功労者に向かって、なんて口のきき方よっ!?　っていうかさ、あんた普ふ段だんから、あの猫被かぶってればぜんぜん優等生なんじゃ……」

「んっ、わたしは普段から優等生のつもりだが」

「「「「……………………」」」」

「そういえば、キミはあの女と面談でどんな話をしたんだ？」

「さーな」

　そのあと、カナタがしれっと語りかけた。

「なあリコ。お前の母さんさ、優やさしい人じゃんか」

「ふっ、そんなわけあるか。あれは平気で人の尻を叩きあげる、恐きよう怖ふの大魔ま王おうだぞ」

　そんなわけあるから、お前も見送りに来たんだろうに……

　ロビーの窓から飛空艇が飛び立った空を見るリコを見やり、カナタが胸中でつぶやいた。


（初出：ドラゴンマガジン２０１６年３月号）









　　　終章　始まりのミートアゲイン







　──カナタと出会った入学式の夜




　アルテミア寮りよう。ミソラとレクティの部屋。

　あいつはいったい何者なの？

　この日の出来事を振ふり返りながら、艶つややかで長い深しん紅く色の髪かみの少女──ミソラ・ホイットテールは日記を書いていた。

　カナタ・エイジという謎なぞの編入生との出会いは、どこか懐なつかしさを覚えるものだったが、編入する前の彼に会ったという記き憶おくはミソラにはない。そのことは同じく懐かしさを覚えた小隊の仲間たちにとっても同様だ。

　出会ってすぐ自分たちに、小隊戦を挑いどんできたこともまるで解げせないが、あいつには他にも妙みようなところがある。

　編入生のくせに、《ミストガン》のことを隅すみ々ずみまで知っているような気がする。まるで学園内で長い時間を過ごしていたかのように。それにミソラたちに向ける眼まな差ざしは、微み塵じんもいやらしさを感じさせず、まるで過ぎ去った日々を懐かしむかのようであった。

　飄ひよう々ひようとした態度で捉とらえどころがない印象だったが、やはりどこかで……

「そのぅ……ミソラさん、そろそろ……」

　不意に声がかかり、ミソラはベッドの上でうとうとしている金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハを見た。

「うん。明日あしたも早いしね」

　スタンドの灯あかりを消し、ミソラは自分のベッドにもぐりこんだ。







　翌日。お昼休み。本ほん棟とう。

　さて、早さつ速そく人集めしねーとな。

　学生たちでごったがえす廊ろう下かを、長身瘦そう軀くで黒くろ髪かみの少年──カナタ・エイジは一人で歩いていた。後ろ指を指されたり、陰かげ口ぐちを言われることはもうないが、かといって《ミストガン》の人々から歓かん迎げいされることもない。

　あの戦いで全力を使い果たしたカナタのことを覚えていられたのは、人外のチカラである呪じゆ力りよくか冥めい力りよくを宿す者だけだ。

　ミソラたちとの再会の挨あい拶さつとして、挑ちよう戦せん者しやとして三週間後にある新入生歓迎用のエキシビションマッチを挑んだことはいい。だが、ゼロからスタート。対戦相手のミソラたちと渡わたり合える人材をスカウトするのは厳しいと言わざるを得ない。

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの予科二年以上の学生はほぼ全員小隊に所属しているし、予科一年生の学生は飛行魔術の扱いすら危あやうい学生がまだ多くいる時期だ。

　とてもじゃないが、ミソラたちに敵かなう人材がいるとは思えない。

　それでも、せっかく試合をするならオールスターチームを作りたいと思った。空戦武踏祭エリアルソードにカナタは選手として出場できなかった分、今回は最高の試合をしたいのだ。

　形式上のこととはいえミソラたちは空戦武踏祭エリアルソード優勝小隊であり、天槌のオペレーション・一撃作戦ヘブンズブローでは《崩ほう力りよく》の遣つかい手たちを撃げき破はしている。となれば、今度のエキシビションマッチは頂上決戦といってもいいかもしれない。

　どうにか見込みのある人材がいないか探すため、カナタは校舎内をぶらぶらしていると、食堂の方から声が聞こえてきた。

「ほらほら、リーゼリットちゃん元気を出して。きっと時間が経たてば、友達ができるからさ」

　んっ、あいつらは……

「ミソラ」

「やっぱりあんたは溢あふれてたのね」

　涙なみだ目めで伏ふし目がちな、色素が抜ぬけきった髪と肌はだを持つ、白い妖よう精せいのような少女──リーゼリット・フェアチャイルドのもとに、ちょうどミソラが声をかけたタイミングであった。

「どうもあんたのことが気になってたのよ。あんた年の割に生意気なとこがあるから、浮ういてるんじゃないかって」

「そ、そんなことないもん……っ!?」

「あるのよ。あんたはそういうところがあ・る・の……っ！」

　ミソラはびしっと説教。今後《ミストガン》で必要な集団生活のマナーについてマシンガンのように口うるさく説明し始める。

　学内の仲間として、リーゼリットのことを気にかけていたのだろう。

　ミソラもずいぶんと気き遣づかいができるようになったな。

　自分の小隊だけでなく、もっと広い仲間に対して気にかけられる成長を、カナタは快く思った。説教を終えたミソラと入れ違ちがいになる形で、カナタが声をかける。

「よう、どうかしたのか？」

「えっ!?　カ、カナタ……っ!?」

　な、なんでもない……っ!?　とでも言うかのように、リーゼリットは慌あわてて目元を袖そでで拭ぬぐい始めた。

「知り合いなのリーゼリットちゃん？」

　そう口にしたのは、予科二年生に編入することになったアリア・アイゼナッハだ。《ゲート》攻こう略りやく戦の前からアリアはリーゼリットと出会っており関係は良好。カナタもアリアとは知り合いだが、しかし、アリアはカナタとの想おもい出を一いつ切さい記憶していない。

「知り合いっていうより、頼たよりになるお兄ちゃんかな」

　どこかほっとしたようにリーゼリットが口にした。

《ゲート》攻略戦で重傷を負ったカナタは、エリスに保護され《ベベル》で治ち療りようしていた際、リーゼリットを何かと気にかけていたのだ。

「それでリーゼリット、どうかしたのか？」

「そ、それは……」

「簡単な話よ。この子、人見知りしてお友達ができていないのん」

　ひょこっとリーゼリットの胸ポケットから貌かおを出し、ボルドーのジャケットを纏まとった掌てのひらサイズの少女──エミリー・ウィットベルンが容よう赦しやなく言葉にする。

「《ベベル》じゃ《崩ほう力りよく》の遣い手っていうことで、あらかじめネームバリューがあったから、リコリスたちとは仲良くできたんだけど。身分を隠かくして入学した《ミストガン》じゃただのコミュ障の小こ娘むすめになりさがってるのよねん」

「エ、エミリー・ウィットベルンっ!?　あなた、なんてことを言うのよ……っ!?」

「あら、でも本当のことじゃないの」

「ふーん。そういうことか」

「ち、違うのよカナタっ!?　わたし、友達ができないとかじゃなくて……っ!?」

　焦あせってリーゼリットが否定しようとするが、同級生にお昼に誘さそわれず、入学二日目にして親切なアリアに相手をしてもらっていることは明白。

「なあリーゼリット、一気に同級生たちと馴な染じめる方法を教えてやろうか」

「えっ!?　本当にそんな方法あるの……っ!?」

　ぱあっと眼めを輝かがやかせてカナタを見上げるリーゼリット。しかしすぐアリアからじーっと怪け訝げんな眼まな差ざしを向けられていることに気づき、観念したように頭を下げる。

「その……教えてください」

　意外と素す直なおだな。ミソラならもっと偉えらそうに粘ねばったもんだけど。

　それほど切実だということだろう。

「アリアはどうする？」

「えっ？　わたしですか？」

　首を傾かしげ、アリアは少し考え込む素そ振ぶりをする。

「うーん、わたしも編入生ですからクラスに馴染みづらいっていうのはあると思いますけど」

　それでもアリアは社交的な性格だ。この日はリーゼリットのことを気にかけて、同級生たちからの誘いを断っていたに違いない。

　そんなアリアが返事に迷うのは、カナタを信じていいか悩なやんでいるのだろう。

「アリア、せっかくだから一いつ緒しよにやりましょうよ」

「リーゼリットちゃんがそう言うなら……。なら、わたしもカナタさんと一緒にやってみようかな」

「そっか。じゃあお昼を済ませたあとは、訓練グラウンドに来てくれよ」

　入学してから最初の一か月間、予科一年生は午後の実技訓練の課程がない。代わりに《ミストガン》を自由に巡めぐり、見聞を広めることが奨しよう励れいされているのだ。

　……用件を済ませたカナタが食堂を去ったあと、アリアが尋たずねる。

「あのさリーゼリットちゃん、わたしの名前をカナタさんに教えたの？」

「ううん、教えてないけど。どうかしたの？」

「うーん、どうしてカナタさんがわたしの名前を知っていたのかなって。リーゼリットちゃんがわたしの名前を呼ぶ前から、カナタさんはわたしのことを『アリア』って呼んでたよね」

「えっ、知ってて当たり前じゃないの。だってカナタは──」

　何かを口にしかけ、リーゼリットは慌てて口を塞ふさぐ。

「どうしたのリーゼリットちゃん？」

「なんでもない。これはわたしが口を挟はさんでいい問題じゃないもの」

　そんなやりとりを聞きながら、ふふっ、わかっているじゃないの、というように胸ポケットから貌を出すエミリーが頷うなずいてみせた。







　さてと、これで前衛と中衛がひとりずつ揃そろったな。

　食堂で有ゆう為いな人材を確保したカナタが次に向かったのは、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの執しつ務む室だ。ノックもせずにドアを開けた先には、必死に書類に目を通す黒髪のポニーテールに薄うす紫むらさきのリボンをした少女──クロエ・セヴェニーと、それを脇わきから眺ながめるロイド・オールウィン、そしてクロエと空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの運営について最終確かく認にんする、さらっとした濃のう紺こん色の髪かみにエメラルドブルーの瞳ひとみの少女──ユーリ・フロストルの姿があった。

「では、今年は例年通り新入生の基き礎そ能力を測定したうえで、身体能力に応じて集団分けして、育成指針を決めながらも、著いちじるしく技能が乏とぼしい者には最初から教官による補習を行って、落第生を減らしていく方向で行きます」

「うん、ユーリ発案の補習案、面おも白しろそうだから成果が出るといいね」

　こっちは次期空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとして精力的に活動しているようだな。本科二年になり、将来を見み据すえて積極的に学内運営に携たずさわっているようだ。

　予科一年生の指導方針についてクロエの承認を得たユーリは、カナタを一いち瞥べつするも何も言わず退室していく。

「なあクロエ、いま忙いそがしいか？」

「ううん、べつに忙しいわけじゃないけど」

「お知り合いですか？」

「うん、ちょっとね」

　ロイドに尋ねられ、クロエが躊躇ためらいがちに口にした。昨日、入学式をサボっていたカナタが注意されたとき二度目の最初の出会いだったが、あのときは勢いで色々やったからな、と内心で少しばつの悪さを覚えた。

「気に入りませんね」

　クロエが言葉を濁にごしたせいだろう、ロイドが警けい戒かいするようにこちらを見てきた。

　だが、付き合いの長かったカナタは心得たもので、

「これ、差し入れ」

　慣れた様子で、購こう買ばいで買ったサンドイッチとドリンクが入った紙かみ袋ぶくろをロイドへ差し出した。

「どうせクロエが事務仕事をサボるせいで、書類が溜たまってるんだろ。ほら、俺も手伝ってやるよ」

「とても気に入りました。今年の編入生は一味違いますね」

「そりゃどうも。お前は相変わらずフットワークが軽くて何よりだよ」

「相変わらず……？」

　不思議がるロイドを他よ所そに、カナタはクロエの机に視線を移して溜まりに溜まった書類タワーに手を伸のばそうとしたとき、ふと別のものに眼を留めた。

「ふーん、ミーナは幹部コースに進んだのか」

　机の隅すみに追いやられていた写真立てには、要よう塞さい浮ふ遊ゆう都市で真っ白な制服を纏まとうミーナの姿が映っていた。《ゲート》攻略戦に伴ともない、空士の数が激減したため、ミーナは卒業してすぐに要塞浮遊都市で勤務開始になったのだろう。

《ミストガン》では春休みを経て、昨日ようやく新年度が始まったばかりだが。

「ミーナさんを知ってるの？」

「まーな。もっとも、いまは俺が一方的に知ってるだけなんだけど」

　クロエには理解できぬ答えを返し、カナタは本題を口にする。

「そんでクロエ、じつは頼たのみがあるんだ。新しん歓かん用のエキシビションマッチに出場させてもらうっていう無理を通してもらった翌日なんだけど、俺が出場する小隊のメンバーにお前とロイドも加わってくれない？」

　クロエは人差し指を顎あごに当て考え込むも、

「まあ、わたしはいいよ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーだから、学園に対して理解を深めるのを推すい奨しようする立場だし」

「僕もかまいませんよ。久しぶりに体を動かしたいと思っていたところですし、書類仕事を手伝ってもらってますからね」

　よし、これで隊員は確保できた。

　せっかくだから今度はギャラリーを集めたいとカナタは思う。どうしても、自分の戦い様をみてほしい相手が何人かいるのだ。

　ま、そいつらを集めるのはエリスにでも任せておけばいいか。

　ミソラたちと渡わたり合える仲間を集めたカナタは、てきぱきと書類仕事を済ませ、昼休みの終わりごろに小隊室を出て行った。

　……カナタがいなくなったあと、紅茶を啜すすっていたロイドが声をかけてきた。

「なんだか懐なつかしい気持ちになる方でしたね」

「ロイドもそう思ったんだ」

　柔にゆう和わな笑えみを浮うかべクロエは頷き、

「わたしもね、昨日初めて会ったときにとっても懐かしい気持ちになったんだよ。そしていまは、なんだかわくわくしたからＯＫしたんだ」










　午後。訓練グラウンド。

「それで、わたしたちはどうすればいいの？」

　新調した防護服プロテクターを纏ったリーゼリットが尋ねてくる。カナタのことを信じ切っているリーゼリットに不安の色はなく、そのお陰か、アリアも特段警戒しているようには見えなかった。

「お前らは、新入生歓かん迎げい用のエキシビションマッチに出場して、小隊としてミソラたちと戦うんだ。エキシビションマッチで大活かつ躍やくすれば、新入生たちとも一気に馴染むことができるよ」

「それならすごく簡単だし、わかりやすいわね」

「そのためにまず、二人に小隊戦術についての理解を深めてもらうことになるけどな」

「小隊戦術っていっても、わたしの場合はチカラでミソラたちを捻ねじ伏ふせればいいだけのことでしょ」

「そいつはどうだろうな。言い忘れてたけど、今回は呪じゆ力りよくと《崩ほう力りよく》の使用は禁止な」

「えーっ!?　どうしてよ……っ!?」

「そのチカラを使うと《ミストガン》じゃ悪目立ちするんだよ」

「な、なら、どうやってミソラたちに勝てっていうの……っ!?」

「それをこれから教えてやるよ」

《崩力》の遣つかい手であるリーゼリットと、アイゼナッハ流魔ま双そう剣けん術じゆつの遣い手であるアリアは本格的に集団戦せん闘とうを学んだ経験がないから基礎から教育が必要だ。

「リーゼリットは小隊戦術についてちっとも知らないとして、アリアは？」

「少しだけですけど勉強しました。お姉ちゃんたちの戦い方も見てましたから、多少は知っているつもりです」

　龍りゆう牙が絶ぜつ炎えん衝しようの開発にはアリアも携わっていた。ならば小隊戦術についても多少理解があってもおかしくないはずだ。

　カナタの眼差しを受け、アリアがわかったように口にする。

「小隊戦術って、すごく仲のいい人たちで集まって連れん携けいして戦うことですよね」

　……すごく仲のいい人たち、ね。

　近いようで遠い答え。

　さてどうやって教育したものか、と考えるカナタの前で、

「アリア、このようなところで何をしておるのだ？」

「あっ、お姉ちゃん」

　月の光を集めたかのように輝かがやく銀色の髪をした少女──ブレア・アイゼナッハの姿がすぐ傍そばにあった。そして彼女の後ろには、防護服プロテクターに着き替がえたミソラたちがいた。







　あいつは……

　空に上がる前に、地上で準備体操をしようとしていた矢先のことだ。ミソラの瞳には、リーゼリット、アリアと一いつ緒しよに何かを企たくらむカナタの姿が映っていた。

　ミソラはカナタのことをよく知らないはずだが、彼がしているのは相談などではなく、きっと狡こう猾かつな企くわだての類たぐいだと直感していた。それは空士としての経験からくる直感などではないが、なぜかそんな気がしたのだ。

「気になりますか？」

「その……」

　濃紺色のさらっとした髪に、エメラルドブルーの瞳の少女──ユーリ・フロストルに尋ねられ、ミソラは言葉を濁した。

　気にならないと言えば噓うそになる。

　だがじつのところ、それはユーリの「気になる」とは別の意味も若じやつ干かんあるのだ。一緒に死線を潜くぐり抜ぬけてきた仲間とはいえ、この気持ちを悟さとられるのはどうにも恥はずかしい。

　というかまだ自分でもそう確信できているわけでもない。まあなんとなく程度、といったところだ。そんなとき、

「わたしは気になります。あの人を見ていると、なんだかすごく懐かしい気がするんです。それに胸が高鳴ります」

　ユーリさん……？

　ミソラが怪け訝げんな様子で、ユーリを見上げた。

「もちろん、これからあの人が率いる小隊とエキシビションマッチで戦うことについてですよ」

　その言葉を聞き、ミソラはほっと胸を撫なでおろす。その矢先に生じたのは、あれ、なんであたし、ほっとしているんだろう？　というある種の疑念だ。

　初対面同然でよく知りもしない男のことを、なぜあたしはこうまで気になってしまうのだろう。

「何しているかわかったか？」

　アリアと話をしてきたブレアとレクティに、リコが尋ねた。

「そのぅ……アリアさんとリーゼリットさんは、カナタさんが率いる小隊に所属することになったみたいです」

「なるほど。本当に眼めのつけどころがいいですね」

　感心したようにユーリは顎あごに手を当て、

「あの二人は小隊に所属していない空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生の中でも、間違いなくトップクラスの実力者です」

「だけど、大事な妹をあいつに預けて、ブレアは不安にはならないの？」

「あの者なら問題なかろう」

　過保護のブレアが確信しているかのように頷うなずき、

「詳くわしくはわからぬ。だが、あの者は信しん頼らいできる気がする」

　ブレアが安心するなんて、やっぱりあいつ……

　ミソラがカナタを意識すると、カナタと眼が合った。ちょっとだけミソラの頰ほおがほてる。カナタはこちらを見て、そのまま近づいてくる。

　どうしたのかしら？　不思議に思うミソラへ、ブレアが言い添そえる。

「あの者はこれからエキシビションマッチに向けて、小隊戦闘の訓練をするらしい。ついてはリーゼリットとアリアという後こう輩はいたちの指導を兼かね、私たちと一緒に訓練させてほしいとのことだった」

「「え……っ!?」」

「なんでも『その道の先せん達だつに指導してもらうのが一番だろ』ということである」

　突とつ然ぜんの申し出に、ミソラとユーリは同時に声を上げた。つまりは、リーゼリットとアリアの指導は、ミソラたちとの訓練を通じて培つちかわれるということである。

　ミソラたちだけで訓練したほうが効率はいいのだが、それでもあの男からの頼みとなると断るわけにはいかない気がした。







　合同訓練前半。第三訓練空域。高度四〇〇〇。

『どうして対戦相手とあたしたちが一緒に訓練しなくちゃならないのよ……っ！』

『ミソラ。あなたは先輩なんだから、わたしに魔ま銃じゆうの扱あつかい方と中衛の動きをちゃんと教えなさいよ』

『リーゼリット、あんた後輩のくせに偉えらそうよ……っ！』

『カナタ。ミソラが先輩のくせに丁てい寧ねいに教えようとしないわ』

『なんだよミソラ、《崩力》の遣い手を倒たおした先輩様は、後輩の育成なんてどうでもいいって考えてるのか？』

『そんなこと、一言も口にしてないじゃないの……っ！』

　カナタに野や次じられ、ミソラが声を荒あらげる光景を、ユーリは鍛たん錬れんの最中に遠目に窺うかがっていた。アリアの件は、レクティとブレアが喜んで引き受けてくれており、全く問題になっておらず、ユーリとリコは手持ち無ぶ沙さ汰ただった。

　それにしてもこのカナタ・エイジさんという人は、どうもミソラさんの扱い方を心得ている節がありますね。

　まだ出会ってから本当に日が浅いのに、まるでそれが当たり前のように自分たちの中に入ってこようとする。そのことに不快感はない。いや、むしろこの人と一緒なら、何か愉たのしいことができそうな気持ちにさせてくれる。

　なんというか、カナタ・エイジは他の男性とは違うのだ。

　カナタに野次られた《崩力》の遣い手たちを倒した件については、他の空士たちとの共同撃げき墜ついということにしてしまっている。ミソラたちの本分は空士であり《ベベル》で政争の道具にされることを嫌きらった結果でもあるし、前線で命を散らした数多あまたの空士たちがユミエールたちを足止めしてくれたお陰かげで、罠わなを用意する時間が稼かせげたと考えたからだ。

　それでも現Ｃ６０１小隊への評価は高く、ユーリだけでなく、ミソラたちに指導を請こう者は《ミストガン》に多い。ユーリが丁寧に指導するのはもちろんのことだが、ミソラも口うるさいが面めん倒どう見みはよく、後輩たちからの評判も悪くなかった。

「そろそろわかってきただろ、これが小隊戦の概がい要ような。要はお互たがいの死角をカバーし合って、相手の隙すきを突つく。みんなで連携することで、相手の隙を作りだすんだ」

　合同訓練前半の反省も兼ね、カナタは訓練グラウンド上空でフォーメーションを確かく認にんしている幾いくつかの小隊を観察しながら、その動きの意図を逐ちく一いちリーゼリットたちに説明していた。

「見るのと実際にするのじゃ違いすぎるわ。ミソラってお馬ば鹿かだと思ってたけど、けっこう頭を使ってたのね」

「そこまで頭を使ってたわけじゃねーよ」

　地上での休きゆう憩けい中、難しい貌かおをするリーゼリットにカナタは、

「ミソラたちの場合は、リコが戦術を考えて、ユーリがその補ほ佐さ。ミソラの役目はゴーサインをだして、大きな声で指示する、ぞんざいな言い方をすればミソラは号令係ってところだったからな」

　そんなとき、カナタたちにスポーツドリンクを差し入れしようとしていたユーリが、え……っ!?　と眼を瞠みはり、足を止めた。

「しかも前衛の指揮はユーリが執とってたから、ミソラは他の小隊長より圧あつ倒とう的に頭を使ってないよ。適材適所。できないことは他人に任せて、自分が得意な分野で活かつ躍やくするのがミソラたちの小隊だからな」

「へえー、そうなんだ。ミソラがお馬鹿で安心したわ」

　こ、この人はいったい……っ!?　戸と惑まどい、身動きできなくなるユーリは得体の知れない感覚に苛さいなまれた。それは見ず知らずの人が、自分たちの小隊に精通していることへの恐きよう怖ふではなく、もっと別の感覚だ。

　かつてどこかでカナタと出会った気がする。だが、カナタについて深く考えようとすると、その思考過程そのものが搔かき消されていくかのように、どう頑がん張ばってもその過去について考えられない。まるで考えることを禁じられているかのように。

「アリアは前衛、リーゼリットには中衛を務めてもらうから、それぞれのポジションの動きをこれから覚えてもらう。具体的な指示や戦術的判断は俺が下すから、お前らはポジションの動きを覚えることに専念してくれ」







　合同訓練後半。第三訓練空域。高度四〇〇〇。

『レクティ、ブレア。お前らのお陰かげで、アリアはいまぐんぐん成長してやるよ。この調子で、アリアにも集団戦のイロハをしっかりと教えてやってくれ。お前らがアイゼナッハ流魔ま双そう剣けん術じゆつに連れん携けいって概がい念ねんを持ち込んで龍りゆう牙が絶ぜつ炎えん衝しようを編み出したようにな』

『そのぅ……どうして龍牙絶炎衝のことをご存じなんですか？』

『あれは秘密特訓であったから、極ごく一部の者しか知らぬはずだが』

『リーゼリットから聞いたんだよ』

『なんと、そうであったか』

　リーゼリットに侮あなどられ、やや不満げなミソラがいる一方、アリアのことを好いているレクティとブレアは心の底からうれしそうに合同訓練を引き受けていた。

　アリアに前衛の動きを教えるレクティとブレアたちを労ねぎらうように、ふっと微笑ほほえんだカナタは二人の獣けもの耳みみのような前まえ髪がみをくしゃくしゃになるまで撫であげる。

『くすぐったいです』

『むぅ、これは気持ちいいな』

　レクティとブレアは心ここ地ちよさそうな笑みを零こぼしていた。

『そのぅ……なんだかカナタさんに頭を撫でられると落ち着くといいますか』

『うぬ。久しく忘れていた心地よさを覚えるな』

　妙みように慕したわれるカナタを見やり、ユーリは少し胸が切なくなる気がした。なぜだかわからないが、カナタのことを自然と眼で追ってしまっている。

　気を取り直してユーリは、吞のみ込みが早いアリアに、

『アリアさん、いいですか？　前衛としてわたしたちと戦うときは、狙そ撃げきに注意してくださいね。前衛で戦うときは、前だけじゃなくて奥からの攻こう撃げきも警けい戒かいしないといけません』

『うぬ。特にリコからの狙撃に注意だ。ミソラの砲ほう撃げきは滅めつ多たなことでは当たらぬから、あまり気にする必要はない』

『ちょ、ちょっと……!?』

　慌あわてだすミソラ。一いつ緒しよに訓練しているリーゼリットに、アリアが尋たずねる。

『ミソラさん、そんなに下手なの？』

『そうよ。ミソラは狙ねらいが甘いわ。撃うつ瞬しゆん間かんさえ見えていれば躱かわせるもの』

『リーゼリットっ！　あんた、人からもの教わるくせに偉い態度ね……っ！』

『ふっ、ミソラの狙いが甘いのはわたしも同じ意見だ。《ゲート》攻こう略りやく戦を経てからも全体的に精度が上がったが、狙撃ではなく砲撃しかできないからな』

『なによっ！　リコだって、まだスタミナ不足を完全に克こく服ふくできてないじゃないの……っ！』

　そんなやり取りの中、まったく。こいつら成長したんだか、成長していないんだか……とでも言うように温かい眼まな差ざしを向けるカナタに、ユーリは思い切って訊きいてみる。

『あの、ひょんなことを伺うかがいますが、ミソラさんたちのことをご存じなんですか？』

『なんでそう思うんだ？』

　若じやつ干かん。本当に若干だが、カナタの表情が少しだけ硬かたくなった気がした。そうなる理由はわからないし、心当たりもない。

　だが、

『ミソラさんたちを見るあなたの……いえ、カナタさんの眼差しがなんだかとても温かい気がして』

『……………………』

『じつはわたし、この前小隊室でカナタさんに会ったとき、どこか懐なつかしい気持ちになったんです。ヘンですよね、初めて会ったはずなのに』

『……ぜんぜんおかしくねーよ』

　ぼそっと口にした言葉を、ユーリは上う手まく聞きとれなかった。

『いまなにか言いました？』

『さーな。でも、その「カナタさん」っていう呼び方やめてくれない？』

　はっとした表情で、ユーリは慌てて謝罪する。

『その……よく知りもしないのに、ファーストネームで呼ぶなんて馴なれ馴れしかったですよね。すみません、エイジさん』

『そうじゃない』

『はい？』

『わりーけど「カナタ先せん輩ぱい」って呼んでくれよ。《ミストガンここ》じゃお前の方が先輩だけど、学年は俺のほうが上だし。それに……お前にはそう呼ばれたほうがしっくりくるからさ』

『カナタ先輩、ですか』

　ユーリは心の中で唱えてみる。カナタ先輩、カナタ先輩……うん、この呼び方が一番しっくりくる。

　まるで何年もそう呼んでいたかのように。

『わかりました。これからよろしくお願いしますね、カナタ先輩』

　爽さわやかな笑みを浮うかべるユーリ。すぐにカナタは他の仲間たちのもとへ向かったが、その際にようやくなぜ切なさを覚えたのかに気づく。

　カナタには、他の子に触さわってほしくないのだ。それが独どく占せん欲よくだと気づいたのは、カナタがミソラをからかい、額を小こ突づいていたときだった。







　合同訓練終しゆう了りよう後。更こう衣い棟とう。更衣室。

「浮かれているようだが、どうしたんだ？」

「もしかして、わたしですか？」

　シャワーを浴びたあとでリコに尋ねられ、ワイシャツのボタンをかけるユーリの指が止まる。背せ伸のびして大人びてみた黒い下着が、はだけたままの胸むな元もとから覗のぞいていた。

　自分では浮かれているつもりはなかったが、周りからは違うように見えるようだ。

「その……じつはカナタ先輩と少し話をしていたんです。なんだか、心が安らいでいくような気がして」

　隊内で一番信しん頼らいしているリコにさえ、ユーリは本音を口にはできなかった。本当は安らぐだけではなく、気持ちが高こう揚ようし、何かが満たされていく。

　まるでいままで欠けていたパズルのピースが嵌はまっていくかのように、心が高鳴り踊おどり狂くるっているかのようだった。

　全身から力が漲みなぎってくるような、この気持ちはいったいなんと呼ぶのだろう？

「なるほど。ユーリがそこまで感じるのか」

　リコは手早く着き替がえを済ませ、外に出て行こうとする。

「どうしたんですかリコさん？」

「わたしも少しあの男と話をしてみたいと思ってな。まだその辺にいるだろうから、少し会ってくる」

「あ、あたしも会いに行ってみていい……っ!?」

　リコに続き、ミソラもカナタに会いに行く中、ユーリは胸のざわめきを覚えていた。







　更衣棟。休憩室。

「そのぅ……く、くすぐったいですカナタさん……っ!?」

「ずるいぞレクティばかり。私もお願いします」

「もーうお姉ちゃんたち、カナタさんに失礼じゃないの」

　ミソラとリコが到とう着ちやくしたときにはもう、カナタのもとにレクティたちの姿があった。まるでベンチに座るカナタに寄り添そうように、レクティとブレアが左右から座り、カナタを挟はさみ込んでいる。向かいのベンチに座るアリアはどこか呆あきれているようだが、かといって姉たちを咎とがめるつもりはないらしい。

　この短時間で、完全に手て懐なずけてるわね。

　まるでずっと親しい間あいだ柄がらだったようにすっと溶とけ込んでおり、明らかに異常だ。この男にはきっと何かある。

　怪あやしいと思ったミソラがリコとともに、遠目に入り口から観察していると、

「どうしたんだよ、そんなところに突つっ立たって？　ミソラもリコも中に入ってこいよ」

　……やけに親しげな呼び方なのよね。

　不思議がるミソラ。そのすぐ隣となりではリコが、

「ふっ、馴れ馴れしく名前で呼ぶな。編入生であるキミは知らないだろうが、これでもわたしは──」

「女め神がみの生まれ変わりなんだろ」

「………………っ!?」

　こ、この男、い、いったい何者よ……っ!?　言い知れぬ違い和わ感を覚えるミソラの前で、カナタが言い放つ。

「そういや《崩ほう力りよく》の遣つかい手を倒たおしたけど、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーにはなれなかったみたいだな」

　全すべて見み透すかしたような口調。どうやったかは知らないが、ミソラたちの事情は全て知っているようだ。

　驚おどろきを隠かくせなかったリコはカナタを凝ぎよう視ししつつも、

「わたしがいまも平学生なのは前空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに人を見る眼めがなかっただけで、決して実力が及およばなかったわけではない。それと空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが指名制だったせいもある」

　そう言って、威い厳げんをとり繕つくろおうとした。

　ちなみに空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーは各学科長が集まる十人委員会で後任を指名し、異論がでなければそれで決定。フロンはクロエを指名し、問題なく承しよう認にんされていた。

　そんな制度だったとは露つゆ知しらず、リコが全てを知ったのはクロエが空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに就任決定後。「なぜ女神なわたしを指名しなかった……っ！」とフロンに喰くってかかったが、「わたしを含ふくめ、誰だれからもあなたにしようという声はあがらなかったけど」と一いつ蹴しゆうされていた。

「ま、お前の実力ならそのうち問題なく空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーになれるよ。もしなれなかったら、それは周りの人間に人を見る眼がなかっただけだ」

　こいつ、できる……っ!?

　リコのつぼを本当によく心得ている。

　承認欲よつ求きゆうを満たしてくれる男の存在に、リコは思わずさっと後ろ髪がみを搔かき上げ、澄すまし貌がおで勝ち誇ほこる。

「ふっ、それほどでもある」

「んじゃ、マッサージするぞ」

　まるで完成された流れのようにカナタは空いていたベンチの上にリコを寝ねかせ、背中をそっと揉もみほぐし始める。あまりに自然な流れだったので、横になってからリコもその異常さに気づき、貌をカナタに向けるが、

「どうしたんだ？」

「なに、こういうのも悪くないと思ってな」

「へっ、そうか」

　カナタの施せ術じゆつは本当に慣れた仕草で、まるで以前リコをマッサージしたことがあるかのようだった。あまりの気持ちよさにリコが寝入ったとき、カナタが尋たずねてくる。

「ミソラ、お前は？」

「あ、あたし……っ!?」

　突とつ然ぜん尋ねられ、ミソラはどう対応していいか本当にわからなくなった。

　こいつのことを怪しいと思う。でも、怖こわいとは思わない。未知ではあるが、好こう奇き心しんが強く占しめる。なぜか胸が高鳴っている。心臓が早はや鐘がねを打つ。……これは、本当に好奇心なのだろうか？

「あたしは……今日はいいかな。あんまり疲つかれやすい方じゃないし、体力が余ってるから」

　あたふたと戸と惑まどった挙句口にしたあと、少しだけ甘えたい、というミソラの衝しよう動どうが貌を出す。

「でもさ、リーゼリットたちの訓練に付き合ってるんだから、エキシビションが終わったあとは少しぐらいご褒ほう美びがあってもいいわよね」

　どくん、どくん。カナタの話をしていると心臓の鼓こ動どうが強くなる。

　こいつと一いつ緒しよにどこか行くことを想像すると本当に胸が高鳴ってしょうがない、とミソラは認めざるを得なかった。




　　　　※※※




　学園浮ふ遊ゆう都市《ファルシオン》。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科三年教室。

「最高の試合、ね」

　若じやつ干かん天然パーマのかかった、ふわふわした桃もも色いろ髪がみの少女──ノエル・ル・サンスーシ・デア・ランシール・ド・ワーフがつい先ほど届いたばかりの手紙を読み終え、

「新年度が始まったこの時期に視察って、いったい何を考えてるのよ？」

　差出人は浮遊都市連合評議会からであり、封ふう書しよは金きん縁ぶちで格式ばったものだった。だが、新年度が始まってすぐ《ミストガン》のエキシビションマッチを視察に行け、とはどう考えても馬ば鹿かげている。

《ファルシオン》の空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンはノエルが中心となって、新体制が始まったばかりなのだ。傍かたわらにいる、眼つきが悪く、逆立てた黒くろ髪かみの少年──ジルグ・フェンサーがしれっと口にする。

「でも、なんだかお前、愉たのしそうだぞ」

「そう？　──普ふ段だんと同じでしょ」

　素そつ気けなくノエルは答えた。しかし実を言うと、そのエキシビションマッチの参加者名めい簿ぼにあったカナタ・エイジという名前がなんだかノエルの心を湧わき立たせていた。

　その理由は定さだかではないが、心が震ふるえてしまうのだ。

「でも、結局行くんだろ？」

「行かないと評議会と《ミストガン》の空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに失礼でしょうが……っ！」

　見透かしたような相棒の言葉に、ノエルはついつい声を荒あらげてしまった。







　要よう塞さい浮遊都市。地下通路。

「あら、あなたもなの？」

「まったく。時期が時期だっていうのに……」

　人がぎりぎりすれ違ちがえる幅はばの通路で、左眼の下に泣きぼくろのある少女──フロン・フラメルは、くるくるとしたブロンドの髪かみに、奥深い紫色ヴアイオレツトの瞳ひとみの少女──ミーナ・パープルトンと貌を合わせていた。

《ミストガン》を卒業後、配属先である要塞浮遊都市が同じだったのだ。おそらくは呼び出しの内容も同じであろう、とフロンはすぐに察しがつく。

「でも、上官命令で必ず出席しろってことよ。なんでも一部の評議員から強い要よう請せいがあったらしいわ」

「強い要請、ね。わたしは評議員とコネがないからなんとも言えないけど」

　奇き怪かいな言動ばかりの問題児にもかかわらず、かの大戦では莫ばく大だいな戦果をあげしまった妹のことを思い、フロンがつぶやいた。

「あの子はなまじコネがあるから、酷ひどい悪戯いたずらをしてないか不安だわ」







　教きよう皇こう浮遊都市《ベベル》。エンディケウス邸てい。

「これって完全に職権濫らん用ようですよ」

「いいじゃないの。職権って濫用するためにあるんでしょ」

　自分の私室にまでずかずかと入り込んだ西洋人形のような美び貌ぼうの少女──エリス・ヴィーゲルトを前に、鳶とび色いろの瞳に金きん髪ぱつの美少年──リバー・エンディケウスが困ったように口にした。

　さきほど例の招待状は全すべて受領完かん了りようしたという連れん絡らくが、部下から入ったばかりである。

　リバーの公的な立場を利用して、招待状を出させたのはエリスの仕し業わざだった。聞くところによれば、《ミストガン》にいるエリスの知り合いからエキシビションマッチをやるので知り合いを集めてくれと通信があったらしい。

　おそらくリコさん辺りの提案だと思うんだけど、リコさんとエリスさんってそんなに仲良かったかな、とリバーは困こん惑わくしつつ、

「エリスさんが言うと、冗じよう談だんに聞こえなくて怖いんですが……」

「リバー、あなたも当日は《ミストガン》に行くのよ。わたしも行くから、ボディーガードをよろしく頼たのむわ」

「そんな、僕にだって予定が……」

　助けを求めるように、丁てい寧ねいに結ゆわえられた紫むらさき髪がみの少女──クリスティーナ・バルクホルンを見るが、

「こうなったら何を言っても聞きませんから」

　そう言って、微笑ほほえむだけ。リバーの多た忙ぼうさなど意に介かいさず、エリスは嬉き々きとして貌を輝かがやかせ、

「さてと、お兄様を根負けさせたカナタ・エイジがどういう道を歩むか、見せてもらおうじゃないの」




　　　　※※※




　そして瞬またたく間に時は流れ──エキシビションマッチ前夜。

　実技棟とう。屋上。

　短期間でも、ポジションの動きを直じかに教わったのは大きかったな。

　この日カナタは、生暖かい風が吹く屋上のプールサイドで、みんなと夕飯を摂とろうとしていた。屋上にはミソラたちとクロエ、そして購こう買ばいで売っていたサンドイッチを全員分買ってきたカナタの姿がある。

「いきなりあたしたちを集めてどうしたのよ？」

「お前らと一緒に、夜空でも眺ながめようと思ってな」

「それって、あたしたち全員をデートにでも誘さそったつもり」

　胡う散さん臭くさい台詞せりふに不快感を露あらわにするミソラの傍そばで、ユーリが、

「リーゼリットさんたちはいいんですか？」

「まあな。今日はあいつらを指導してくれたお礼みたいなもんだ。リーゼリットもアリアも実戦経験者だけあって吞のみ込みが早いし、お前たちから直じかにポジションを教わったのも大きかったよ」

「でも、わたしもいるよ」

　困ったようにうーんと腕うでを組みクロエが、

「わたしは合同訓練に参加してたわけじゃないし。あと、なんだかこの場所に固こ執しつしていたような気がしたけど？」

「クロエには俺の無理難題を聞いてもらった恩があるし、それに……」

　ここにいるみんなのお陰かげで《ゲート》攻こう略りやく戦を完かん遂すいできたことへのささやかなお礼だ、などと言っても伝わらないだろう。

　ミソラたちはもとより、あの激戦の最中、人工空島メガフロートを墜おとすために一役買ったクロエの行動は称しよう賛さんに値あたいする。それは人類の命運を背負って戦っていたカナタが誰だれよりもわかっている。

　ミーナやノエルも誘いたかったが、彼女たちも明日あしたには《ミストガン》に到とう着ちやくする。

　この場所に固執する理由について、というクロエの問いにも答えることができない。

　しかし、いまこの場にいるメンバーの中で覚えているのはカナタしかいないが、この場所は《ゲート》攻略戦のために《ミストガン》を離はなれる前夜を、みんなと一緒に過ごした特別な場所なのだ。

　だからこそ、ここに仲間を誘えるだけ誘ってみた。

　もしミソラたちに記き憶おくがあれば、あの戦いの後ミソラたちはきっとこういう時間を過ごしたかったんだろうな、とカナタが考えたゆえの行動だ。何もない平へい凡ぼんな時間、平凡な日常こそ、あの頃ころの自分たちには欠けつ如じよしていたものだ。

　ミソラが問う。

「それに？」

「いいや、なんでもねーよ」

「あんたって、ときどきヘンなところで話をぼかすわね」

　ミソラの言を無視し、カナタは購買で買ってきたサンドイッチを配り始める。適当に買ったサンドイッチの中に入っていたレタスを取り除いているのにクロエが気づき、

「レタスが嫌きらいなんだ」

「まーな」

　するとカナタの言葉に聞き耳を立てていたミソラとユーリの手が素す早ばやく動いた。二人は自分のサンドイッチからレタスを取り除き、同時に差し出す。

「「これ」」

　二人からレタス抜ぬきサンドを渡わたされ、カナタは自分のを素早く口運ぶと、両方とも受け取ってみせる。

「お前ら二人は、ずいぶんと俺のことを気にかけてくれるんだな」

「べ、べつにそんなことないけど……っ!?」

「その……カナタ先せん輩ぱいが少しだらしないだけです……っ!?」

　ミソラとユーリは紅潮した貌かおで、少し恥はずかしそうに口にした。

「ふふっ、世話女によう房ぼうが二人もできて、両手に花だね」

「な、なんてこと言うんですかクロエさん……っ!?」

「せ、世話女房だなんて……っ!?」

　再び恥ずかしがる二人を脇わきに、クロエはふふっと天使のような微笑みを零こぼすと、

「どうするのかな、どうしてか知らないけどモテてるみたいだよカナタ」

「これといった出会い方でも、なかったはずなんだけどな」

　今回の初めての出会いは、以前と違って鮮せん烈れつさとは程ほど遠とおく、そこまで衝しよう撃げき的なものでもない。しかも、出会ってから過ごした時間も三週間に満たない程度だ。それも合同訓練とアルテミア寮りようで過ごした時間が主で、教官と教え子だったときのように密度の濃こい時間を長く過ごしたというわけではない。

　それでも、好意を向けられるというのは……それだけ強く、そいつの存在が刻まれていたということなのだろう。いまのカナタではなく、かつて彼女たちの教官であったカナタ・エイジという男が。

　気き恥はずかしさに負け、ミソラとユーリが花見に興じるリコたちのもとへ向かったタイミングでクロエに尋たずねる。

「お前は俺のことどう思う？」

「うーん。少しだけほっとけないかな。それと──」

　まるで対応に苦く慮りよするカナタの胸中を見み透すかしたように、

「女の子を泣かせるような真ま似ねをしたら、おしおきだからね」

　指先に指向性魔ま力りよく弾だんを宿し、クロエは笑顔で警告を送ってきた。だからこそ、彼は二人のもとに向かい真正面から訊きいてみることにした。

「なあミソラ、ユーリ。お前らって、俺のことをどう思ってるんだ？」

　途と端たんに二人は貌を真っ赤にした後、カナタに「いきなりなんてことを言うのよ……っ!?」「ど、どどど、どういう意味ですかカナタ先輩……っ!?」と困惑した口調で咎とがめてきた。

　やはり、そういうことなのだろう。







　翌日。エキシビションマッチ当日。

　闘とう技ぎ場。控ひかえ室しつ。

「……なんだか、すごく気になる」

「カナタ先輩のこと、ですよね」

「ユーリさん？」

　ひとりごとを口にしていたミソラ、ユーリが宣言してくる。

「ミソラさん。わたし、カナタ先輩のことがすごく気になります」

　胸に手を当て、とんでもないことを口にするユーリのことを、ミソラだけでなく小隊の仲間たちも注視している。リコはそうきたか、というようにどこか愉ゆ快かいそうな澄すまし貌で、レクティはあうあうと戸と惑まどい、ブレアはうぬうぬ、とわかったように頷うなずいてみせた。

「いままでこんな気持ちになったことはないんですが、カナタ先輩と一いつ緒しよにいるとドキドキします」

　ユーリからの宣戦布告を前に、ミソラは、

「……あたしもです」

　この胸の想おもいを曝さらけ出す。

「あたしも、あいつと一緒にいるとドキドキします。ユーリさん、あたし負けませんよ」

「そうですね。わたしも負けるつもりはありません」

　ふっと笑ったあとユーリが、

「ですが、そちちも大事ですけど──」

「はい、いまはそんなことより──」

　二人は声を合わせて同時に、

「カナタ先輩との勝負を頑がん張ばりましょう……っ！」

「あいつとの勝負を頑張りましょう……！」







　闘技場。観戦席。最前列。

「紅あかチビたちとクロエ・セヴェニーたちの戦いね」

　居合わせた知り合いたちで一緒に観戦することになったノエルがつぶやく。

「クロエ・セヴェニーたちの小隊はどうも人材不足な気がするけど、フィールドにいるあのカナタ・エイジって男がどうも気になるのよね」

「あら、異性として意識してるってこと？」

「な、なんてことを言うのよ乳ちちデカ女……っ!?」

「ふふっ、でもカナタ・エイジっていう人はわたしも気になるわ」

　てんぱったノエルの反応を愉たのしみながら、理り屈くつでは語れぬ感覚を肯こう定ていするミーナ。そんな二人の会話に聞き耳を立てていたエリスは、気になるのは当然よ、とばかりにしたり貌で頷く。今回集められた面々は、みんな彼のことをよく知っていたのだ。

　御お忍しのびのため《ミストガン》の制服を纏まとうリバーに、フロンが尋ねる。

「リバー・エンディケウス評議員、今日はどういった目的でわたしたちを呼びつけたんですか？」

「皆みなさんを呼びつけたのは僕じゃありません。エリスさんです」

　頭痛でも催もよおしているかのように、リバーが眉み間けんを押さえながら口にした。

「あら、それって……」

「名義貸しとは情けないわねリバーさん」

　リバーと貌見知りであるノエルとミーナは遠えん慮りよなく「はあー」とため息を吐つき、揃そろって口にする。

「「この世界の人類の未来が不安ね……」」

「その……リバーさんもやるときにはやる方なんですよ」

　やんわりとクリスがフォローを入れたあと、その場の一同の視線は自ずとエリスへ集まった。

「今回みんなを呼びつけたのはね。彼がこの戦いを、みんなに見てほしかったからだと思うわ」

　彼とは何者なのか、そのことについてエリスは一いつ切さい説明しなかった。闘技場の高こう揚よう感を愉しみながら、エリスは代わりとばかりにしゃあしゃあと言ってのける。

「言いたいことはたくさんあるだろうけど、わたしから言えることはせいぜい、この戦いを見て感じなさいってところかしらね」










　闘技場。フィールド。

『さて、最初で最後のオールスターマッチってところかな』

　予科一年生を中心とした大勢の観衆に包まれる中、防護服プロテクターに着き替がえたカナタが、この日限定で集まった仲間たちを見み渡わたす。

　天使のようににこにこと微笑ほほえんだクロエに、腹に一物抱かかえていそうなロイド、姉たちと戦うことに緊きん張ちようしているアリアに、どこか不安そうなリーゼリット。

『ねえカナタ、《崩ほう力りよく》抜きで本当にミソラたちに勝てるの？』

『勝つか負けるかはやってみないとわからねーよ』

　不安を拭ぬぐおうとしたリーゼリットに、カナタは飄ひよう々ひようと、

『でも、勝算はある。俺が勝算がない戦いは嫌いだってのは知ってんだろ。なあクロエ』

　まるで長年付き添そってきたかのように声をかけられ、クロエは戸惑うも、

『うーん、知らないけど。初めて聞いたと思う』

『そっか。なら覚えといてくれ』

　さして気にすることなく、カナタは言ってのけた。

　これから覚えてもらえば、それでいい。

　ちょうどそのとき、戦闘開始を告げる赤色発はつ煙えん弾が打ちあがった。

『さあ行くぞ……っ！』







　闘技場。フィールド。

『ユーリさん、前衛三ト人リ組オで敵の足止めをお願いします』

『任せてください。行きますレクティさん、ブレアさん……っ！』

『はい、ユーリさん……っ！』

『うぬ。心得た……っ！』

　ミソラの指示に従い、ユーリたちが一気に攻せめてくる。

　こっちの前衛の動きを止めて、クロエを墜おとすのが狙ねらいだな。

　カナタは即そく座ざに状じよう況きようを判断し、ユーリへ数発砲ほう撃げき。牽けん制せいしつつ、慣れぬ連れん携けい戦闘に戸惑うアリアのもとへ急いだ。

『アリアよ、すまぬが戦いだ。容よう赦しやはせぬぞ……っ！』

『く……っ!?』

　強者から攻め立てられ、防戦一方となるアリア。しかし、見み越こしていたカナタはブレアを横から叩たたき斬きろうとする。分の悪さを感じ取ったのか、ブレアは速すみやかに後退し、距きよ離りをとった。

　追撃に移ろうと魔ま双そう剣けんを握にぎる手にぎゅっとチカラを込こめるアリアの肩かたを、カナタはとんと叩く。

『カナタさん……っ!?』

『予定通り退くぞ。いまのユーリたちには勢いがあるから、最初は我が慢まんだ』

　アリアの緊張を解ほぐしつつ、カナタは試合の流れを作り始める。

　後退していくカナタたちを見やり、リコが言う。

『退いていくようだな』

『ユーリさんたちは追撃して間合いを詰つめてちょうだい。あたしが飛び込んで、クロエさんの動きを封ふうじるわ。リコは援えん護ごして』

　クロエの砲撃を躱かわしつつ、ミソラが単独で突つっ込んでくる。カナタのいる前衛が、あっさりとすり抜ぬけられた。

　リコの援護射撃が正確で、カナタは身動きできなかったのだ。中衛にいるリーゼリットが必死に魔力弾を放つが、狙いが甘くミソラの足を止められない。

　リーゼリットが叫さけぶ。

『カナタ……っ！』

『問題ねーよ。ミソラの動きは速いけど、そこはクロエが上う手まく牽制してくれるからな』

　その直後、中衛を突とつ破ぱしつつあるミソラにクロエが発砲。紅の砲撃は、ミソラの眼前で弾はじけ、角錐コーン状に敵を捉とらえようとする。

『散弾砲撃……っ!?』

　驚おどろいたミソラは足を止め、咄とつ嗟さに障しよう壁へきを展開。躱せない砲撃を必死に受け止める。そこへ、

『いまだリーゼリット……っ！』

『任せて……っ！』

　ここぞとばかりに、射撃を放つリーゼリット。何発かが体勢を崩くずしたミソラを掠かすめる。

『ミソラ……っ!?』

　慌あわてて援護するリコ。

『くっ!?　一いつ旦たん退いて立て直すわ……っ！』

『ミソラを後退させられた……っ!?』

　後退していくミソラを見やり、リーゼリットがやれるっ！　と小さな自信を得る。そのタイミングで前衛にいるカナタが、

『アリア、リーゼリットとクロエから援護が来る。このタイミングで一気に押し返すぞ』

『はい、カナタさん……っ！』

　中衛と後衛からの援護を受け、カナタ、ロイド、アリアの三人がユーリたちに接近戦を挑いどむ。濃のう密みつな火力によって援護されたカナタたちは、ユーリたち三人を容易たやすく押し返し、後退させた。

『お姉ちゃんたちに競せり勝てた……っ!?』

　予想外の結果に戸惑うアリア。

『やればできるってことだ。にしても、リーゼリットもアリアもいい感じに仕上がったみたいだな。ま、今回はクロエとロイドのサポートによるところも大きいけど。……おっとユーリたちがくるようだな』

『先にカナタ先せん輩ぱいから狙わせてもらいます……っ！』

『ユーリさん、あたしが援護します……っ！』

　指令塔とうであるカナタを倒たおそうと、ユーリが縮退魔力の螺ら旋せんを帯び始めた魔ま槍そうを構えつつ迫せまる。その背後には、六連装魔力シリンダーを回転させるミソラの姿があった。

　その連携の意図を、カナタは瞬しゆん時じに見み抜ぬく。

　本気ってことか。なら、こっちは──

『クロエ』

『任せて……っ！』

　後衛空域にいるクロエが一気に前進してくる。




　魔槍戦技──風神アニラ・貫ぺネト穿レイター




　縮退魔力の刃やいばを得て長大な剣と化した一撃を、カナタは複数同時射撃マルチシヨツトで妨ぼう害がいする。不発に終わった風神アニラ・貫ぺネト穿レイターが暴風と化すタイミングで、ユーリの背後にいたミソラが放つのは収束ストラ魔イクブ砲ラスター。白銀の光こう渦かがカナタに迫る中、見抜いていたクロエがカナタの隣となりに並び立つようにして収束ストラ魔イクブ砲ラスターを放つ。

　ミソラとクロエの光がぶつかり合い、巨きよ大だいな爆ばく発はつを引き起こした。

　爆風に吹ふき飛ばされたユーリが険しい表情で、

『わたしたちの戦術について、ずいぶんとご存知のようですね』

『まーな。さて、会場も盛り上がってきたみたいだし、ウォーミングアップはもう充じゆう分ぶんだろ』

　魔砲剣の切っ先を向けたカナタが不敵な笑みで言い放つ。

『へっ、ここからが本番だ……っ！』

　エキシビションマッチは最高潮クライマツクスを迎むかえつつあった。







　闘とう技ぎ場。観戦席。最前列。

「最初は一方的な戦いになると思ったんですが、意外といい戦いになってますね」

　激しくぶつかり合う両小隊を見やり、リバーがつぶやいた。その言葉を聞き、エリスはどこか呆あきれたように眼めを細めた。

　意外と、ね。リバー、前から思っていたんだけど、あなたは人を見る眼があまりないわね。

　最初に言ったはずだ。この戦いを見て感じなさい、と。ただ見るだけでは足りない。そんなことでは、失われた記き憶おくの部分を揺ゆさぶれる衝しよう撃げき力りよくにはならない。

　そんなとき、

「エンディケウス評議員、失礼ですがこれは意外といい戦いではないと思います」

　そう口を挟はさんだのは、黒くろ髪かみの少年の動きに注目していたミーナだ。

「お分かりになりませんか？　──これはただ戦ってるんじゃありません。カナタ・エイジが笑っているんです。まるで心ゆくままダンスでも踊おどっているみたいに」

　それは普ふ通つうの戦いなら、あり得ない光景だった。

「乳デカ女と同じ見解で癪しやくですが、これは意外といい戦いじゃありません。上う手まく表現する言葉が出てこないんですが、カナタ・エイジがまるでオーケストラの指揮者のように両小隊の動きを導いていて、見ていてすごくわくわくします」

「さすがミーナさんとノエルさんですね」

　見事この戦いを感じ取ってみせた二人の言葉に、クリスが微笑んだ。

　カナタ・エイジがここにいる者たちを呼びつけた意図は、きっとこの姿を見ていてほしかったのだろう。たとえ記憶がなくとも、その残ざん滓しは確実に彼を知る者たちの中に残っている。

　微かすかな記憶の残滓を呼び起こそうとするのは、カナタなりの再会の挨あい拶さつなのだ。

　リコのことを見守っていたフロンが言う。

「不思議ね。あの子も戦いを愉たのしんでる。なんだか、じゃれついて遊んでるみたいね」

　手を抜くという意味ではない。殺気はないにせよ、純じゆん粋すいにチカラとチカラのぶつけ合いを愉しんでいるのだ。それはＣ６０１小隊の他の隊員たちも同じだ。

　ミソラたちにとっても、これはただの戦いではない。むしろ、リバーたちへする再会の挨拶以上に、カナタからメッセージが込められている。ミソラたちの失われた記憶の部分に、戦いという対話を通じてカナタが伝えようとしている想おもいを、リバーたちは微かでも感じ取れるだろうか。

「リバー・エンディケウス。あなたは凡ぼん人じんなんだから、考えるんじゃなくて感じなさい。あの戦いが何なのかを」

　エリスが告げると、リバーは感じたことを口にし始める。

「なんというか、黒髪の少年──カナタ君がフィールドを支配しつつあるように感じます。それをクロエさんたちが援護する中、カナタ君をミソラさんたちが策を練って喰くい破ろうとしてて、見ていて飽あきません。それどころか、わくわくします。それに──」

　ふっとリバーは口の端はをつり上げ、

「カナタ君が笑ってますね。まるでこの戦いの瞬間をずっと夢に見てきたみたいだ」

　それは間ま違ちがいないわね、とエリスも同意する。

　カナタの実力なら、強ごう引いんに接してミソラたちの教官として再びやり直すこともできなくはなかったはずだ。それでも、教官としてミソラたちに再会しようとはしなかった。代わりに、このエキシビションマッチを開き、いまエリスの周りにいる者たちを集めさせた。

　それは教え子と教官の関係を終わらせるという意思表示とともに、ある種の通過儀礼イニシエーシヨンを意味していた。──この戦いは、カナタなりの卒業式なのだ。もうカナタがミソラたちの教官になることも、ミソラたちがカナタの教え子になることもないだろう。

　おもむろにリバーがつぶやく。

「僕はこの戦いが終わるのが寂さびしい気がします」

「それは違ちがうわ。寂しがる必要はどこにもない」

　全すべてを悟さとっているからこそ、エリスはふっと微笑ほほえみ、フィールドを見み据すえてこのように言い放つ。

「これで終わりなんかじゃない。カナタたちの物語はここから始まるのよ」







　闘技場。フィールド。

　砲ほう撃げきと砲撃が囃はやし立て、剣と剣が戦場音楽マーチを奏で、十人の空士たちが際限なく軌き跡せきを描えがいて、最高の空戦シヨーを披ひ露ろうする。

　それが命の奪うばい合いのために磨みがく技能スキルだと、予科一年生の学生たちは気づいているだろうか。いや、いまの彼らには気づけまい。この戦いは限りなくカナタの色に染まりきってしまっている。

　それは戦いの中で戦いを忘れさせ、己おのれの美学と信念に心を突つき動かせてしまうものだ。

　観戦席からは、敵味方を問わず激しい声せい援えんが飛び、両小隊の戦技を讃たたえ合った。

　カナタに《ミストガン》の学生たちから声援が送られるのはいつ以来だろうか。

　しかし、いまここに、かつてミソラたちが待望していた光景が広がっている。

　さて、そろそろだな。

　長いようで短いその戦いは、すでに終しゆう焉えんに差し掛かかっていた。

『けっこう保もったじゃんか』

　上空から睥へい睨げいするカナタの眼には、グラウンドに立つミソラとユーリの姿が映っていた。リコ、レクティ、ブレアの三人はすでに墜おちている。こちらの損害は、リーゼリットとアリア。リーゼリットはリコに戦いの調子を乱されたところをユーリに突かれ、アリアはレクティとブレアに隙すきを突かれて墜とされていた。

　しかし、仲間が墜とされた直後、リコをクロエが、レクティとブレアをカナタが墜とし、戦せん闘とうはカナタの小隊が有利。かつて特務小隊ロイヤルガードと呼ばれた仲間たちと連携をとったカナタたちの動きは、むしろ三人になってから本領を発揮したといっても過言ではなかった。

　先せん陣じんを切るカナタを援えん護ごするために、クロエとロイドは引っ張られはしたが、手間取ることはない。カナタの細かく素す早ばやい指示を理解するより先に、なぜか体が動く。まるで古くからの戦友のようにカナタの意図が伝わってくることに、クロエはもとより、ロイドも不思議がり、貌かおを見合わせていた。

『さあ、残るはお前ら二人だけど、どうする？』

『決まってるわよ……っ！』

『決まってます……っ！』

　ミソラとユーリは声を揃そろえ、

『『《ミストガン》の空士は最後の最後まで諦あきらめないっ！　だから、ここからあたしたちの生き様を見せつけてやる……っ！』』

　カナタは思わず口の端をつり上げ、

『いい覚かく悟ごだ。ならかかってこい、全力でコテンパンにしてやるよ……っ！』

　そう言って本当に容よう赦しやなく、カナタたちはミソラたちを叩たたき墜としてやった。もう教官ではないから、手加減は一切しない。それこそが、これから同じ空を飛ぶことになる仲間に向けて、カナタが贈おくれる別れの言葉であり、歓かん迎げいの挨拶でもあった。







　エキシビションマッチから少しして。

　学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》。三番区。

　大勢の学生たちで賑にぎわう通りには、カナタと、ミソラ、ユーリの姿があった。三人とも私服姿で、遊びに来ているのだ。

「どうかしたの？」

「なに。まさかお前ら二人とどこかに行くことになるとは思わなかったからな」

　どこか眼のやり場に困るカナタに、ミソラが尋たずねてきた。

　当初の目的は、リーゼリットたちの指導を手伝ったご褒ほう美びとしてミソラと一いつ緒しよにソフトクリームを食べに行くことだったが、その話をユーリが聞きつけ、ユーリも一緒に行く流れになったのだ。

　ユーリにもサービスしかねていたので一緒にソフトクリームを食べに行くこと自体は問題ないが、まさかこの二人と一緒に休日を過ごすことになるとは。

　ふとユーリが尋ねる。

「わたしたち二人と一緒だとなにか都合が悪いことがあるんですか？」

「悪いことは……いや、悪いのは俺かな」

「「？？？？？」」

　結論を出せっていうことなんだろうな、とカナタは空を見上げながら悟る。

　天運などというものは信じないが、この流れは天の采さい配はいというほかない。

　噴ふん水すい広場に面した屋台が眼に入ったとき、ユーリが言う。

「ここのお店なんですが──」

「アイスクリームはいまいちだけど、ソフトクリームがすごく旨うまいんだよな」

「来たことがあるの？」

「まーな」

　訓練帰りにお前らとよく来てたよ、と言っても伝わるわけがないので、カナタは心でつぶやいた。ここの店をお前らに紹しよう介かいしたのは俺なんだけどな。

　微笑みながらユーリが、

「《ミストガン》に来てからまだ間もないはずなのに、ここのお店を探し当てるなんて運がいいですね」

「そういえば、お前らはどうやってこの店を知ったんだ？」

「あたしは、予科二年生になってから指導をしてくれていたユーリさんに教えてもらったのよ」

「わたしは予科一年生のときに、師事していたクロエ先せん輩ぱいから教えてもらったんです」

　そういうことになっているんだよな。

　この世界にはカナタの足そく跡せきがない。

　この世界にはカナタが作り上げた思い出が存在しない。

　それでも──

「あのさ、もし昔自分が好きだった人がいま眼の前にいたとしてさ──」

　買い上げたソフトクリームを舐なめながら、ベンチに座ったカナタが尋ねる。

「お前らはどうしたい？」

「よくわからないたとえね」

「昔好きだったというのはどういう意味でしょうか？　いまは別の好きな人がいるということですか？」

　いきなり過ぎたな。

　説明を省くのは自分の悪い癖くせだ、と反省しつつ、カナタは照れくさそうに頭の後ろを搔かきながら、

「そういうのとは違うな。特に好きな人はいないだろうけど、なんつーかその……昔好きだった人とどこかで再会できたとしたらって話に近い」

「雲を摑つかむような話ね」

　コーンを口の中に放ほうり込み、右みぎ隣どなりに座っているミソラが言う。

「でも、もしあたしが昔好きだった人とどこかで再会したっていうんなら、そのときあたしは一緒になりたいとは思わないと思う。あたしは昔のその人じゃなくて、いまのその人が好きになりたいと思うはずだから」

　ミソラは過去ではなく、未来を求めた。

　左隣に座っている少女に、カナタが問う。

「ユーリは？」

「わたしは過去に好きな人と一緒になりたいと思うかもしれません」

　ユーリは未来ではなく、過去を求めた。

　なら、とカナタが決めかけていたとき、

「ですけど──」

　俯うつむきながら、ユーリはどこか恥はずかしそうに、

「わたしは、過去のその人もいまのその人もきっと好きになると思います」

「どうしてそう思うんだ？」

　ふとカナタが尋ねると、貌を上げユーリがこちらを見てきた。エメラルドブルーの瞳ひとみが、カナタの貌をしっかりと見据えていた。

「なんだか最近ずっと思うんです。わたしはどうしてこんなに胸が高鳴るのかって。わたしたちはきっとあなたのことをずっと昔から好きだったと思うんです」

　上うわ目め遣づかいで、ユーリが想おもいを伝えてきた。

「カナタ先輩、わたしと付き合ってください」

　そこで、カナタが返事をしようとしたとき──

「あたしもユーリさんと同じで、じつはずっと昔からあんたを好きだったと思う」

　ミソラがカナタの眼を覗のぞきこんでくる。

「不思議なことを言っているようだけど、あたしもそんな感じがする。でも、あたしはそんなこととは関係なしにあんたと付き合いたい。そのほうがあたしらしいと思うし、あんたもそう思わない？」

　きらっと白い歯を覗かせて笑う貌には、ミソラらしい思い切りの良さが感じられた。

「……………………」

　まだ彼女たちに順番をつけられそうにない。だからカナタは二人の頭に手を置き、おもいっきり髪かみを撫なで上げてこう言った。

「お前らには本当に勝てねーな」

　きょとんとした貌をする二人の前で、カナタは困ったように微笑んだ。

　まだ結論を出すのは早すぎる。

　カナタたちの学園生活は、これから始まるのだから……


（書き下ろし）


















　　　あとがき







　お世話になっております。諸もろ星ぼしです。

　シリーズ最後となる14巻を手に取って頂き、ありがとうございます。

　ここまで来られたのも読者の皆みなさんのお陰かげです。

　早速ですが、各話を振ふり返かえっていければと思います。本編最終巻となる13巻のあとがきで関係者の皆みな様さまにお礼を伝えましたので、文庫版最終巻となる14巻ではこれまでドラゴンマガジンにて連載していた短編を歴史とともに振り返られればと思います。




　本当のニューレコード

　こちらは他の短編と色が違ちがうのでお蔵入りにしていたのですが、どうにか14巻に掲けい載さいされることになりました。時系列的には、１巻と２巻の間になります。書いた当初とは地の文の書き方が大きく変わったので、懐なつかしいです。こちらを書いていたときは本当に多た忙ぼうで、一日の睡すい眠みん時間が三時間の生活をしている最中でして、キャラもあまり安定していないですね（笑）。ちなみに睡眠三時間生活は五か月で限界を迎むかえました。あれ以上続けたら、間ま違ちがいなく入院でした。二十代前半だったからできたことだと思います（「空戦」を四年間書き続けていたので、いつの間にか26歳になってしまいました）。




　赤せき裸ら々らなアノニマスライター

　作中の登場人物でもあるユリー先生が書いた小説が大流行し、《ミストガン》で一いつ世せいを風ふう靡びしたときの話です。２巻でしたユーリの告白が踏ふまえられています。初めてのサイン会という経験は僕にもあるんですが、「空戦」のファンはみんな親切で行ぎよう儀ぎがいいと、サイン会の会場の方や責任者の方がおっしゃっていました。ファンに恵めぐまれるというのは本当にありがたいことですね。




　仲良し揃ぞろいのペットコンテスト

　７巻に掲載されていたレクティ回の続きになるエピソードですね。僕が飼ったことがあるのはせいぜい縁えん日にちの金魚ぐらいで、哺ほ乳にゆう類るいとか鳥類とか爬は虫ちゆう類るいとか、飼育が難しそうな生き物は飼ったことがないんですよね。ただ犬は一度でいいから飼ってみたいです。躾しつけるの大変そうですし、周りの人に嚙かみつかないか不安ですけど、犬と散歩してみたいです。




　桁けた外はずれのニューパーソナリティー

　ミソラが頭脳明めい晰せきであれば、ちゃんと小隊長できますよ、というのがテーマだった気が……。ポイントは単に頭が良くなった人が導きを担うのではなく、みんなの心をひきつけて離はなさないカリスマがあることですね。僕にもこれだけのカリスマがあれば、今いま頃ごろはラノベ作家ではなく、社長業に精をだしていたことでしょう。黒くろ塗ぬりの車から降りた後は、レッドカーペットの敷しかれた道を大勢の部下に頭をさげさせながら歩くという大物社長に……まあ、小心者にできることじゃないですね（笑）。




　恐きよう怖ふのヴィズィティングデイ

　こちらは７巻掲載のリコ回を踏まえたものです。まあリコは隙すきがなく要領がいいというトランプでいうジョーカーのようなキャラなんですが、そのリコにみんなが振り回されるというエピソードです。読者さん的には、リコが痛い目を見ることを望んだかもしれませんが、リコはＥ６０１小隊の中で一番要領がいいのでなかなか厳しい展開でして……（汗あせ）。ちなみにレクティだけは酷ひどい目に遭あわせると可哀かわい想そうだったので、代わりにブレアが二倍頑がん張ばってくれているという裏設定が……。




　始まりのミートアゲイン

　書き下ろし本編アフターです。カナタが小隊を作ってＥ６０１小隊と戦う話です。ポイントはまあオチですね。オチですよ。オチなんです。じつは……ユーリｅｎｄを書こうとしたんですが、色々あって没になりました（ユーリファンの皆さんごめんなさい）。いつか機会があれば、ユーリｅｎｄを書きたいのですが、残念ながらこれ以上「空戦」を描えがく機会は現状ありません。次回作か次々回作がヒットすれば、ワンチャンあるかもしれませんが、そのときは「かつて空戦魔ま導どう士し候補生だった教官」というタイトルでやります（笑）。




　他にも収録されていない短編が、ＥＸＴＲＡ ＭＩＳＳＩＯＮ（電子版）に収録されておりますので、ご興味がある方はぜひご覧になってくださいね。ちなみに短編の本誌連れん載さい自体は僕が肺はい炎えんにかかってダウンしたのと時を同じくして、連載終しゆう了りようになりました。風か邪ぜ→肺炎→せき喘ぜん息そくのコンボには気をつけます（笑）。

　最後までご覧いただき、ありがとうございました！

　またどこかでお会いできればと思います。それでは、よい旅を……っ！

















諸星悠

●もろぼしゆう



第24回後期ファンタジア大賞、金賞受賞『空戦魔導士候補生の教官』でデビュー。ここまでついてきてもらった読者さんには本当に頭があがらないです。最後までご覧になっていただいて本当にありがとうございます。ちなみにエクストラにも著者紹介はございます（汗。そんなどこにでもいるありふれた漢のひとり。
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